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序

本書は、平成 18年度から平成 19年度において新田町宇橋本地区に所在する『新田橋本遺跡』

内で計画された、ゆめタウン丸亀建設事業に伴い実施した確認調査報告書であります。

調査の結果、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡の所在および概要を確認することができま

した。発見された遺構は、大半が溝であり、区域内一面に広がつていることが分かりました。遺跡

の属する時代 としては、弥生時代後期から古墳時代後期にかけてが密度が濃く、大型の溝には堰の

ような機能を持たせることによつて計画的な配水を行えるような構造を取 り入れていることも確

認されました。

今回の調査区の西方及び南西一帯には、弥生時代を中心とした集落遺跡である『道下遺跡』や『中

の池遺跡』が展開していることが確認されていることからも、今後の調査研究によつて関連性を検

討していくことによつて、より地域の歴史が明確になつていくものと考えられます。それを考える

と、今回の調査成果は、貴重な資料であります。

つきましては、本書が歴史研究・教育・文化財保護に関する様々な場面で活用されれば幸甚に存

じます。

最後になりますが、調査にあたりご指導・ご助言をいただきました関係者、土地所有者ならびに

一貫して調査にご協力いただきました株式会社イズミ様には深くお礼申し上げます。

平成 21年 3月 31日

丸亀市教育委員会

教育長 岩根 新太郎





例   言

1.本書は、香サII県丸亀市新田町で計画されたゆめタウン丸亀建設事業に伴い実施した新田橋本遺跡の確認

調査報告書である。

2.調査主体は、丸亀市教育委員会である。

3.確認調査及び整理作業、報告書作成は、近藤武司 (丸亀市教育委員会)が担当し、実施した。

4。 現地調査及び報告書作成に要する経費は、株式会社イズミ及び丸亀市教育委員会が負担し、整理作業に

要する経費は、丸亀市教育委員会が負担した。

5,遺構の実測は、近藤・谷口梢 (丸亀市教育委員会)・ 北山多佳子 (丸亀市教育委員会)・ 高畑裕 (丸亀市

教育委員会)が行つた。

6.遺構の写真撮影は、近藤・谷日が行つた。

7.遺物の接合は、谷日・平井佑典 (丸亀市教育委員会)が行い、実測は、谷口・北山が行つた。

8.遺物の写真撮影は、近藤が行つた。

9.遺構実測図及び遺物実測図の トレースは、谷日・北山が行つた。

10.本書の執筆は、近藤・谷口。北山が分担して行い、編集は、近藤が行つた。

11.現地調査及び整理作業によつて作成された原図・ トレース図・写真データ及び出土遺物は、丸亀市教育

委員会に収蔵・保管している。

12.調査の実施にあたつては、株式会社村上組に多大なご協力を得た。ここに記して感謝の意を表する。

13.本書を作成するにあたり、次の方々にご指導ご助言を得た。ここに記して感謝の意を表する。

佐藤亜聖 (財団法人元興寺文化財研究所)、 山元敏裕 (高松市教育委員会)、 渡邊誠 (高松市教育委員会)、

高上拓 (高松市教育委員会)、 中村茂央 (高松市教育委員会)、 片桐孝浩 (香川県教育委員会)、 信里芳

紀 (香川県教育委員会)、 西岡達哉 (香川県埋蔵文化財センター)、 北山健一郎 (香川県埋蔵文化財セン

ター) 順不同



例

1.本書に所収している遺跡の第称は、新田橋本遺跡 (しんでんはしもといせき)であり、略号はSHI一

〇6Klである。

2.調査区割りは、原形状を考慮し1～ 6区を設定し、調査中に 7・ 8区を追加した。

3.遺構には、調査区毎及び遺構種別毎に連番号を付している。遺構種別による分類記号は次のとおりであ

る。

SD:溝 SPiピ ット (柱穴) SK:土 坑 SX:不 明土坑

4.本書に使用した方位及び座標は、特に指定のない限り世界測地系に準拠する。

5。 本書の実測図の縮尺は、スケールで表示した。

6。 本書の上層断面図に記載した「土色」は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版標準土色帖2004年版』による。

7.出土遺物実測図中で断面を黒塗りにしているものは、須恵器である。

8。 本書の挿図には、特に記載の無いものに限り、丸亀市が作成した丸亀市全図及び中讃広域都市計画図 (平

成 17年 8月 )を加工し利用した。
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第 1章  遺跡の立地と環境 (第 1節  地理的環境)

第 1章 遺跡の立地 と環境

第1節 地理的環境

丸亀市は、平成 17年 3月 22日 に丸亀市・綾歌町・飯山町が合併 して誕生 した。香川県の西半部の海岸沿

い、ほぼ中央に位置する。市域は、丸亀平野の大半を占める。

丸亀平野には、南部の山間部から北部の瀬戸内海に注ぎ込んでいる東部の大束川、中央部東寄 りの上器川

(1級河川 )、 中央部西寄 りの金倉川、西部の弘田川があり、これ らの河川の氾濫・堆積により形成 された県

下最大級の沖積平野である。新田橋本遺跡の西面には、整備以前の西汐入川の痕跡が残つている。

地形の起伏状況や地割 りから付近の旧地形を検討すると、金倉川の支流であると考えられる竜川、西汐入

川などの旧流路や低地帯が広がり瀬戸内海に注ぎ込む直前地域にあたることがわかる。このことからも生活

拠点等の開発には不適な地域であったことが予想 される。旧海岸線は、新田橋本遺跡から 1 2 kmほ ど北方ま

で接近 している。

この付近は、先に述べた河川に挟まれるように微高地が形成 されてお り南に進むに連れてより安定する。

先 代 池

12

第 図 新田橋本遺跡周辺旧流域想定図(S=120,000)
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第 1章 遺跡の立地と環境 (第 2節 歴史的環境)

第 2節 歴 史 的 環 境

新田橋本遺跡は、丸亀平野の東西に対 してはほぼ中央、南北に対 しては北限部に位置する集落遺跡である。

新田橋本遺跡 より北部地域においては、現在までに集落遺跡は見つかつていない。

南西部及び丸亀平野南部地域ではまとまった集落遺跡が確認 されている。

ここでは、新田橋本遺跡の位置する丸亀平野について概観する。

丸亀平野の歴史は旧石器時代に遡ることがわかつている。平野中央部を東西に横断する四国横断自動車道

建設に伴 う発掘調査で三条黒島遺跡から旧石器時代の角錐状石器・削器等の石器が出上 している。また、郡

家田代遺跡からはナイフ形石器・スクレイパーなどの石器類が出上 している。

平野東部では、飯野山東の久保遺跡、城山山麓の割古池 (遺跡)や奥池 (遺跡 )、 城山南麓遺跡が旧石器

として知 られている。平野南部の岡田台地先端の谷部分では、大窪池遺跡や仁池遺跡等が知 られている。

縄文時代になると、郡家原遺跡 と郡家一里屋遺跡から草創期の有茎尖頭器が出上 している。その後 しばら

く空白期が続いた後、縄文時代後期の上器が平池南遺跡の自然河川から出土 している。縄文時代晩期 として

は、平池南遺跡で土坑を検出し、石器や木製品が出上 している。平池西遺跡の自然河川からも土器が出上し

ている。また、丸亀平野南部の行末西遺跡、佐古川遺跡から晩期の土器が出上している。佐古川遺跡では同

時期の掘立柱建物跡 も検出している。

弥生時代では、新田橋本遺跡の西に隣接する道下遺跡 とその南部に続く中の池遺跡、平池西遺跡、平池南

遺跡、平池東遺跡でまとまった前期後半の集落跡が確認 されている。特に中の池遺跡は、幾重もの環濠を備

えるもので注 目されている。前期集落 としては、丸亀平野南部でも行末遺跡、行末西遺跡、佐古川遺跡、佐

古川 。窪田遺跡、池下遺跡、池内遺跡 と比較的まとまった地域で確認 されている。佐古川 。窪田遺跡では、

円形周溝墓や方形周溝墓の 40基にのぼる群集域が確認 されてお り注 目を浴びている。

平野東部では、下川津遺跡で集落跡が確認 されている。竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝跡などが検出され

てお り、併せて多量の上器が出上している。佐古川遺跡、行末西遺跡、佐古川 。窪田遺跡は後期及び古墳時

代初頭にかけての複合遺跡 となる。

弥生時代中期には、飯野山中腹や南部の山間部など高地性集落へと移行 してお り、平野部全域で遺跡密度

が極端に薄くなる。平野部に限定すると、唯一、旧練兵場遺跡で集落の造営が確認できるのみである。

弥生時代後期頃になると、前期集落の分布区域に対応するように、集落が再生されているが、若千生活区

域の変動が見られる。金倉川に程近い中の池遺跡では集落の再生は見られない。生活区域の変動により、平

野北部では新田橋本遺跡、平野中央部で郡家原遺跡、三条番ノ原遺跡など新たに集落が営まれるようになる。

平野南部では、前述 した佐古川遺跡、佐古川・窪田遺跡、行末西遺跡で後期集落の造営が確認 されている。

また、南部の低丘陵上に後期末～終末期頃に築造された平尾 2号墓、平尾 3号墓、石塚山 3号墳、石塚山

4号墳などが墳丘墓 として築かれてお り、付近の集落での権力者の出現を示す資料 として注 目される。

古墳時代に入ると、初頭期には弥生後期集落が継続 される。後期になると、郡家原遺跡や郡家一里屋遺跡

で竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが検出されている。 しかしながら、丸亀平野全域で古墳時代に属する集落

の確認はあま りされてお らず不明な部分が多いが、古墳の分布状況を併せて考えると、弥生時代の分布より

は、より内陸部に展開していることが考えられる。

古墳の分布を見ると、平野南部地域での活発な造墓活動が見られ、その出現は弥生時代前期後半にまで遡

ることになる。弥生時代前期後半～中期にかけて、丘陵の裾近くに立地 した周溝墓群が存在する佐古川・窪

田遺跡に始まりがみ られる。中期では確認 される遺跡は少ないが、弥生時代後期に入ると、人々の生活力が

向上・安定 し、集落から地域社会へ と改進 されはじめ、前方後円形の墳丘墓を形成 している平尾墳墓群や石

塚山古墳群などのように集団墓から特定首長墓への変化が伺える。

続 く古墳時代前期では、全国的に有力者の埋葬に大型の古墳造 りを行 うとい う様式が確立されるようにな

る。このような背景の中、香川県内においても同様の埋葬様式が広まつているが、前方後円墳の築造形態に

他地域 との差異が見 られる。これを讃岐型前方後円墳 と称 し、畿内型前方後円墳 と比較 してみると、丘陵上

に古墳を築くことや、前方部を山頂側、後円部を平野側に向けること、前方部が柄鏡状に細 く延び、先端部

が綾型に開くなどの特徴を持つ。
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第 1章 遺跡の立地と環境 (第 2節 歴史的環境)

丸亀平野東方の横山山塊では、前方後円墳を含む積石塚である横山経塚古墳群や横峰古墳群、前方後円墳

である奥川内古墳群、陣の丸古墳群が築造されている。この山塊最南端の丘陵上には全長約 100mを測る前

新田橋本遺跡

丸亀市

1新 田橋本追跡 (弥生:後～古墳 :後 )

2道下遺跡 (弥生～近世)

中津兵庫遺跡 (弥生・古墳)

今津中原遺跡 (弥生・中世～近世)

津森位遺跡 (弥生・古代・中世)

中の池遺跡 (弥生:前 )

平池西遺跡 (縄文・弥生)

平池南遺跡 (縄文・弥生)

9平池東遺跡 (弥生)

10田村廃寺 (古代)

11丸亀城跡 (近世)

12田村池遺跡 (弥生～古代)

13青 ノ山古墳群 (古墳:後 )

14吉 岡神社前方後円墳 (古墳:前
)

15下 川津遺跡 (弥生:前～中世)

16永井追跡 (縄文～近世)

17稲木追跡 (縄文～近世)

18金蔵寺下所遺跡 (古代)

19龍川五条遺跡 (弥生)

20三条番ノ原遺跡 (弥生～中世)

21三条黒島遺跡 (旧 石器～弥生)

22三条中村遺跡 (弥生・古代・中世)

23郡家原遺跡 (弥生～古代)

24郡家大林上遺跡 (古代～近世)

25郡家田代遺跡 (日石器～古代)

26川西北原遺跡 (中世～近世)

27川西北・七条 I遺跡 (縄文～近世)

28川 西北・七条Ⅱ遺跡 (古代～近世)

29川西北鍛冶屋遺跡 (旧石器～近世)

30飯野東二瓦礫遺跡 (古代～中世)

31飯野東分山碕南古墳 (古墳)

32飯野山西麓散布地 (弥生～古代)

33西坂元内板遼跡 (弥生:中～中世)

34飯野山山頂遺跡 (弥生)

35西又遺跡 (弥生)

36川 津―ノ又遺跡 (弥生～中世)

37川 津東山田追跡 (十 日石器～中世)

38川津川西遺跡 (弥生～中世)

39東坂元三ノ池遺跡 (古代～中世)

40東坂元北岡追跡 (弥生)

41東坂元秋常遺跡 (弥生)

42久保大塚古墳 (古墳)

43極楽寺古墳 (古墳)

44城山古墳群 (古墳:前 。中)

45横山積石塚群 (古墳:前 )

46陣の丸古墳群 (古墳:前 )

47法勲寺城跡 (中 世)

48若宮遺跡 (中世)

49領家遺跡 (古墳)

50宝憧寺跡 (古代)

51旧 練兵場遺跡 (弥生:中～中世)

52善通寺境内(中 世)

53垂水妙見遺跡 (弥生・古代・中世)

54法勲寺跡 (古代)

55岡 田万塚 (古墳 :中 )

56車塚 (古墳:前 )

57室塚遺跡 (弥生)

58羽 間遺跡 (弥生・中世)

59次見遺跡 (弥生:前・後)

60庄遺跡 (弥生～中世)

61快天山古墳 (古墳 :前 )

62行末西遺跡 (縄文:晩～古墳:前 )

63行末遺跡 (弥生:前 )

64佐古川・窪田遣跡 (弥生:前～古墳:前 )

65石塚山古墳群 (弥生:末～古墳:前 )

66佐古川遺跡 (縄文～中世)

67平尾墳墓群 (弥生:後～古墳:前 )

第2図 新田橋本遺跡周辺遺跡分布図(S=lBO,000)
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第 1章 遺跡の立地と環境 (第 2節 歴史的環境)

方後円墳である快天山古墳が集造される。中心部にある 3基の割抜式割竹形石棺からは獣帯方格規矩四神鏡、

武器類、玉類、工具類などが出上した。また、西部の岡田台地上には車塚古墳が築かれている。さらに北方

の飯野山東裾には小規模前方後円墳の三の池古墳、平野北東隅の青ノ山南西裾より南に延びた丘陵先端部に

は、吉岡神社前方後円墳が築造されている。後円部に竪穴式石室が集かれ、副葬品として銅鏃、鉄鏃、刀子、

管玉、勾玉、壷形土器が出上している。

古墳時代中期～後期では、平野東部の羽床盆地縁辺部と岡田台地に集中し、前期で展開されていた横山山

塊や南部の丘陵地では希薄になる。車塚古墳の築造された岡田台地上に岡田万塚古墳群が形成され、記録に

よると、かつては 80基ほどの古墳が所在していたようである。東方の山麓部では地神山古墳群、円筒埴輪を

伴い古式の須恵器が供献された城山古墳群が築造されている。

古墳時代後期後半には横穴式石室の導入に伴い古墳数も増加し、群集墳の形成が顕著にみられる。青ノ山

山塊の青ノ山古墳群は宇多津町側にも分布し、中でも青ノ山 6号墳からは、須恵器、土師器、大刀、馬具、

玉類など豊富な副葬品が出上している。この青ノ山山塊の斜面には 6世紀～7世紀にかけての須恵器を生産

していた窯跡も確認できる。飯野山西麓では飯野山古墳群において、横穴式石室を持つ 3基の円墳が発掘調

査され、須恵器、耳環、刀子、鉄鏃、玉類が出上している。前期に多く分布が見られた平野南部の丘陵地帯

に再び中小円墳が多く築かれるようになり、大型の横穴式石室を内部主体とする宇閑神社古墳、畦田 1号墳、

津森穴薬師古墳などが集かれる。新田橋本遺跡でも少量ではあるが古墳時代後期の須恵器が出上している。

古代に入 り、律令国家体制が整い丸亀平野は那珂郡と鵜足郡に包括されるようになる。古代の遺跡として

は、四国横断自動車道に伴 う発掘調査で、丸亀平野中央部に掘立柱建物跡を多く検出し、墨書土器、緑釉陶

器、斉串を出上している郡家原遺跡、緑釉陶器、灰釉陶器を多量に出上している郡家一里屋遺跡など官衛関

連遺跡が発見されている。しかし、一般の集落の展開は不明である。

また、生産の効率を上げるための条里型地割は丸亀平野において 8世紀中頃には成立していたものと考え

られる。この条里型地割は、現在においても良好に確認できる区域が多く残されている。条里制を反映する

ものと考えられる遺構は、郡家原遺跡、郡家一里屋遺跡、郡家大林上遺跡、郡家田代遺跡、川西北・鍛冶屋

遺跡で検出している。

そして、条里制と共に官道 (南海道)や駅家、官衛、寺院などの諸施設が整えられ、丸亀平野では田村廃

寺、宝憧寺跡、法勲寺跡などの古代寺院が確認できる。田村廃寺は、自鳳期に建立されたことが確認され、

隣接する田村遺跡では平安時代後期の梵鐘を鋳造した遺構を検出しており、田村廃寺の平安時代段階の北側

と西側の寺域を画すると考えられる築地塀と側溝を検出している。宝憧寺跡では宝憧寺池の中に塔の心礎が

残つており、法勲寺跡では現在も礎石が見られるが、元位置からは大きく動いている。

中世以降では、条里型地割に沿つて土地の開発が行われるようになり、九亀平野北部でも田村遺跡、道下

遺跡において中世の溝状遺構を検出しており、土地開発が行われていたことがわかる。平野中央部では、郡

家原遺跡、川西北・七条Ⅱ遺跡、川西北・鍛治屋遺跡で掘立柱建物跡を有する集落が展開しており、それに

併せ有力者と呼ばれる人たちが巨館を構え、村を治めるようになる。平野部には飯山北上居遺跡、中津城跡、

田村城などの平地城館が整えられる。山聞部では山城が整備され、中でも平野南側の城山山頂付近に展開す

る西長尾城は応安元年 (1368)に長尾大隅守元高が初代城主となつて依頼、天正 13年 (1585)の豊臣秀吉の

四国征伐に屈するまでの間、中讃の拠点として活躍した。それらを合わせて 50ヶ 所ほど確認されており、そ

れらを中世城館と呼んでいる。

近世においては、現在も丸亀市のシンボルである丸亀城は、慶長 2年 (1597)に 高松城主生駒親正により

築城されたが、元和元年 (1615)に一国一城令により廃城となつた。そして、寛永 19年 (1642)に西讃岐を

領していた山崎家治が丸亀城の築城に再度着手した。しかし、山崎家が絶家してしまい、万治元年 (1658)

に播磨国の京極高和が西讃岐の領主となり再度城の整備に着手し、明治の廃潜まで京極氏は続いた。

現在の丸亀市中心部は、丸亀城の城下町として栄える。北面の大手町付近では、発掘調査が行われ当時の

状況が判明しつつある。

瀬戸内海に面する丸亀湊は、江戸時代後期に金毘羅参詣の入港地として栄え、福島堪甫、新堀堪甫などの

港が整備される。丸亀湊から金毘羅への道は、距離が短く平野部を通るため大坂・江戸・西国からの参詣客

が多かつた。これにより、金毘羅官は、漁業や海運業者の守り神として益々強く信仰されるようになる。
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第 2章 調査に至る経緯 と調査の経過

第 1節 調査に至る経緯

丸亀市新田町字橋本地内において、『ゆめタウン丸亀』の建設計画が成されたことにより、株式会社イズ

ミから丸亀市教育委員会に対して平成 18年 10月 18日 付けで「埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱

いについて (照会)」 の照会文書が提出された。

その時点までにおいて、丸亀市新田町字橋本地内における埋蔵文化財の分布状況確認調査は多く実施さ

れておらず、不明瞭な部分が多い状況であつた。付近の方からの聞き取りによると「地名のとおり新田で

あるので近代の新田開発によつて開けた土地であり、それ以前の遺跡は存在 しないであろう」との事であ

つた。

計画地の北縁には、県道多度津丸亀線が建設中であるが、当時の分布確認調査時にも遺跡は見つかつて

いなかつた。

しかしながら、計画地の西側には『道下遺跡 (弥生～近世 :包含地)』 や『 中の池遺跡 (弥生 :集落)』

が金倉川までの約 l kmの 間に分布 していることや、東部においても『津森位遺跡 (古代～中世 :集落跡)』

や『今津中原遺跡 (古代～中世 :集落跡)』 が確認されていることからも遺跡が分布 している可能性が高

いと判断し、試掘調査を実施した。試掘調査は平成 18年 10月 30日 から■ 月 2日 にかけて実施 した。調

査対象地は、今後の計画で建物等により掘削を行 う予定のある範囲に限定した。

調査の結果、計画地の西半部において、遺跡の所在を確認することができた。遺構内容としては、南方

から北方に向う溝状の落ちの連続で、理土からは弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての所産と思われ

る土器片が出上している。

この調査成果を基に、香川県教育委員会文化財保護部局と協議した結果、遺構の検出した区域を『新田

橋本遺跡 (弥生・古墳 :集落跡)』 と取り扱 うこととなつた。

この結果を、速やかに株式会社イズミに回答した。

以後、丸亀市教育委員会と株式会社イズミで協議を進めた。事業者としては、工事計画が決定次第二事

に着手したという意向があつたことから、掘削を受ける可能性のある範囲について、事前に調査を進める

方法を検討することとした。結果、周知の埋蔵文化財包蔵地となつた区域全域について、確認調査を実施

することとした。

調査対象地は、丸亀市新田町宇橋本 143番 1、 144番 と、145番、146番、149番、185番で対象地面積

/へ、 i/

第3図 調査位置図 (S=1う ,000)
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第 2章 調査に至る経緯と調査の経過 (第 1節 調査に至る経緯)

は約 6,388だ である。

調査対象地が広大であ り、区分けをして調査を進めることが有効であると判断 したことから区分けを行

つた。区分けは、現況地割に準 じて 1～6区を設定 して調査を進めた。

更に調査中に遺構が区域外へ展開することが確認 されたため、内容を確認するために 7、 8区を追加設

定 した。

第4図 調査区位置図

調査体制は、以下のとお りである。

丸亀市教育委員会 (2006(平成 18)

教育長

文化部長

文化部文化課長

文化部文化課主幹

文化部文化課副課長

文化部文化課文化財保護担当長

文化部文化課主査

文化部文化課主任

年度 )

岩根 新太郎

三好 守

山田 哲也

秋山 徹

官浦 敬子

葛西 祥志

東 信男

近藤 武司 ☆
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文化部文化課非常勤      谷 口 梢 ☆

文化都文化課非常勤      北山 多佳子 ☆

文化部文化課非常勤      高畑 裕 ☆

丸亀市教育委員会 (2007(平成 19)年度 )

教育長            岩根 新太郎

文化部長           多田 哲夫

文化部文化課長        山田 哲也

文化部文化課主幹       秋山 徹

文化部文化課副課長      宮浦 敬子

文化部文化課文化財保護担当長 葛西 祥志

文化部文化課主査       東 信男

文化部文化課主査       近藤 武司 ★

文化部文化課非常勤      谷 口 梢 ★

第 2章 調査に至る経緯と調査の経過 (第 1節 調査に至る経緯)

(☆ 調査担当)

文化部文化課非常勤

文化部文化課非常勤

文化部文化課非常勤

丸亀市教育委員会 (2008(平成 20)

教育長

教育部長

教育部文化課長

教育部文化課主幹

教育部文化課副課長

北山 多佳子 ★

高畑 裕 (～ 9月 30日 ) ★

平井 佑典 (■ 月 1日 ～) ★

年度 )

岩根 新太郎

多田 哲夫

藤田 秀光

秋山 徹

矢野 浩三

(★ 整理作業担当)

教育部文化課文化財保護担当長 澤井 千恵子

教育部文化課主査

教育部文化課主査

教育部文化課非常勤

教育部文化課非常動

教育部文化課非常勤

教育部文化課非常勤

東 信男

近藤 武司 ★

谷 口 梢 ★

北山 多佳子 ★

宮西 真由美 (～ 10月 31日 )

鎌谷 周子 (11月 17日 ～)★   (★  整理作業担当)

確認調査における現地作業には社団法人丸亀市シルバー人材センター及び地元有志の参加を得た。現地作

業の参加者は、以下のとお りである。

村尾俊之、宮本忠夫、久門紀美代、高橋昇、前川豊、頼富昭博、岡田進、窪田静夫、高木裕子、高篠英治、

浜辺豊、松浦一二男、白石勝芳、東寛治、井沢 ミツ子、亀井 トヨ子、尾藤元典、三好敏香、長谷川明、長谷

川信子 (順不同)

また、重機掘削及び測量の一部については、株式会社村上組の協力を得た。

第 2節 調査の経過 (発掘調査日誌抄)

平成
11ン 月

12月

年

日

日

日

日

日

日

日

日

・８

２７

２８

２９

３０

．

４

５

６

(月 )晴れ 地権者協議。1区、2区表上掘削。
(火)晴れ プレハブ設置。3区表土掘削。1区 SD01検出、掘り下げ、平板図作成。
(水)晴れのち曇 り 2区 SD01検出、掘り下げ。土層図面作成。
(木)晴れ 3区南半分遺構面検出。SD01完掘。上層図面作成。
(金)曇 り 写真撮影。遺構平面図作成。北半分遺構面検出。
(月 )晴れ 3区南側平面図作成。6区遺構面検出し、掘 り下げる。
(火)晴れ 6区平面 。土層図面作成。
(水)晴れ 5区測量杭設置、重機掘削開始、精査。
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日
日
岬
郷
卸
州
卸
卸
卸
螂
岬
岬
郷

７

８

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

(木)雨  6区 SD02完掘。遺物取上げ、図面 。写真終了。
(金)雨  5区 、6区雨水汲み出 し作業。
(月 )晴れ 6区調査終了。
(火)曇 り 5区 SD01完掘。図面 。写真終了。

(水)雨  5区 SD02か ら04完掘。図面・写真終了。

(木)雨  5区 SD05、 重機 と人力により掘 り下げ。

(金)晴れ 土層図面作成。

(土)晴れ 畦取外 し。平面図面作成、写真終了。
(月 )晴れ 5区調査終了。埋め戻 し開始。

(火)晴れ 3区 SD03に トレンチを設定 し掘削。北側掘 り下げ。

(水)晴れ SD03ト レンチ土層図面作成。

(木)曇 り 3区北側平面図作成

(金)晴れ 3区第 1遺構面終了。

(月 )晴れ 3区 SD薩 重機により掘削。畦土層図面作成。

(火)雨  SD02写真終了。SD05完掘。

(水)曇 りのち晴れ SD05図面 。写真終了。SK半裁。

(木)曇 りのち晴れ SD01、 02完掘。
(金)晴れ 3区第 2遺構面平面図作成。4区重機掘削開始。

(木)晴れのち曇 り 4区第 1遺構面精査。                  '
(金)晴れ  トレンチを設定 し精査。平面図作成。

(上)晴れ  トレンチ図面 。写真終了。

(月 )曇 り 遺構面検出。

(火)晴れ 4区 SD08完掘。図面 。写真終了。

(水)晴れ 4区 SD09掘 り下げ。
(木)晴れ SD09畦土層図面作成。

(金)晴れ SD09、 10完掘。第 1遺構面終了。

(土)晴れ 4区第 2遺構面精査。
(月 )晴れ SD22掘 り下げ。上層図面作成。

(火)曇 りのち雨 SD19、 20畦を設定 し掘 り下げ。

(水)雨のち曇 り 平面図作成。3区埋め戻 し。

(木)曇 りのち晴れ 畦土層図面作成。SD19掘 り下げ。

(金)晴れ SD20掘 り下げ。遺物出土。写真終了。

(上)晴れ SD17重機により掘削。SD18、 25掘 り下げ。遺物出上。

(月 )晴れのち曇 り 4区掘削終了。清掃作業。

(火)晴れ 4区全体写真終了。 7、 8区において 4区 SD24の確認のため トレンチを設定。

(水)曇 りのち晴れ 8区において 4区 SD08の確認のため トレンチを設定。4区図面終了。

区埋め戻 し。

(木)晴れ 7、 8区 トレンチ図面・写真終了。資材撤収。全調査を終了。

(金)晴れ 4区埋め戻 し。

卿卿
卿
卿
郷
隣
州
卸
卸
岬
即
螂
脚
卿
脚
卿
岬
卿
螂
脚
郷郷
郷
瑯
　
卿
郷

成
研

平

調査参加者
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第 3章 遺構

第 1節 第 1調査 区

第 1調査区は、新田橋本遺跡において南端

に位置する。標高は 6.580mで ある。

耕作土直下に遺構面が残存 してお り、南か

らやや東に屈曲しながら直線的に北にむかつ

て流れる大型の溝 1条(SD01)を 確認 した。第

5図遺構平面図に SD01の 中央部分にもう一

つ細い溝が流れているように表現 しているも

のは、検出段階で埋上に明らかな差異が見ら

れた黒褐色粘質土層を測量 したものである

遺構検出時に平面的に上色の違いを確認 し、

断面層序で SD01に 切 られて東側 にある

SD02を確認 した。そして SD01を東側から

切 り込む細い溝 SD03を検出した。

SD01

第 1調査区の南端から北端まで全長約 32

mの溝である。

調査区の東部及び南東部分は、近 。現代の

粘土採取によつて広範囲に削平を受けてお り、

マーブル状の上によつて埋め戻されていた。

SD01は この撹乱によつて東肩部に影響を受

けている。SD01検出時の幅は 2～ 3mを測る

が、北側東部および屈曲した部分の撹乱によ

る影響の比較的少ない部分や影響を受けてい

ない部分から推測すると、幅はほぼ一定の 2

～3mであることが推測される。

調査区の中央部分では、SD01は若干東に

屈曲し溝の幅も 0.5mほ ど膨 らんでいる。

約 3m間隔毎に幅約 1,Omの トレンチを設

定し断面観察を行い、それぞれ断面図を作成

し、第 6・ 7図に掲載 した。

深 さは、北端の A― A´ 付近が一番高く標

高 6.140mで ある。SD01の底 レベルは、地

形に反 し、南に向かつて下つてお り、溝の中

央部分 E― E´ において標高 5,860mと 最も

第 3章 遺構 (第 1節 第 1調査区)

〕                     10m

(S=1/2001

第5図 第1調査区遺構平面図

深い測量結果となつた。

また、G― G´ 付近では底部の標高が 6.120mを測 り、B～Fラインにかけて中央部分が窪地状であつたも

のと考えられる。I一 I´ 付近での底部標高が 5,900mを 測ることから、全体的に北から南にかけて溝底の勾

配が下つていることがわかつた。

埋土は上部 2層に黒褐色粘質土層を確認 してお り、第 3層 より下層は暗灰黄色系粘質細砂層で、上部 2層

と第 3層 より下層に時期差を設定できると考えられる。中層部から下層部にかけて砂層と粘質土層が交互に

入 り込み、底部には礫を含んだ黒褐色～暗褐色粗砂層が広がり、水の流れていたことが推測できる。
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第3章 遺構 (第 1節 第 1調査区)

C

BA A′

l iOYR3/1黒 裾色粘質±   725Y5/1黄灰色細砂 (地山がプロック状に混じる)

2 ,OYR4/1褐 灰色粘質±   825Y4/1貢灰色粘質砂混じり 6輸 む)

3 10YR3/2黒 褐色粘質細砂   925Y4/2貢 灰色組砂
4 25Y5/1貢 灰色粘質細砂   ,0 10YR3/3晴褐色組砂 (く さり礫混じる 土器含む)

5 2う Y4/1芸灰色粘質細砂   1125Y4/2暗 灰黄色組砂
6 25Y4″ 皓灰黄色粘質細砂  12 iOYR7/1灰 白色粘質上 (く さり礫混じる)

C′

D′

l SDOi埋 土

2 SD02理 ■

撹乱
iOYR3/1黒褐色粘質砂混じり
25Y71貢灰色ンル ト質粘■
25ys/2暗 灰黄色シル ト質粘土
25Y71黄灰色やや粗砂
10YR5/1掲灰色細砂
10YR3/4階 褐色やや狙砂 (く さり礫混じる)

iOYR4/1褐灰色粘質土
iOYR7/1灰 白色粘質土 (3cm大 の礫混じる)

D

ご
一鉤

E

ク
ノ＼

24

床土
iOYR3/1黒 褐色粘質土 (地 山マーブル状に混じる 税乱)

5Y4/2灰 オリープ色粘質土 (2層 マーブル状混じる)

,OYR7/1灰 白色お質細砂
ЮYR3/2黒 褐色ンル ト質細砂
25Y71貢 灰色シルト質粘土
25Y3/2黒褐色狙砂
iOYR4/1掲 灰色粘質細砂

9 10層 (24層 ブロック状に混じる〉
1025Y4/2暗灰黄色粘質細砂
1125Y9/2黒褐色細砂質粘■
,225Y3/2黒褐色粘質土
,3 10VR5/1掲 灰色粘質細砂
14 iOYR3/2黒 褐色粘質土
1525Y7,黄 灰色粘質砂混じり
,625Y4/1責灰色粗砂

17 iOYR4/2灰 黄褐色粘質細砂
1825Y4/2階灰黄色粘質細砂
195Y4/2灰 オリープ色ンフレト質砂
?0?5Y4/2暗灰責色粘質細砂
2125Y4/2暗灰黄色粗砂
22夕 5Y4/1黄灰色ンルト質細砂
2325Y3/2黒 褐色粘質土
2425Y6/8明 黄褐色～7/2灰 責色粘貨土

第6図 第1調査区 SD01断面図

SD02

断面図 E～Gラインにかけて SD01に切 られた溝を断面観察から確認 した。遺構面検出時においても、土

色の違いから溝が 2条あることは確認できた。SD02は、調査地東部にある粘土採取の撹乱によつて断面図

Dラインから北側の存在が不明である。断面観察からSD02は SD01に よつて切 られてお り、SD02の方が

古い段階のものと考えられる。埋土は灰黄色系粘質細砂である。

SD03

調査区北端に東側から SD01を切 り込んでいる細い溝を検出した。幅 0.5～ 0.6m、 検出面からの深 さ 0.3

mを測 り、溝の底部には砂 と礫の層が堆積 していることからSD01、 02が埋まった後も水の流れがあつたも

のと推測できる。出土遺物は無い。

SD01、 02か らの出上遺物はかなり少なく、図化できるものも極少量で時代的判断は難 しいが、弥生時代

後期の範疇に入るものと考えられる。
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F

(S‐ 1/rO)                       ｀

第7図 第1調査区 SD01日 03断面図

に向かつて延びる。中央部においては粘土採取の撹乱に遭つている。

第 3章 遺構 (第 2節 第 2調査区・第 3節 第調査区)

第 2節 第 2調査 区

第 2調査区は、第 1調査区の北

側に位置している。約 200ドある

南北に長い調査地である。

遺構は、第 1調査区から続く溝

(SD01)と 、SD01の すぐ西側に

派生する細い溝 (SD02)の 2条
を検出した。

SD01

調査区東端の南北延長約 15m
を測る溝である。調査区南西部に

は豆を栽培 していたことから、南

端において溝の西肩部分の検出は

不可能であつた。検出できた部分

から幅は約 2mで、北に向かつて

広がつていくものと推測できる。

溝の 5ヶ 所で断面観察を行い、そ

れぞれ断面図を作成 し、第 8図に

掲載した。深さは一番浅い Eライ

ン付近で標高 6.283m、 B、 Cラ イ

ン (標高 6.163m)で一旦地形は

下がり、更に一番深い Aラ イン付

近で標高 6.083mを測ることから、

南から北に流れていたことが分か

る。出土遺物は少なく、図化でき

るものは無かつたが、第 1調査区

の SD01か ら出上 した遺物 とよく

似ている。平面プランから見ても、

第 1調査区から続 く溝であること

は明らかであることか ら、SD01

も弥生時代後期に属するものと考

えられる。

SD02

SD01の西側に位置 し、長 さ 14

m、 幅 0.7mを 測る細い溝である。

南からやや西側に湾曲しながら北

出土遺物は無い。

ド一的

25Y3/2黒褐色格質細砂     7?Sy3/ク 黒IB色やや粗砂
,OYR4/,褐 灰色粘質砂混じり   85Y3/2オ リープ黒色粘質砂混じり
25YS/,黄灰色粘質■      9 10YR3/3暗 掲色組砂 (8層 マープル状に混じる くさり映混じる)

?SYS/,黄灰色組砂       10 10VR4/1褐 灰色粘質土 (10YR3/3暗掲色糧砂混じる)

2 5YS/2暗 灰黄色粘質細砂    11 10YR7/i灰 自色粘質土
2 SY4/1黄 灰色細砂

Ⅳ一的

1 撹乱
2 25Y2/1黒 色粘質細砂
3 25Y4/3オ リープ褐色細砂
4 25Y4/2暗 灰貢色粗砂 (小礫多く混じる)

S 10VR4/1福灰色猫質土
6 25Y4/2暗 灰黄色粗砂 (小礫多く混しる)

7 10YR3/2黒褐色粘質砂混じり

8 1tlYR3/3暗褐色ややIE砂
9 10YR4/2灰 黄褐色粘質細砂
i02う Y3/3暗オリープ褐色格質土
11 10YR3/3暗 褐色粗砂 (く さり礫混じる)

12 10YR2/2黒 褐色粘質土
19ク 5Y6/8明黄褐色粘質土

25Y5/2晴 灰黄色極細砂
25Y3/2黒 傷色粘質細砂
25Y4/2暗 灰賓色粘質土
2 5YS/2暗 灰質色粗砂

第 3節 第 3調査 区

第 3調査区は、調査区域の南東に所在する住宅の北側に位置する。第 3調査区中央に、東西の断ち割リト

レンチを設定し、調査区内の基本層序を観察した (第 10図 )。 遺構面は、耕作土直下で検出でき、包含層が

被っていないことからも削平が著しかつたものと考えられる。断ち割リトレンチより北側では遺構面が2面

― H―



第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

0                                 10m

(S=1/200)

A

C

第8図 第2調査区遺構平面日断面国

, 25Y2/1黒色粘質土
2 25Y3/2黒 褐色お質細砂
3 ?5Y72贈 灰黄色粘質砂混じり
4 25Y4/2暗 灰黄色粗砂
5 1tlYR3/2黒 褐色組砂 (<さ り礫混じる)

6 25Y7/i灰 白色粘質■ (く さり礫混じる)

ノ
〆

A′

25Y3/1黒 褐色粘質土
25Y4/1黄 灰色粘質細砂
25Y4/1黄 灰色粘質土
10YR4/1梅灰色粘質砂混じり
25Y4/2暗灰黄色やや粗砂
25Y7/1灰 白色猫質土

B                                  8′

―     鵬

l SD01壕上

C′

1 撹乱
2 SDOi埋 ■

D D′

L650m

E                                      E′~醍

翌 夢
才 艦

25Y3/1黒褐色粘質土
25Y3/2黒傷色粘質細砂
25Y3/2黒褐色組砂
25Y7/1灰白色粘質土
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第 3章 遺構(第 3節 第 3調査区)

試掘 トレンチ32

断ち割リトレンチ

拡大図

ＳＤ

　

　

　

Ｔ

一

試掘 トレンチ24

第9図 第3調査区遺構平面図
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

となり、少なくとも 2時期以上になることがわかる。若干の時期差が溝の肩部分でも確認できた。しかし、

前述したように耕作土直下で遺構面が認められることから、一部分でのみ 2段階に分けての調査を実施する

こととなつた。

地山面は黄灰色系の粘質細砂層で、安定した土壌が広がつている。遺構の底部にはほぼ礫が広がつている。

第 3調査区では南北に流れる溝 5条、土坑 16基を検出した。

上

勿
勿
矧
勿
物
勿
卦カ

ヨ

耕作■
床■
25Y4/2晴灰黄色粘質細砂 $惜む)

25Y4/3オ リープ褐色格質細砂 O�n含む)

1いR71褐 灰色粘質細砂
2 5YS/1黄 灰色祐質細砂
25Y4/1貢 灰色細砂
10YR3/2黒 掲色粘質細砂

9,OYR5/E灰責掲色細砂
i025Y4/1責灰色粘質細砂
,1,OYR5/1傷 灰色細砂
12,OYR5/1掲 灰色璃質細砂
,9,OYR4/1裾 灰色粘質細砂 (23層 プロック状に混じる)

,4,OYR4/2灰 責褐色粘質細砂
15 iOYR3/2黒 掲色狙砂 (5～ 3m大の礫混じる)

16 iOYR4/2灰 黄褐色粘質細砂

1725Y4/1黄灰色粘質細砂
1825Y4/2暗灰黄色細砂
1925Y4/2晴灰黄色細砂 (23層混じる)

2025Y4/2晴灰黄色粗砂
21 10YR3/2黒 楊色粘質細砂
2225Y6/1責灰色+iOYR5/6黄褐色+25Y4/1黄 灰色粘質砂混じり
2925Y6/1責灰色粘質■ (1び余5/6黄 褐色粘土混じる)

0                        2m

(S‐ 1/4)

第10図 第3調査区断ち割りトレンチ北壁断面図

SD01

調査区中央よりやや西側寄 りに南北に調査区を縦断する全長約 36m、 幅約 1.Om、 検出面からの深 さ 0,1

～0.25mを測る溝である。7ヶ所において断面観察を行い、断面図を作成 し、第 ■ 図に掲載 した。埋土は黄

灰色系粘質細砂で礫や砂はほとんど含まれておらず、出土遺物も無い。

SD02

調査区中央に SDOlに並行 して走る溝である。調査区のほぼ対角線上に延びる。延長約 38m、 幅 3～4m、

検出面からの深 さ 0.5～ 0,9mを測る大型の溝である。断面観察を 3ヶ所行い、断面図を作成 した (第 12図 )。

北端 J― J′ ラインでは、第 5。 6層において黒褐色系粘質土層を確認できた。また、第 8・ 9層では暗灰黄色

粘質細砂～シル ト質細砂で、明確に異なる層が同じレベルにおいて確認できる。更に、第 10～ 15層におい

ても灰黄褐色粘質細砂～粗砂など比較的砂質系の層が観察できた。このことから一つの溝内でも 3時期以上

あつたものと考えられる。底部には大小さまざまな礫が多く含まれてお り、砂の堆積も確認できることから、

その時代毎に水が流れる道筋が異なつていたことが推測できる。遺物は底部からしか出上してお らず、各層

ごとの′
時代区分は不明である。
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A

25Y4/2暗 灰黄色粘質細砂
25Y3/2黒 褐色粘質上

25Y6/8明 黄褐色+2 SY6/1黄 灰色粘質■

~べ

置 セ 万
~L・

SS的

, ρ5Y5/1資灰色粘質細砂

2 ?5YS/1黄灰色組砂

3 25Y4/2暗灰黄色粘質細砂
4 25Y5/1黄灰色粘質細砂 (5層 マーブル状に混 じる)

5 25Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質細砂

F

ヤ

1 25Y4/1黄灰色粘質細砂

2 2 SY4/1責 灰色粘質細砂 +粗砂
3 25Y4/1黄 灰包粘質上

4 25Y6/8明 黄褐色～イ/1灰 白色粘質細砂

B′

1 10WR4/1褐 灰色お質細砂
2 25Y6/8明黄鶴色■25Y6/1黄灰色お質■

第11図 第3調査区 SD01断面図

C′

1 10YR4/1褐 灰色絡質細砂
2 25Y6/8明貢掲色+25Y6/1貢 灰色粘質■

E′

~三
三

千
硬 ⊇ 多 芹

~~ 卜65m

1 25Vν l黄灰色粘質細砂
ク 25Y5/3貢褐色細砂

3 25YVl黄 灰0粘質砂混じり

4 25Y6/8明責褐色～7/1灰 白色粘質細砂

1 25Y5/2暗灰黄色粘質細砂  6 25Y6/1黄灰色粘質■
2 25Y5/1芸灰色粘質細砂   7 25Y6/8明 黄掲色～7/1灰 白色粘質細砂
3 25Y5/1黄灰色粘質砂混じり
4 25Y5/1黄灰色組砂
5 25Y5/1黄灰色粘質極細砂

0                        2m
|

(S=1/pol

第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

Ⅳ

A′ CB

ｒ一的

Ｅ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｇ

一

G′

H

25Y5/2皓 灰貢色粘質細砂
iOVR4/1掲灰色粘質細砂
25Y7/1灰 白色粘質細砂 (2層 プロック状に混じる)

iOYR4/2灰責褐色ンル ト質組砂
,OYR4/2灰黄褐色粘質組砂
25Y4/2暗灰貢色細砂
25Y3/2黒 掲色粘質細砂

825Y5/1黄 灰色砂     1425Y7/1灰 白色粘質細砂
925Y5/2暗 灰黄色極細砂  1525γ 6/8明 黄掲色粘質砂混じリ
1025Y5/2暗灰黄色細砂   1625Y7/8黄 色お質細砂
1125Y5/'黄灰色粘質細砂  1725Y7/8黄 色～7/1灰白色粘質細砂 (5crn以 下のくさり礫混じる)

1225Y3/1黒褐色粘質細砂  18 2SY7/1灰 白色粘質細砂 (5gn以下のくさり礫混じる)

i325Y5/2暗灰黄色祖砂   1925Y6/8明 黄褐色粘質土 (2傲和以下の礫多く混じる)

I

r

2 5YS/1貢 灰色粘質砂混じり $h多く含む)

'OYR4/1褐
灰色粘質極細砂

25Y5/1黄灰色粘質細砂
25Y5/1貢 灰色粘質極細砂
10M望 /1褐灰色粘質砂混じり
10YR4/1福 灰色粘質砂混じり (炭化物含む)

25Y6/1責灰色粘質極細砂

15 25YS/2晴灰貢色細砂
1625Y6/8明貢掲色～7/1灰 白色粘質■
,7 10VR4/2灰 貢褐色粘質砂混じり

(18層フロック状に混じる)

1810漁 3/2黒 褐色粘資主
19 25YS/2暗灰黄色粘質細砂
20 10WR5/1褐 灰色粘質細砂
?1 10WR6/1福 灰色粘質極細砂

2225Y6/2灰 黄色～7/6明 黄褐色粘質細砂 6h多 く含む)

232`Y7/1灰 白色粘質極細砂 (19層マープル状に混じる)

2425Y5/2晴灰黄色祖砂 (&m以下の礫混じる)

2525Y5/2暗 灰黄色粘質細砂 (5～ 1∝mの 礫混じる)

2625Y7/6明 黄掲色～7/1灰 白色粘質土 (く さり礫多く混じる)

2725Y6/2灰 黄色～7/6明 黄褐色描質細砂
2325Y7/6明 黄褐色～7/,灰 白色お質細砂 (lScln以下の礫多く混じる)

825Y6/1黄 灰色粘質極細砂
128層マープル状に混じる)

9 10YR4/1褐 灰色粘質砂混じり
(糧砂プロック状に混じる)

10 iOIR4/2灰 黄褐色格質砂混じり
11,OYR4/1褐 灰色粗砂
,225Y4/1責灰色粘質上

'325Y7,黄
灰色粗砂

'4 26YS/2噴
灰責色粘質極細砂

(23層 ブロック状に混じる)

」 丁一的

,~
オ

ォ __十一~霧
」辮 4解釧鶴評

下のくさ孵 醒じか

耕作■
床主
25Y6/2灰黄色細砂 (�袷 む)

25Y6/1黄 灰色粘質組砂
10WR2/2黒褐色粘質土
10漁 5/1褐 灰色粘質極細砂
25Y4/2晴灰黄色粘質組砂
25y4/2皓灰黄色粘質細砂

925Y5/2暗 灰貰色ンル ト質組砂
1025Y4/2暗灰貢色ンル ト質細砂
11 10NR4/2灰 資褐色細砂
12 iOIR4/2灰 貢掲色粘質砂混じり
,3,OWR4/2灰 黄4B色 粘質細砂
14 iOW瑠 /2灰 黄褐色粘質上 (炭化物含む)

lS iωRν2灰黄褐色粘質粗砂

器予酵:震婆亀雹経路縁
じり阻物合0    努寃線誘蟹亀芭をη絆色猛で謎 渓切礫混じ0

与 1学とち:自急:怠:〕|:習

雫吾?き 誡 膝全置税 ,七 鋸 紹 騎妻鼠習密7海灰白色粘質細砂 ●飾 以
け

家 混じЭ

22 10YM徹 齢 質主 鰤 子 加 覗 的
=1/40J

第12図 第3調査区 SD02断面図
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

3

25Y4/2暗灰責色猫質砂混じり
宏るY4/2暗灰黄色粘質士 (晰含む)

10VR3/?黒褐色お質砂混じり
25Y4/3オ リープ暢色粘質砂混じり
25V4/3オ リープ掲色粘質細砂
10燎 2/2黒 褐色粘質土
25Y3/2黒掲色粘質上
25Y3/3暗オリーブ掲色粘質主

9 2SY5/1責 灰色粘質砂混じり
,026Y3/3暗オリープ褐色路質細砂
11 2SY5/1貢灰色粘質細砂
1225Y5/1貢灰色粘資細砂 (23層プロック状に混じる)

1925Y4/1責灰色粘質土
14 2SY4/i貢灰色粘資砂混じり
1525Y3/2黒掲色粘賀砂混じり

h

Ｅ
一①

Ｗ一『

Ｎ
一②

〔も一的

Ｓ
一③

Ｎ一的

25Yν l貢灰色粘質細砂   6 25Y4/2暗 灰黄色粘質砂混じり
25Y6/1責 灰色粘質砂混しり 7 25Y4/2暗 灰黄色ンルト質砂混じり
25Y4/2暗灰責色粘質細砂  8 25V4/i黄灰色砂
2SY4/2暗灰黄色粘質極細砂  9 25V4/2暗 灰賓色シルト質細砂
25Y4/2暗灰責色細砂

101鋭 Rν2灰黄褐色シルト質細砂
1125Y6/2灰資色組砂
12 26YS/2暗灰貢色やや組砂
19 2SYS/8明責褐色～7/1灰 白色粘質上

(礫混じる)

25Y6/2灰黄色極細砂
25Y6/1黄灰色粘質細砂
25Y3/2黒褐色格質級砂
25Y4/2晴灰責色粘質細砂
10YR4/2灰 黄褐色ンル ト質細砂
25Y6/2灰黄色組砂
25Y72晴灰責色組砂 (く さり礫混じる)

25Y6/8明責褐色～7/1灰 白色粘質■ (礫混じる)

9            1            lm

(S=1/④

第14図 第3調査区 SD02断ち割り断面図 (1)

1625Y5/2暗灰黄色ンル ト質細砂
,725Y3/3暗オリーブ掲色粘質上
1825Y4/2暗灰黄色組砂
1925Y4/2暗灰黄色細砂
2025Y4/2贈灰黄色粗砂 (23層 プロック状に混じる)

21 25YS/2贈灰黄色ンルト貨細砂 (23層 ブロック状に混じる)

2225Y6/8明黄掲色～7/1灰 白色粘質上 (礫混じる)

第3調査区 SD02遺構平面拡大図
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

山Ｗ一的
Ｅ
一④

1 水路撹乱
2 25Y6/1黄灰色粘質細砂
3 25Ye/2黒褐色粘質組砂
4 10YR3/2黒 褐色幣質砂混じり
5 10YR4/2灰 黄褐色粘質土
6 25Y5/3黄橿色粘資細砂
7 101R4/2灰 貢褐色粘質砂混じり (く さり礫混じる)

25Y6/1貢 灰色粘質細砂
25Y6/1貢灰色粘質砂混じり
2`Y4/2暗 灰責色粘質細砂
10YR2/2黒 褐色粘質■
25Y4/2暗灰黄色ンル ト質細砂
10YR4/2灰黄掲色ンルト質細砂
,OW留 /2灰黄褐色細砂 (細かいくさり礫多く混じる)

825Y5/1黄 灰色粘質細砂
925Y4/2晴灰黄色粘質細砂
10 10YR4/2灰 貢褐色シジレト質細砂
11 2SY6/2灰貢色粗砂
1225V4/2晴灰黄色組砂 (く さり礫混じる)

1325Y4/2晴灰責色細砂
14 2SY4/2暗灰黄色粘質細砂

1525Y3/2黒掲色粘質上
1625Y6/1黄灰色細砂
1725Y5/1黄灰色砂 (組かいくさり礫混じる)

1825Y6た 明貢褐色～7/1灰 白色粘質■ (礫混じる)

lS,OYR4/2灰 黄掲色粘質砂混じり

16 10YR3/2黒 掲色粘質■

17 10YR3/2黒 褐色細砂

1825Y4/2硝灰黄色やや組砂

1925Y4/2暗灰黄色細砂 (く さり礫混 じる)

知 25Y6/8明黄福色～7/1灰 白色粘質土 (lR混 じる)

Ｗ一的‘

Ｅ一的

Ｅ
一⑤

8 2SY4/2暗 灰黄色粘質砂混じり
925Y4/2暗 灰黄色粗砂
1025Y6/2灰黄色粗砂
1125Y6/2灰黄色祖砂
1225Y4/2暗灰黄色ンル ト質細砂 (砂質強い)

'3 10YR4/2灰
黄掲色お質細砂

14 10YR4/2灰 黄褐色粘質■

Ｗ
一⑥

¬

25Y6/1貢 灰色粘質細砂
25Y3/2黒褐色粘質上
25Y4/1費 灰色粘質上
26Y4/2暗灰黄色細砂
25Y4/1黄 灰色組砂
25Y5/2暗灰黄色細砂
25Y3/2黒鶴色粘質土

Ｗ
す⑭

E

25Y6/1黄 灰色粘質細砂
25Y3/1黒 褐色粘質細砂
25Y3/1黒 褐色粘質砂混じり
25Y4/2暗灰黄色粘質細砂
25Y5/2暗灰貢色組砂
2 SY4/2暗 灰黄色粘質上
25Y6/8明 黄褐色～7/1灰白色粘質上 (礫混じる)

25Y4/1黄 灰色粘質細砂
25Y3/2黒褐色粘質砂混じり
25Y4/2暗灰黄色粗砂
25Y5/2暗灰貢色狙砂
25Y4/2暗灰貢色粘質砂混じり
25YS/8明 黄褐色～7/1灰白色粘質土 (礫混じる)

Ｅ
一③ ”Ｗ一的

Ｎ
〓⑨

（も一的
26Y6/1貢 灰色粘質細砂
2 5YS/2暗 灰黄色細砂
25Y4/1貢 灰色粘質細砂
2SY3/2黒 褐色粘質土
25Y4/2暗灰貢色細砂
2SY4/1黄 灰色粗砂
25Y5/2暗灰黄色組砂
25Y4/2暗灰責色粗砂
25Y6/8明 黄褐色～ア/1灰白色粘質上 lBk混 じる)

25Y6/1黄 灰色粘質細砂
25Y3/2黒 4B色粘質細砂
25Y4/1黄 灰色粘質細砂
25Y3/1黒褐色粘質土

Ｅ
一⑩ Ｗ一的

5 25Y6/8明黄褐色～7/1灰白色粘質上 は 混じる)

_●三Ц
=再=心

《___7=≡正三こfァ正三l    ゴ「

1 10VR3/2黒 褐色粘質砂混じり
2 25Y3/2黒褐色粘質土
3 25Y5/2暗灰責色粘質細砂
4 2う Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質土

Ｅ
一①

W

(S‐ 1/401

第15図 第3調査区 SD02断ち割り断面図(2)

また、SD02の南端では、溝の両岸にヒレ状の張り出しがあり、幅 1.Omと 幅 1.5mの溝の続きが東西にせ

り出している。西側のヒレ状部分はSD01に切り込んでいる。この部分の詳細な情報を確認するために、断

ち割り断面観察を ■ ヶ所行い、断面図を作成し、第 14。 15図 に掲載した。ヒレ状部分はやや浅く広がる。
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

中央部分は、窪地状に地形を形成 してお り、底部の標高は 6.172mを測る。この付近からの出土遺物も極少

量で砕片が多く、詳細については不明である。

SD02北端部分では標高 5.875mを測 り、南部との高低差は約 0,3m下がつてお り、南から北に向かつて地

形が下がつていることがわかる。

出土遺物は、土器様式から弥生時代後期の範疇に入るものと考えられる。

SD03
SD02の東側のヒレ状部分から派生する SD03は、幅 Or7～ 1,Om、 検出面からの深さ0.4mを 測 り、やや東

側に膨 らみながら北に向かつて延びる。SD03の幅は広 くはないが比較的深 さがある。

SD03南端部の断ち割 り③において SD02と の切 り合い関係を観察 した (第 15図)が認められず、SD02
とは同時期に存在 していた溝であるものと考えられる。

1 10YR3/'黒 褐色粘質■
2 10YR4/1褐 灰色粘質■
3 25Y5/,黄灰色粘質細砂
4 25Y4/1黄 灰色粘質上
5 ,OYR4/1掲 灰色粘質極細砂
6 ,OYR3/2黒 褐色粘質砂混じり

' 25Y6/8明
責掲色粘質極細砂

8 5Y6/2灰オリーフ色狙砂
9 25Y6/8明 責傷色粘質極細砂

K′

(10YPS/1掲灰色祖砂混じる)

(狭混じる)

N′      O

25Y4/3オ リープ褐色粘質細砂 (�い多く含む)

,OYR4/1褐灰色粘質細砂 (10層 フロック状に含む)

10YR4/2灰 黄褐色細砂
,OYR4/1褐灰色細砂
25Y4/2暗灰責色粘質細砂
,OYR5/1褐灰色線砂
,OYR5/1褐灰色粘質細砂
,OYR4/1褐灰色粘質上
,OYR5/1褐灰色極細砂
25Y6/8明 責褐色務質樫細砂 (礫混じる)

10YR4/1褐 灰色粘質砂混じり (Mn多 く含む)

10YR4/1褐 灰色粘質砂混じり (H層プロック状に混じる)

25Y5/1責 灰色粘質細砂
25Y5/2暗灰黄色粘質極細砂
25Y5/1黄 灰色粘質細砂 (11層フロック状に混じる)

10YR5/1褐 灰色粘質細砂
,OYR5/2灰 責褐色絡質細砂
10YR4/1褐 灰色粘質土
25Y5/3黄 褐色粘質土
乞5Y7/4浅黄色組砂
25Y6/8明 黄褐色粘質極細砂 (礫混じる)

L M′

O′

25Y4/2暗灰責色粘質細砂
25Y3/2黒褐色粘質砂混じり
25YS/2黒褐色粘質土
10YR5/1褐 灰色IE砂
25Y6/8明 責褐色務質極細砂 (礫混じる)

Q′              R

, 耕作上
2 床土

3 10YR4/,褐 灰色粘質砂混 じり
4 10YR5/1褐 灰色お賀細砂
5 25Y5/2暗灰責色粘質細砂
6 25Y4/2暗灰喪色シルト質細V/1

7 25Y5/2暗灰責色粘質土

1 25Y3/2黒掲色粘質砂混じり
2 25Y3/8暗 オリーブ褐色粘質土
3 2 5Ye/2黒 掲色粘質土
4 iOVR5/1掲 灰色狙砂
S 25Y4/,黄 灰色お質土
6 25Y6/8明 黄褐色粘質極細砂 (礫混じる)

P P′

1 10YR4/1協 灰色粘質細砂
之 2SY5/,黄灰色お質細砂
3 2SV5/2暗灰黄色粘質土
4 25Y4/1黄灰色お質細砂
S ,OYR6/1褐 灰色極細砂
6 10V像4/1褐 灰色格質土

7 10YR3/1黒 掲色粘質土

8 2SY6/8明 黄褐色粘質樫細砂
9 ?5Y6/8明 黄褐色お質極細砂 (礫混 じる)

Q

S′

予  じ650m

25Y3/2黒 褐色粘質細砂
25Y6/8明 菌褐色粘費主

T

予

R′

25Y3/2黒 掲色粘質砂混じり
25Y3/3晴 オリープ褐色お質土
25Y3/2黒 掲色粘質土
10YRS/1掲 灰色粗砂
25Y4/1黄 灰色お質上
夕5Y6/8明貢褐色粘質極細砂 (礫混じる)

26Y6ノ i黄 灰色粘質細砂   1125Y4/1責 灰色粘質土

25Y5/1黄 灰色粘質細砂   1225Y3/2累 褐色格質土
?SV4/?暗 灰黄色お質細砂  ,a ioYR5/,褐 灰色粗砂

第16図 第3調査区 SD03断面図

SD04
SD03の北端から7m南の位置で分岐 し、細く浅い溝を形成 しながら南側に延びている。幅 0.5m、 検出面

からの深 さは 0,lmに も満たず、中央部分では浅すぎて検出できなかつた。出土遺物は無い。

0          (礫 鹿じるデ ~~~~       2m

U′

2      L・αЫЭm

25Y3/1黒褐色粘質i lm多 く含む)

(S‐ 1/401

U下一的
S

, 25Y9/2黒協色粘質細砂
2 25Y6/8明 黄褐色粘質土

第17図 第3調査区 SD04断面図

SD05

調査区北西端の第 1調査区と第 2調査区から続 く溝である。延長約 10m、 幅 2.5～ 3,Omを 測る。埋土な

どの状態もよく似てお り、一連する溝であることがわかる。SD05南端底部での標高は 6.143mを測 り、地

-18-



第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

形は第 2調査区に向けて下がつている。

しかし、北端では底部標高 5。 843mを測 り、第 4調査区に向けて下がる地形を形成 している。第 1調査区

からここまでの溝の底部は、凹凸のある地形であつたことがわかる。

出土遺物は、須恵器長頸壷が出上してお り、古墳時代後期に属するものと考えられる。

V

20?5Y4/3オ リープ掲色お質砂混じり

2,25Y4/2暗灰黄色粘質砂混 じり

22,OYR4/2灰 黄掲色粘質細砂

23,OYR4/1褐 灰色粘質土

2425Y4/2晴灰黄色粘質土

2525Y4/,晴灰貢色粘質土 (Nい多く含む)

26?5Y7/6明黄掲色～6ノ 1黄灰色粘質■

2725Y6/8明黄掲色～6/i黄 灰色粘質■

2325Y6/8明貢掲色～7/i黄 灰色粘質細砂

V′

(5cm以下のくさり礫混じる)

焼乱
25Y4/3オ リープ褐色rh質砂混 しり

25V3/1黒 褐色粘質土

10h R2/1黒色格質土

10YR3/'黒褐色粘質砂混 じり

25Y3/1黒 褐色粘質細砂

25Y3/2黒 褐色粘質細砂

25Y3/2黒 掲色絶質砂混じり (炭イし物含む)

2 5YЭ /2黒掲色猫質■

25Y9/3箔 オリープ掲色粘質砂混じり

1,25Y9/2黒揚色la砂

12 iOYR4/1傷 灰色粘質細砂

1925Y3/Э暗オリーフ褐色粗砂
14 2SY3/?黒掲色粘質粗砂
,525Y3/2黒褐色砂
,6″ 5Y4/2暗 灰黄色粗砂
,7,5Y3/2黒褐色ンルト質細砂
18?5YV,責 灰色IIE砂

1925Y4/2暗灰黄色粘質細砂

コンクリート

W χ
一的

Ｖ
一的

X

1 25Y4/3オ リーフ褐色粘質砂混 じり

2 25Y4/2晴灰黄色粘質細砂

3 25Y4/8オ リープ褐色粘質土
4 25Y5/3黄褐色粘質組砂
5 25Y4/2暗灰貢色粘質主
6 25Y3/?黒掲色絡質細砂
7 25Y3/1黒掲色粘質細砂

25Y71責 灰色粘質土

2 SY4/1黄 灰色粘質細砂

?5Y4/1黄灰色粘質砂混 じり

つ5Y4/1責 灰色絡質極細砂

クSy4/1黄 灰色組砂

25Y6/8明 寅掲色～7/,灰 白色粘質細砂

(15cm以 下のくさり礫多く混 じる)

0

1 5YS/2灰オリープ色粘質土 (�い多く含む)

? 25Y4/3オ リープ掲色猫質土 (Nい多く含む)

3 25Y4/2暗 灰黄色粘質土 lMn含 む)

4 25Y4/3オ リープ褐色お質土

(25Y5/2暗 灰黄色プロック状に多く混じる)

5 ?5Y6/8明 貢掲色～7/1灰 白色猫質細砂

(lScm以 下のくさり礫多く混じる)

2m

Ｂ

９

ｉＯ

「

姥

的

SK01

調査区南端中央部の東西径 1,7m、

測 り、埋土は淡黄灰色系の砂層で固

いる。

Y

SK01

(S-1/401

第18図 第3調査区 SD05断面図

南北径 2.5mを測る精円形の上坑である。検出面からの深さは 0.5mを

く締まつた様子ではなかつた。近世以降の瓦や土師質土器片が出上して

Y′

SK02 ａ一的コ
ン

ク

リ

ー

ト

2 SY6/2灰 寅色ンル ト質極4R砂

25Y6/2灰 黄色粘質細砂 (卜惜 む)

5Y6/2灰 オリープ色シルト質極細砂 (�h含む)

?SY57/2暗 灰黄色極細砂 (�暗 む)

?5Y6/2灰 煮色粘質砂混じり (巾崎 む)

25Y6/2灰 黄色粘質細砂 (～h多 く含む)

25Y6/2灰 黄色粘賀土 (�輸 む)

25Y6/8明黄褐色+25Y7/1灰 白色粘質■ (M蔭む、礫混じる)

撹乱     _
5Y5/2灰オリープ色粘質土 $h」多く含む)

25Y4/9オ リープ褐色粘質土 lMu多 く含む)

25Y5/3黄 掲色粘質砂混じり
25Y4/2暗 灰黄色粘質土 (Nh含 む)

25Y4/3オ リープ褐色粘質上 (25Yν 2暗灰黄色プロック状に混じる)

25Y5/2階 灰黄色粘質主

SD05埋 上
Z

SK01 ど一的

25Y6/2灰黄色シル ト質極細砂

5Y6/2灰 オリーブ色ンル ト質極細砂 $怖含む)

25Y6/3にぷい責色極細砂

?5Y5/2階灰黄色極細砂 $h含む)

25Y6/2灰黄色お質砂混 じり (膊h含む)

25Y6/2灰責色粘質細砂 いい多く含む)

?5Y6/2灰黄色猫質± 6Ⅲ含む)

25Y6/8明黄褐色■25Y7/,灰 白色粘質■ 0崎 む、礫混 じる)

2m

第19図 第3調査区 SK01・ 02断面図
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区)

SK02

調査区北西隅で SD05を切 り込む土坑である。調査範囲の制約から上坑の正確な形態については不明であ

るが、検出面からの深 さは 0,7mあ り、SKOlと 同様の埋上をしてお り時代についてもSK01と 同時期のもの

と考えられる。

SK03～ 06

調査区南側において SK01の北側、SD02の東側 ヒレ状部分のす ぐ東側で南北に 4基並ぶ土坑である。

一番南端の幅 0,4mの SK03が 大きく、外は 0.lmほ どの大きさである。埋上はすべて黄灰色粘質上で、出上

遺物は無い。

1 25Y4/,責灰色お質上
2 2 SY6/8明 貢掲色～7/1灰 白色粘質細砂

ψ
２

25Y4/1黄灰色粘質土
25Y6ん明黄褐色～7/1灰白色粘質細砂

V

25Y4/1黄灰色お質土

25Y6ん 明黄褐色～7/1灰 白色粘質細砂

25Y4/1黄灰色粘質土

25Y6/8明 黄褐色～7/1灰白色粘質細砂

〕２

(S=1/20J

第20図 第3調査区 SK03～06平面 B断面図

SK07～ 16

調査区北西部中央の SD05の南側、SD01の西側に比較的集中して検出した上坑群である。幅 0.2～ 0.6m

で深 さは深いもので 0,4m、 浅いもので 0,lmで あつた。これ らの配置に規則性はなく、掘立柱建物跡である

可能性はかなり低い。

ノ
γ
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第 3章 遺構 (第 3節 第 3調査区 。第 4調査区)

Ｅ」的
》

３

Ｗ

一
ＳＫ０８

・Ｌ一鉤
サ

３

Ｗ

一
ＳＫ０７

SK16
｀
0、

切／SK15
-8-

SK14

つく
SK12

｀
0、

SK10

―

()―

SK07

0                         5m

(S=1/1tXl)

1 25Y4/2階灰黄色粘質砂混じり

? 20r守 1責灰色粘質i
3 25Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質土

W

SK09  

誓

5YS/1灰 色粘質極細砂
25Y5/1責 灰色粘質細砂
25Y6/2灰 黄色粘質細砂

25γ6海明黄褐色～ア/1灰 白色粘賓砂混しり

(礫混り)

2 5YS/2暗 灰責色粘質細砂
26Y6/8明 責楊色～7/1灰 白色お質土

(飩れ以下のくさり礫混じる)

?5Y4/1貢 灰色粘質砂混 じり

25Y6/8明 黄傷色～7/1灰 白色お質土

(飩m以下のくさり礫混 じる)

iOYR4/1褐灰色粘質砂混じり

(a層 をマープル状に混じる いヽ含む)

25Y5/8黄 褐色粘質■
25Y6/8明 黄掲色～7/1灰 白色粘質土

ドＬ一的

Ｗ

一
ＳＫ‐０Ｅ一的 予

1 ?5Y5/1貢 灰色粘質砂混じり

2 25Y6/8明貢褐色～7/1灰 白色粘質と

(ecm以下のくさり礫混 じる)

Ｗ

一
ＳＫ‐‐

N

べ ≡ 憂 フ
r L6SOrll

1 25Y4/1責灰色お質砂混しり
2 25Y5/2暗灰責色粘質砂混じり
3 ,OYR5/1掲 灰色お質細砂
4 25Y6/8明 責褐色～7/1灰 白色粘質砂混じり

(5cm以下のくさり礫混じる)

N

Ⅷ
~い650n

Ｓ

一
ＳＫ‐３Ｎ一的

マ

２

Ｗ
一鸞

・Ｌ一的
Ｗ
・ＳＫ‐５

Ｎ一的十２

Ｓ

一
ＳＫ‐４

Ｅ一的
Ｕ

３

Ｎ

一
ＳＫ‐６

1 25Y4/2晴灰貢色粘質砂混じり

2 25Y6/3明黄褐色～7/1灰 白色お質土

(acm以下のくさり礫混じる)

Щ
1 25Y5/2暗灰黄色粘質砂混じり
2 25Y6/1黄灰色粘質砂混じり
3 25V6/8明黄褐色～7/,灰 白色粘質土

(acrn以 下のくさり礫混じる)

25Y5/1責 灰色粘質細砂

25Y5/1黄灰色お質細砂

(く さり礫混じる)

25Y6/8明 黄褐色～7/1灰 自色粘質主

(3cm以下のくさり礫混じる)

0          1m

(S‐ 1/わ )

第21図 第3調査区 SD07～ 16平面日断面図

第 4節 第 4調査 区

第 1遺構面

第 4調査区は第 3調査区の北側に位置し、第 3調査区において検出した溝 3条は続いて第 4調査区におい

ても検出できた。第 4調査区では大きく2時期に分けることができ、調査結果も第 1遺構面と第 2遺構面に

分けて報告する。

調査区の基本層序を観察するために、東西南北壁の断面観察を行い、断面図を作成し、第 23・ 24図 に掲載

した。

全体的に削平が著しく、耕作土または床土直下で遺構面が検出できる。遺構面から更に 0,3m下がつたと

ころで明黄褐色～灰白色粘質上の安定した地山を確認できた。

第 4調査区全体において、交錯する溝を検出した。これらの溝は切 り合い関係が著しく、それぞれの切り

合い関係を断面から観察するため、断ち割り①～⑤を設定し、断面図を作成 した (第 25。 26図 )。

上面で大型の溝に切り込む細い溝と、調査区壁の断面観察から上部の遺構面に確認できた溝 9条を、第 1

遺構面とした。

また、溝の分類に関しては、整理作業上わかりやすくするために一連の溝であつても区別して遺構番号を
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第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

※①～⑤は断ち割り番号 0                              10m

(S=ツ 2001

第22図 第4調査区第1遺構画平面図

つけている部分がある。

SD01

調査区西端付近で、南端から北に向かつて調査区中央部分まで延びる溝である。幅 0.5～ 0.7m、 検出面から

の深 さ約 0,lmを 測 り、2ヶ 所で土層畦を設定 し断面観察を行つた (第 27図 )。 埋土は、黒褐色粘質上を呈

し出土遺物は無い。第 2遺構面の SD25上面で検出でき、明確な上色の違いから粘上部分を SD01と認識 し

た。

SD07

調査区西側寄 りに北から南に延びる溝である。長 さ約 11.Om、 幅 0.5m、 検出面からの深 さ 0。 lmを測る。

2ヶ所に上層畦を設定し、断面観察を行つた (第 27図 )。 埋土は暗灰黄色粘質上を呈 し出土遺物は無い。

キ
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第 3章 遺構 (第 4節 第4調査区)

中Ｌ一的
Ｗ
一燿

Ｗ
一煙

E

耕作上
床土
25Yν 2灰黄色極細砂
25Y7/2灰責色粗砂 (47層マープル状に混じる)

47層 ■25Y3/1黒褐色粘質土
(25Y5/,黄 灰色細砂プロック状に混じる)

25Y4/1黄灰色粘質砂混じり lhm含 む)

1325Y4/2贈灰黄色粗砂
14 25VS/1黄灰色粘質土
1525Y3/2黒掲色粘質土
16 10YR4/1褐 灰色粘質細砂
1725V3/2黒褐色粘質細砂
1825V4/1貢灰色極細砂
1910Y磁 /1褐灰色粗砂
20ワ 5V4/2皓灰責色組砂 (炭化物含む)

21'SY5/2暗 灰黄色粘質砂混じり
2?10YRS/1褐 灰色粘質砂混じり (山含む)

23 10YR4/1褐 灰色粘質砂混しり 0輸含む)

24 10YR4/1褐 灰色粘質細砂
(10Y3/2黒褐色粘質砂混じリプロック状に混じる)

2525Y5/2晴 灰黄色粘質細砂
2625Y6/1黄 灰色粘質極細砂
2725Y4/2暗 灰黄色粘賀極組砂
2825V4/2暗 灰黄色組砂
2925Y4/3オ リーブ褐色絡質細砂
3025Y5/2暗 灰黄色粘賞細砂
31 2SY5/2暗 灰黄色粘質砂混じり
32 25YS/2暗 灰黄色狙砂
3325Y3/″ 黒褐色祐質砂混じり
34 10YR5/2灰 黄掲色粘質細砂
3S,OYR4/2灰 資褐色粘質細砂
36,OYR4/2灰 責褐色祖砂

3725Y5/2晴 灰貢色粘質極細砂
3825Y5/2暗 灰黄色粘賀細砂
3925Y4/1黄 灰色粘質土
わ 26Y3/2黒褐色粘貨細砂
41 10YR4/2灰 貢褐色粗砂 (5cm以下のくさり礫多く混じる)

4225Y3/2黒 褐色粘質極細砂
4325Y5/2暗 灰貢色細砂 $ね多く含む)

4425Y4/2暗 灰黄色粘質砂混じり
4525Y5/1黄 灰色粘質土
46 2SY5/1黄 灰色粘質極細砂
4725Y7/6明 黄褐色～7/1灰自色粘質上

ク5Y4/2晴 灰黄色粘質砂混しり
25YS/?皓灰黄色細砂
25Y4/1黄灰色粘質細砂

1025Y4/2晴灰黄色粘質組砂
1125Y4/1黄灰色ンル ト質細砂
1225Y5/1黄灰色粘質上

（。一的
Ｎ
一鸞

Ｎ
一鸞

（も一的
Ｎ
一鸞

耕作土
鋭舌し
床土
2 SY4/1黄灰色粘質■ (10YR2/3黒褐色プロック状に多く混じる)

25V3/2黒褐色粘質極細砂
2 SV4/,資灰色粘質主
25Y4/1責灰色粘資土 (10層 マーブル状に混じる)

25Y5/,貢灰色粘質土
25YS/1貢灰色粘質優細砂

1025Y7/6明責福色～ア/1灰白色粘質■

ハも一的

(S‐ 1/401

第23図 第 4調査区北・東壁断面図
―…23・ 24-―



第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

山Ｗ一的
Ｅ
一譴

Ｅ
一譴

W

耕作土

床土
5Y5/1灰 色粘賀砂混じり
10YR3/1黒 褐色粘質土
25Y4/2暗灰黄色粘質細砂 (炭化物含む)

25Y3/1黒褐色粘質土
10YR?/1黒 色粘質上
⊇5Y3/1黒 褐色粘資細砂
25Y3/1黒褐色粘質砂混じり
25Y5/2暗灰貢色細砂
?5Y5/2暗灰責色粘質細砂 6い多く含む)

25Y4/1責灰色粘質土

13?SY4/,黄灰色粘質砂混じり
(75層マープル状に混じる)

14 10YR3/,黒 4B色お質細砂
lS之 5Y71黄灰色粘質砂混じり
16之 5Y4/1黄 灰色格質■
17101R4/1褐 灰色粘質砂混じり
,8 10VR4/1掲 灰色粘質細砂
19之 5Y3/2黒 褐色粘質細砂
20 10YR4/'掲 灰色細砂
21之 5Y5/1貢 灰色粘質細砂
2定 ?5Y4/2晴灰黄色粘質細砂
2325Y4/2暗 灰資色粘質砂混じり

2425Y4/2暗 灰黄色粘質土
2525Y5/,黄 灰色粘質砂混しり
2625Y4/,黄 灰色やや粗砂
2725Y4/1黄 灰色粘質細砂
2825Y4/1黄 灰色糧砂

(5cm以下のくさり礫多く混じる)

2925Y4/2暗 灰黄色粘質土
Э025Y4/之 暗灰黄色粘質細砂
9125Y5/,黄 灰色粘質土
92 25VS/1黄灰色猫質細砂
33之 SY3/2果 掲色粘質細砂
94之 5Y4/2暗 灰黄色粘質砂混じり

3526Y3/2黒 褐色格質組砂
36 25YS/2暗灰黄色粘質細砂
3725Y4/1黄 灰色粘質細砂
3825Y5/2暗 灰黄色極組砂
3925Y5/2暗 灰責色粘質細砂 佃愉 む)

4025Y5/2暗 灰黄色粘質砂混じり
412るY4/2暗灰責色粘質細砂
4225Y5/2晴 灰黄色粘質砂混じり
4325Y3/2黒 褐色粘質細砂
4425Y5/2晴 灰黄色シルト質細砂
4525Y5/2晴 灰黄色ンルト質砂

4625Y3/3暗 オリーフ掲色粘質細砂
4725Y3/1黒 褐色粘質砂混じり
4825Y5/2暗 灰黄色シル ト質極細砂
49?5Y4/1薦 灰色粘質細砂
S025Y5/2贈 灰黄色粘質4R砂

5125Y6/2灰 黄色極細砂
5225Y3/3暗 オリーブ褐色粘質砂混じり
535Y4/1灰色粘質砂混じり
5425Y5/1黄 灰色猫質土
5525Y72暗 灰黄色粘質細砂
5625Y4/2晴 灰黄色粘質砂混じり

5725Y5/2暗 灰黄色極細砂
5825Y3/9暗 オリープ褐色粘質土
5925Y4/2暗 灰黄色粘質土
60 10YR4/2灰 黄褐色粘質極細砂
61 10VR3/2黒 褐色粘質細砂
62 10YR4/2灰 黄褐色狙砂
6325Y4/2晴 灰黄色ンル ト質細砂
64 10YR4/2灰 黄4B色粘質細砂
65 25YS/2暗 灰貢色粗砂

(10cm以 下のくさり礫多く混じる)

66乞5Y4/'黄 灰色粘質砂混じり

6725Y4/1黄 灰色粘質主
6825Y4/2暗 灰資色粘質土
69 25YS/1黄 灰色粘資土
70 25YS/2暗 灰資色粘質上
7'25Y7/8黄 色～7/1灰白色粘質土
7225Y6/1黄 灰色粘質土
7325Y7/1灰 白色粘質土
7425Y6/8明 黄協色～7/i灰 白色粘貨土

(硫m以下のくさり礫多く混じる)

7525Y7/6明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

Ｓ
一醒

12 2SY5/2暗灰責色粘質細砂
i325V4/3オ リーン褐色糧砂
1425Y5/2暗灰黄色シル ト質細砂
iS 25Y5/2暗灰黄色極細砂
1625Y4/2階灰黄色粘質土
17 iOYR4/1褐 灰色粘質細砂 Oh含む)

1825Y5/1黄灰色粘質極細砂
19 10YR6/2灰 黄褐色極細砂
20'OYR3/9嗜 褐色粘質極細砂
21 10YR3/1黒 褐色粘質細砂
22 10YRS/1鶴 灰色粘質極細砂

23 10YR2/1黒 色細砂
2425Y5/2暗 灰黄色～4/1黄灰色粘質土
25 25YS/2暗 灰黄色粘質砂混じリ
2625Y5/1黄 灰色粘質細砂
2725Y6/1黄 灰色細砂 (25V4/1責 灰色粘質土プロック状に混じる)

2325Y3/1黒 掲色粘質砂混じり
29 25YS/夕 暗灰貢色粘質極細砂
a025YS/2暗 灰貢色～3/2黒 褐色粘質細砂
3125Y3/2黒 傷色極細砂
3225V4/2暗 灰貢色粘貨■
33 2SY4/2塔灰舞色粘貨細砂

4425Y5/1黄 灰色粘質砂混じり
4525Y3/2黒 褐色粘質細砂 Q惜む)

4625Y6/2灰 貢色極細砂
4725Y7/2灰 黄色組砂 (59層マーブル状に混じる)

453層 25Y3/1黒褐色粘質■ (25Y5/1貢 灰色細砂プロック状に混じる)

4925Y3/1黒 褐色粘質細砂
5kl SY4/2灰オリープ色粘質■
5125Y4/1黄 灰色粘質上
5225V4/1黄 灰色粘質土 (S3層 マーブル状に混じる)

592る Y7/6明 黄褐色～7/1灰白色粘質土

N

(S=lIS

Ｎ一的
S

西壁 40

Ｎ一的

競乱
耕作土
床■
25YS/2暗灰責色粘質細砂
25YS/2暗灰貢色細砂
25Y5/2暗灰資色粘質細砂
25Y5/2暗灰責色砂
25Y6/2灰貢色砂
25Y6/2灰貢色極細砂

3425Y4/2暗 灰黄色極細砂
3525Y5/2暗 灰黄色粘質細砂
3625Y4/1資 灰色粘質極細砂
3725Y4/2暗灰黄色粘質砂混じり
3825Y4/1養灰色粘質土
39 10YR5/1褐 灰色粘質細砂 (10VR2/3黒 褐色粘質細砂プロック状に混じる)

40 10NR6/1褐 灰色粘質土
41 10WR6/1褐 灰色粘質細砂
4226Y6/1黄 灰色粘質極細砂
4325Y7/8黄 色粘質土10 25YS/2暗灰資色細砂

1,25YS/2暗灰黄色粗砂

第24図 第 4調査区南・西壁断面図
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SD08

調査区北西隅か ら南

東隅に向かつて延びる

溝である。調査区中央

部で第 2遺構面のSD16

に合流するょ上面検出

時での埋上の違いを確

認できず、断ち割 り④

での断面観察を行つた

(第 26図)が、SD08

の形態を成す土壌堆積

を確認することはでき

なかつた。長さは SD16

に合流する地点までの

約 20.5m、 幅 0.5～0,7

mを測る。深 さは 4ヶ

所の断面観察 (第 28図 )

より、検出面から 0.2～

,OYR2/2黒褐色格質土

iOYR3/2黒褐色粘質土

,OY寂 2/2黒 褐色粘質砂混 じり

,OYR3/,黒 褐色粘質砂混 じり

,OVR2/1黒 色粘質細砂

″5Yν ]黒褐色粘質細砂
iOYR2/1黒 色粘質上

?5Y3/2黒褐色粘質細砂
10YR?/1黒色粘質砂混じり

1025Y4/1貢 灰色粘質砂混 じり
1125Y4/1貢 灰色粘質細砂
12 25YVl貢 灰色粘質砂混 じり
1925Y4/1責 灰色粘質シル ト
14 10YR4/1褐 灰色粘質極細砂
1525Y71黄灰色お質極細砂
1625Y3/2黒4B色お質細砂
1725Y4/2暗灰黄色粘質砂混 じり

,8 25Yν ,黒褐色粘質極細砂

第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

S′

  s

(S=1/40)

＝一Ｗ的
Ｒ
一①

,925Y3/之黒福色粘質細砂

2025Y4/2晴灰責色粘質極細砂

2125Y4/2暗灰黄色お質粗砂

2225Y4/1黄灰色粘質■

2325Y3/3暗オ リープ掲色粘質極細砂

2425Y4/?暗灰責色岨砂

2525Y4/2暗灰黄色粘質細砂

ク625Y4/i黄 灰色粘質土 (10cm以 下のくさり礫多く混 しる)

27?5Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色お質砂混 じり (20crrl以下のくさり礫多く混じる)

N考

10YR2/2黒 褐色粘質土
10YR2/2黒 褐色粘質砂混じり
10YR2/1黒 色粘質細砂
25Y3/2黒褐色粘質極細砂
25Y3/3暗オリーブ褐色お質極細砂
25Y3/3暗オリープ褐色細砂
25Y4/2暗灰黄色やや組砂
25Y6/8明 黄掲色～7/1灰 白色粘質砂混じり (20cm以下のくさり礫多く混じる)

第25図 第4調査区遺構断面図 (1)

0.35mであつた。埋土は、黒色を中心に底部に向かうに連れて暗灰黄色を呈し全体的に砂質系である。調査

区南東側に SD16と SDllの 間に検出した短い遺構であるが、断面 P― P′ ラインからSD16に切 られてい

る溝 (SD12)で あることを確認できた。この溝の埋土状況や形態からSD08の一連のものと考えられる。

出土遺物は、図化できるものとしては弥生土器の甕、壷が出上した。土器様式から弥生時代後期に属する

ものと考えられる (第 57図 )。 南北に延びる SD07に切られていることから、第 1遺構面の中でも若干時

期が古くなるものと考えられる。

SD09へ■4

調査区東側に南から北に向かつて合流 した後、再度分岐する 2条の溝であるが、整理作業上の関係から、

溝を 6条に分けている。南から直線的に延びる SDllは、第 2遺構面の SD16と 合流する短い溝 (SD12)

と切 り合 う。そして、SD16か ら派生する SD10と 合流し、調査区北東隅に向かつて廷びる (SD09)。 SD09

は約 8m北に延びたところで、Y宇に分岐し、西側方向に向か う溝は、SD13で、北東隅にそのまま延びる

溝を SD14と 分類 した。

SD09は、検出面からの深さ0.35mで埋土は黒褐色粘質土を中心に、底部は暗灰黄色の砂質を呈している。

遺物は古墳時代後期の須恵器杯蓋が出上している (第 57図 )。

SD10は、SD16か ら派生し、南から延びた SDllと合流する。断面 I― I´ ラインでの断面観察を行 うと、

SD10が SD■ を切 り込み、北東隅に向かつて延びる溝 (SD09)1こ なる。 検出面からの深さは 0.2mで 、

埋土は黒褐色の雅質細砂質系を呈している。出土遺物は無い。

SD■ は、4ヶ所の上層畦を設定し断面観察を行つた。検出面からの深さは 0,3～0.4mを測 り、埋土は黒

褐色粘質細砂を中心に、底部は同系色の砂質を呈する。出土遺物は無い。

SD12は、SD16と SDllの間にあり、SD08と 一連の溝であることは前述のとお りである。検出面から
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第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

W各 V謙
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第27図 第4調査区 SDO+07断面図
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1 25Y5/1黄灰色粘質細砂
2 25Y2/1黒 色粘質砂混じり
3 25Y3/2黒 褐色粘質砂混しり
4 25Y4/1黄 灰色粘質土
5 2うY4/2暗 灰貢色粘質糧砂
6 25Y3/2黒 傷色粘質細砂
7 25Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

0          1m

(S=1/40)

25Y4/2暗灰黄色粘質細砂
25Y2/1黒 色細砂
25治 /3踏 オリープ掲色砂
25Y3/2黒 褐色粘質4R砂
25Y6/8明 黄褐色～3/1黒 掲色粘質■

25Y2/1黒 色細砂
25Y3/3暗オリープ褐色粘質砂混じり
5Y3/2オ リープ黒色砂
2 SYa々 黒褐色お質細砂
25V6/8明 貢福色～7/1灰 白色枯質土

25Y3/1黒 褐色粘質組砂
25Y3/2黒 褐色粘質細砂
10YR4/1褐灰色粘質細砂
10YR3/1黒 褐色粘質細砂
25Y7/1灰 白色～6/8

明黄褐色粘質■ (礫混じる)

25Y2/1黒色細砂

25Y2/1黒色粘質細砂

25Y3/3暗オリープ掲色粘質砂混じり
25Y3/2黒 掲色粘質細砂
25Y6/B明 黄楊色～7/1灰 白色お質土

第28図 第4調査区 SD08断面図
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10YR4/1褐 灰色粘質細砂
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25Y3/2黒掲包粘質細砂       7
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25Y5/1責 灰色粘質砂混じり
25Y4カ暗灰黄色粘質細砂
25Y7/1灰 白色～6ん明責掲色粘質土

(礫混じる)
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25Y3/2黒掲色粘質砂混じり
25Y4/1黄 灰色粘質上
25Y3/2黒掲色粘質細砂
25Y3/3暗オリープ掲色粘質砂混しり

25Y4/之 暗灰黄色やや粗砂
10YR3/2黒 褐色粘質土
25Y4/2暗灰黄色粘質細砂
iOYR2/2黒 褐色粗砂

0          1m
9 10YR2/2黒 褐色狙砂    ~

(11層ブロック状に混じる)       (s‐ 1/401

i025Y4/2皓灰貢色粘質細砂
1125Y7/1灰白色～6/8明 黄褐色お質土

(礫混じり)

第29図 第4調査区 SD09断面図

の深さは 0.3mを測 り、埋土は暗灰黄色系砂質を呈している。出土遺物は無い。

SD13は、SD09が約 8m北に延びたところでY宇に分岐し、西側方向に向かう溝である。検出面からの

深さは約 0.4m、 幅 0.6～ 1.Omを 測 り、埋土は黄灰～暗灰黄色系の粘質細砂を呈している。出土遺物は無い。

SD14は、SD09が約 8m北に延びたところで、Y宇に分岐し、そのまま調査区北東隅に向かつて延びる

溝である。断面 K一 K′ ラインの観察より、検出面からの深さは 0.3m、 埋土は黒褐色粘質細砂を呈 し、SD13

を切つている。出土遺物は無い。

第 2追騰 面

第 2遺構面では、第 3調査区から続く大型の溝 2条 と、それに切られているY字の溝 2条、細い溝 3条

を検出した。第 2遺構面においても溝の切 り合いは著しく、溝の詳細な関係を明らかにするために断ち割 り

⑥～④を設定し、断面観察を行つた。断面図を作成し、第 32・ 33・ 35図に掲載した。
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第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)
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第30図  第4調査区 SD1 0・ 11断面図

SD12

第 1遺構面で検出 した SD12は 、この第 2遺構面で完掘 した。第 1遺構面の SD08において前述 したよ

うに、埋土状況も似ていることか らSD08は SD12ま で続いていたもの と考えられる。

SD15

第 3調査区から続いて、調査区中央よりやや東側の南端から北西方向に延びる大型の溝である。整理作業

上の関係からSD15は調査区南端から第 1遺構面での断ち割り④までとする。

調査区南端から約 10m北 に延びた地点でそのまま北に延びる溝 (SD16)と 切り合っており、それらの関

係を確認するために、断ち割り⑥において断面観察を行つた (第 32図 )。 第 6層までの堆積は SD16の埋

土と考えられ、SD15は SD16に切られていることがわかつた。幅 3.5～4,Om、 検出面からの深さは 0.5～

0.6mあ り、黄灰色系で礫を含む粗砂が底部に堆積し、褐灰色～黄灰色系の粘質細砂がその上に堆積する。

最終段階で溝の中央に黒褐色系の粘質上が堆積している。

完掘時に底ラインの断面を計測し、第 37図に a～ cラインを掲載した。SD15。 16の間に仕切りのような

0.25mあ る高まりが確認でき、SD15の東岸側には幅 0,7～ 1.5m、 深さ0.lmの細い溝が確認できた。溝の

西岸側では底部分に幅 0。 7m、 深さ0.lmの細い溝が流れていることが確認できる。
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標高差から2条と

も南から北に流れて

いる。断ち割 り④よ

り南側 2.5mの とこ

ろでも 0.2mの段差

を確認でき、激 しい

水の流れがあつたも

のと推測できる。出

土遺物は無い。

SD16

SD15と 共に調査

区南端から北に延び、

約 10m地点で北にそ

のまま延びる大型の

溝である。整理作業

上の関係から SD16

は第 1遺構面での断

ち割 り④までとする。

SD15で も述べたよ

うに、断ち割 り④よ

りSD15と の切 り合

い 関係 を確認 し、

SD16が SD15を切

つていることから、

SD16の方が新 しい

ものと考えられる。

幅 3.0～4.Om、 検出

面からの深 さ 0.5～

0.6mを測り、黄灰色で礫を含む粗砂が底部

に堆積し、褐灰色～黄灰色系の粘質細砂が

更に堆積する。最後に灰黄褐色粘質細砂～

粗砂が堆積している。出土遺物は無い。

SD17

調査区中央を南北に縦断する大型の溝で

ある。調査区南端から延びるSD16に続く

溝で、整理作業上の関係から第 1遺構面で

の断ち割り④から北側をSD17と する。

第 3章 遺構 (第 4節 第4調査区)

0                                 10m

(S‐ 1/20D)

第31図 第4調査区第2遺構面平面図

※⑥～①は断ち割りの番号

A
W tty

25Y2/1黒色ta砂

10yR3/2黒褐色粘質砂混じり
,OYR3/2黒褐色極細砂
10YR3/2黒褐色粘質土
iOI R3/2黒褐色お質細砂
iOYR3/2黒褐色組砂 (Scm以下のくさり礫多く混じる)

25Y4/2暗 灰黄色絡質細砂
25Y4/2暗灰責色やや組砂
25Y4/2暗灰黄色極細砂

A′

―
E

,025Y3/1黒褐色粘質土
1125Y4/2暗灰黄色粘質砂混じり
1225Y3/2黒褐色粘貨細砂
1325Y4/?暗灰黄色組砂
1425Y5/2暗灰貢色粗砂
,S25Y3/2黒褐色粘質細砂 (Scrn以 下のくさり礫混じる)

,6 25YS/2暗灰資色狙砂 (敬m以下のくさり礫多く混じる)

1725Y3/2黒褐色やや糧砂
1825Y6/8明責褐色～7/1灰 白色粘質上

(S=1/401

第32図  第4調査区遺構断ち割り断面図(1)
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第3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

25Y2/1黒 色猫質級砂
10YR4/1楊灰色粘質砂混じり
25Y3/ク 黒掲色粘質細砂
10YR4/1褐灰色粘質土
101R4/i褐灰色細砂
25Y3/1黒 褐色粘質砂混じり
iOYR4/1褐灰色～3/1黒掲色粘質砂混じり
25Y4/1貢 灰色やや狙砂

1025Y4/1責灰色粘質土
11 10YR4/1褐 灰色粘質やや組砂 (3cln以 下のくさり礫混じる)

12 10YR4/1褐 灰色細砂 (く さり礫混じる)

13 10YR3/1黒 褐色粘質細砂
14 iOYR4/1褐 灰色極細砂
15i043/1黒 褐色粘質上 (3cm以 下のくさり礫混じる)

16 iOWR4/1褐 灰色細砂
1725Y6/8明責褐色～7/1灰 白色粘質■ (acrn以 下のくさり礫混じる)

規模は、幅 2.5～3,Om、 検出面からの

深 さは 0.5～ 0.6mで ある。埋土状況も

SD16と 同様である。出土遺物は、広口

壺の日縁部、高邦の脚部など弥生時代後

期のものと、古墳時代後期に属すると考

えられるかえりを持つ須恵器郷身 と邦

蓋が出上している (第 57図 )。

SD18

調査区南側に SD15から北西方向に

延び Uターンして南に向かつて延びる

溝である。整理作業上の関係で第 1遺構

面での断ち割 り①までを SD18と した。

幅 2.5～ 3.5m、 検出面からの深 さ 0.45

mである。Uターン部分では、一辺 3m
の三角形部分において深 く窪んでいる。

深 さは検出面から 0.56mで最も深 くな

sを そ夢力雷軍
10YR4/1褐 灰色細砂
10YR3/1黒 掲色細砂
10YR3/1黒 楊色粘質細砂
25Y5/1黄灰色細砂
25Y4/1黄灰色粘質土

B′

一
N

Ｃ

一⑥
Ｗ 距σ一的

つている。底レベルにおいて、断ち割り①付近は標高 5,906m、 一番深い窪地で標高 5.664m、 断ち割り④

付近で標高 5.652mである。両側の南から流れてきた水は、SD18の ところで溜まつていたものと推測でき

る。SD18は比較的出土遺物が多く、弥生時代後期の上器がほとんどで、古墳時代後期に属する須恵器の甕

も1点出上している (第 58図 )。

9 10YR4/1褐 灰色～3/1黒 掲色やや粗砂

Wき けイ
ふ E

1 25Y4/1黄灰色粘質砂混 しり
2 10YR4/1褐 灰色祐質やや祖砂 (3crn以 下のくさり礫混じる)

a 25Y6/8明黄褐色～7/,灰白色お質土

0          1m

(S=1/40)

第33図 第4調査区遺構断ち割り断面図(2)

SD19

調査区やや西側寄 り、SD18の

Uターンしているところから北

に延 びた溝 で あ る。 SD18と

SD19の前後関係は、第 2造構面

において断ち割り③と第 2遺構

面の断ち割り⑨の断面観察から、

SD18に切られており、SD19の

方が古いものと確認できた。

全長約 15m、 幅 1,0～ 4.Om、

深さは検出面から 0.2～ 0,5mで

ある。2ヶ所で断面観察を行い、

断面図を作成し第 35図に掲載し

た。埋土状況は暗灰黄色～黒褐色

で細砂～粗砂を呈している。底レ

ベルにおいて、断ち割り⑤付近で

(S=,/40)

第34園 第4調査区 SD1 9遺物出土状況平面図

25Y6/8明黄褐色～7/1灰白色粘資主

笞_姻
愕

ワgF力
0,
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第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

は標高 5.886m、 SD19の北端では標高 6,065mを 測量している。この溝だけは、他の溝とは異なり北から

南にかけて水が流れていたものと推測できる。SD19は比較的出土遺物が多く、第 34図 に遺物出土状況を

掲載 した。弥生時代後期の上器や布留式上器 (第 58・ 59図)の出上が見られる。

E
E――
SD19

ド一Ｎ即　　　　　　　　　　　　　　　　σ一的

Ｆ
一⑩

E′

―
W

25Y4/1黄 灰色粘質■
25Y4/2暗灰黄色粘質やや粗砂
25Y4/2暗灰黄色やや組砂
25Y4/2暗 灰黄色細砂
2うY3/2黒 掲色粘質細砂
25Y3/2黒 掲色粗砂
25Y3/3皓 オリープ褐色粘質細砂

25Y3/2黒場色細砂
25Y3/3暗オリープ傷色細砂
25Y4/1貢灰色お質極細砂
25Y4/2暗灰黄色極細砂

25Y4/1貢灰色粘質土

25Y4/2暗灰責色粘質細砂

25Y4/2暗灰黄色極細砂

2 5Yo/2黒 褐色お質細砂
?5Y4/2贈灰黄色狙砂
25Y4/2暗灰黄色お質細砂
25Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色th質土

?5Y4/1黄灰色粘質極組砂

25Y6/8明 黄掲色～7/1灰 白色お質上

Ｇ

一①
Ｗ

Ｈ
一⑫

Ｎ

25Y4/1黄灰色粘質細砂
10YR3/,黒褐色粘質主
2 5YЭ /2黒褐色粘質細砂
?SY4/1黄 灰色准質細砂 (く さり礫混じる)

25Y4/?暗 灰黄色細砂
25Y4/2暗灰責色組砂

,0 10YR4/1褐 灰色粘質土
1,?5Y4/1責灰色～4/2皓灰責色粘質細砂
1,10YR3/1黒 掲色粗砂
1325Y3/2黒褐色細砂
14 10YR3/1黒 褐色やや組砂
15 10YR3/8暗 褐e細砂
1625Y4/1黄灰色極細砂
17 10YR3/3暗 褐色やや粗砂
1825Y4/1黄灰色細砂

19 25YV2暗灰黄色細砂
2025Y4/2暗 灰黄色粘質細砂
2125Y4/1黄 灰色粘質砂混じり
2225Y4/2暗 灰黄色粘質砂混じり
2325Y4/2暗 灰黄色組砂
2425Y4/2暗 灰貢色粘質細砂
2525Y5/2暗 灰黄色細砂
2625Y4/2暗 灰貢色細砂
27 10YR4/2灰 責掲●極細砂

28,OYR4/1褐 灰色～4/2灰 黄裾色細砂
2925Y3/?黒褐色お質砂混じり
80 10YR4/1掲 灰色粗砂
31 10YRVi褐 灰色粘質細砂
32 10YR4/1褐 灰色粘質土
3325Y4/3オ リープ褐色細砂
3425Y3/2黒褐色粘質細砂
3525Y6/8明黄傷色～7/1灰 白色粘質上iOWR3/2黒褐色粘質砂混 じり

10YR3/2黒 褐色粘質土

iOYR2/3黒褐色お質細砂

H′

―
S

‐

一
①

Ｗ ｒ
一的

10WR4/1褐灰色粘質土
10熊′1褐灰色粘質砂混じり
,OWR4/1褐 灰色粗砂
iOYR4/,褐灰色細砂
25Y4/2暗灰賓色粘質細砂
25Y3/?黒褐色細砂
2 SY3/2黒 掲色やや粗砂
25Y5/1責 灰色粘土
?5Y4/1黄 灰色粘質組砂
?5Y3/2黒 褐色粘質細砂
25Y7/1灰 白色～6/8明 黄褐色粘質土

1 ,OYR3//2黒 褐色粘質細砂
210n4/1傷灰色極細砂
325Y4/2暗 灰黄色粘質細砂
4 10YttS/1褐灰色やや粗砂
5 10YRS/1褐 灰色～5/2灰 黄掲色極級砂
610漁4/2灰 黄褐色粘質土
7 10YR5/2灰黄褐色粘質極細砂
B iOYR5/1掲 灰色粘質極細砂
925Y4/2暗 灰責色極細砂
1025Y3/2黒傷色粘質砂混じり
1125Y7/1灰 白色～6/8明 黄褐色粘質土

(S=1「§

第35図 第4調査区SD1 9断ち割り①～④断面図

SD20

SD19か ら派生 して SD17に合流する溝である。整理作業上の関係からSD19から分岐してからSD17に

合流するまでを SD20と した。

幅 2.0～3.5m、 検出面からの深さ 0,2～0.35mを測 り、灰黄褐色～暗灰黄色で細砂 (やや粘質)～粗砂を

呈している。底レベルにおいて、断ち割 り⑬付近では標高 5.899mを 測量した。SD19同様に他の溝 とは逆

転して水が北から南に流れていたことが窺える。出土遺物は、弥生時代後期の上器 と断ち割り⑫から管玉が

1点出上した (第 60図 )。

SD22

調査区東側において、SD15の西側から調査区北東隅に向かつて流れる細い溝である。SD15・ 16に切 ら

れており、一部の詳細が不明である。全長約 30m、 幅 0.5～0.8mを測 り、検出面からの深さは 0.lm未満で

ある。4ヶ所で断面観察を行い、断面図を作成し、第 36図 に掲載 した。埋土は、灰色～灰オリーブ色粘質

細砂を呈している。出土遺物は無い。
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第 3章 遺構 (第 4節 第 4調査区)

SD23

調査区西側中央部において、断ち割り⑤のすぐ北の SD19

の西側から派生し、屈曲しながら北に延びる細く短い溝であ

る。全長約 6.5m、 幅 0.5m、 検出面からの深さ0.lmを測る。

埋土は、黄灰色粘質細砂を呈している (第 36図 )。 出土遺物

は無い。

SD24

調査区西壁にかかり、Uタ ーン溝から北西に延びる大型の

溝である。整理作業上断ち割 り②から北西に延びる溝を

SD24と した。幅約 2,7m、 検出面からの深さ 0.6mである。

底部には黄灰色～黒褐色粗砂が堆績 し、黒褐色～黒色粘質土

を呈している。出土遺物は無い。

この溝は、明らかに北西方向に延びる可能性が窺われ、詳

しい情報を得るために、西隣の田とさらに北側の田にこの溝

の方角に トレンチを設定した。SD24の更なる詳細は第 7。 8

調査区において述べることにする。

w二上 ~く下野
″~ _」′

 E
SD22              にSOOn

l ク5Y4/ク 惜灰黄色粘質細砂

2 25Y6/8明黄褐色～7/1灰 自色粘質土

K  十   K′
W――          

―
E

SD22                 ヒ・SOOIn

1 5Y5/1灰 色璃質砂混しり (やや粗砂 )

, 25Y4/2皓灰責色粘質細砂

9 25Y6た 明黄褐色～7/1灰 白色粘質土

L             ビ
W――          

―
E

SD22                  L・ 650m

ー1 5V4/1灰 色粘質細砂
2 つ5Y6/8明貢楊色～7/1灰白色粘質土

M                M′
W一一         

― 一 E
SD22               L650m

▼

l ,ON R4/i褐 灰色粘質■
2 ,OYR4/1褐 灰色粘質砂混じリ
3 25Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質上

ＷⅣ一的

Ｎ

一
ＳＤ２３

SD25                                             
栽

調査区南西隅からUターンする溝 SD18に延びる溝であ   とを:学 :夕憂縫緩綿
じり

:a:穂チ!誘蟹鍵宅7れ灰白色鞭主

る。整理作業上、断ち割り①から南側をSD25と した。           。      lm
全長約 7.Om、 幅 2.5～ 3.Om、 検出面からの深さ 0.6mで

ある。底部にはくさり礫を多く含む黄灰色粘質細砂が堆積し、  第36図  第4調査区SD22H23断面図
暗灰黄色～黄灰色粘質細砂、黒褐色粘質上が堆績する土壌を

呈している。出土遺物はSD18と 同様に弥生時代後期の上器が比較的多く出上し、SD18か ら出上したもの

と報告を一緒にした (第 57・ 58図 )。

調査区南端から北に 4.5m付近の底部は、約 0.2mの段差が形成されている。調査区南端の SD25が始ま

る地点では標高 6.057mを 測り、南からSD18に向かつて水が流れていたことが確認できる。そして、SD15

からもSD18に 向かつて水が流れ、SD18に水は溜り、SD18では堰のような働きがあつたのではないかと

推測できる。

SD26

調査区南西部分において、SD25か らSD24が分岐する地点に南から北西に向かつて延びる細く短い溝で

ある。断ち割 り①の西端から派生し、SD24に切られるように検出できた。長さ約 1.5m、 幅 0.3～0.5m、

検出面からの深さ 0。 lm未満である。断面観察は行つておらず、上面での上色観察から黄灰色～灰白色粘質

細秒を呈している。出土遺物は無い。
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第 3章 遺構 (第 4節 第4調査区・第 5節 第 5調査区)

SVV

eラ イン

(S=1/SO)

第37図  第4調査区SD1 5(a～ c)・ SD19(d・ o)ライン断面図

第 5節 第 5調査 区

第 5調査区は、新田橋本遺跡の最も北側に位置している。調査の結果、第 4調査区から続く溝 1条と細

く浅い溝 4条、土坑 1基を検出した。調査区南端で SD05を切るように精円形の大型の上坑を検出したが、

埋土状況などが第 3調査区の SK01・ 02と 同様であることから、近世以降のものと判断し、掘削作業は行わ

なかつた。

この調査区も耕作土および床土直下で遺構面を確認でき、著しく削平されていることがわかる。全体的に

ン
ＳＷ
一労

ン
ＳＷ
一労
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第 3章 遺構 (第 5節 第 5調査区)

明黄褐色～灰 白色粘質

上の地山層が広がつて

いる。

SD01

調査区北東隅に長 さ

約 10m、 幅 0,7～ 1.Om、

検出面からの深 さ0,lm

未満の浅い溝が北東か

ら南西に向けて流れて

いる。埋土は、暗灰黄色

粘質上でマンガンを多

く含んでいる。断面図 E

一E´ ライン (第 40図 )

から SD01の 西側に並

行 して走る溝に切 られ

てお り、E― E´ 付近で

消滅 している。出土遺物

は無い。

SD02

調査区北東で SD01

と平行 して北東か ら南

西に向けて走つている

溝である。前述 したよう

に、SD01を切 り込み、

南に向けて延びている。

深さはとても浅く、途中
第38図 第5調査区遺構平面図

検出不可能であつた場所も存在するが、埋土状況や形態の類似から、南側の長さ約 18m、 幅 1.Om、 検出面

からの深さ 0.lm

のユ謙も SD02 1こ

分類 した。埋土は、

黒褐色粘質上に

マ ンガ ンを多 く

含んでいる。

SD03

SD01・ 02が合流して南側に延びる溝をSD03と 分類した。長さは 3.5m、 幅 0.5～ 1,Om、 検出面からの深

さ0,lmで、埋土は黒褐色粘質上にマンガンが多く含まれている。

A
NW―――――――

1 25Y4/2暗 灰黄色粘質■ (Mn多 く含む)

2 25Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

剛
B A豆

ア  B′ sE

1 25Y4/2暗 灰黄色粘質土 lMn含 む)

2 25Y6/8明 黄掲色～7/1灰白色粘質土

0

A′
―――――――sE

(S-1/20)

第39図 第5調査区 SD01断面図

試掘 トレンチ

/´
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第 3章 遺構 (第 5節 第 5調査区)

SD04

SD03か ら派生し、西側の SD05に北西方向に繋がる溝である。長さ約 3.Om、 幅 0,5～ 1,Om、 検出面か

らの深さ0,lmを 測る。埋土は黄灰色粘質上である。

SD01～04の断面観察を 1lヶ所で行い、断面図を作成 した (第 39・ 40図 )。 SD02か らはかえりを持つ須

恵器不身が 1点 (第 61図)出上してお り、古墳時代後期に属するものと考えられる。

NW C  
▼  応 岳

「

SE   NW詐
D′

―――――――SE

1 25Y3/2黒協色粘質■ (m多 く含む)

2 25Y6/8明 責協色～7/1灰 白色粘質土

1 2 SY9/2黒 掲色粘質上 (Mn多 く含む)

2 25Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

ビ一的
Ｅ

一
ＳＤ０２

ＷＮ

1 25Y3/2黒掲色粘食土 lm多く含む)

2 25Y4/2暗 灰査色粘質土
3 25Y3/1黒 掲色粘質粗砂
4 25Y6/8明 貢掲色～7/1灰白色粘質土

w      tt  F′   E
SD02            悸60Cn

1 25Y3/2黒掲色粘賀土
2 25Y6/8明 質褐色粘資土

w  
べ

要 矛
戸  G′

E

1 2SV3/2黒褐色粘資■
2 25Y6/8明 黄掲色粘質土

1 25Y3/2黒褐色粘質土
2 25Y4/2暗 灰黄色粗砂
3 25Y6/8明 黄褐色粘質土

~ ド
E W i

L・CЮOm               sD02

1 25Y3/2黒掲色粘質上
2 2 SV4/2暗灰責色粗砂
3 2 SY6/8明責褐色粘質■

Ｈ

一
ＳＤ０２

Ｗ ｒ
一的

」             J′
W  SD03                 2              L.606n  E

1 25Y3/2黒褐色粘質上 $い 多く合む)

2 25Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

S寺
甘  幕

N

1 25Y4/1貢灰色粘質と いい多く合む)

2 25Y4/2暗 灰責色粘質組砂
3 25Y6/8明 責褐色～7/1灰 白色粘質■

0                     1m

第40図  第5調査区 SD02～04断面図
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第 3章 遺構 (第 5節 第 5調査区)

SD05

調査地南西隅から北東にかけて検出した長さ約 27m、 幅 3.Om、 検出面からの深さ約 1.Omを 測る溝であ

る。南端において近世以降の大型土坑と、試掘 トレンチから南に向けて長さ 2.Om、 幅 1.Omの撹乱によつ

て遺構面が確認できていない部分がある。

SD05では 3ヶ所の断面観察を行い、断面図を作成し、第 41図に掲載 した。南端の N一 N″ ラインで標

高 5.506m、 北端の L― L″ ラインの標高は 5,240mを測 り、高低差は約 0.26mあ ることから、南から北に

向かつて流れていたことが窺える。埋土は、上部 2層に黄灰色系粘質上が存在 しており、第 3調査区から続

く粘上層のラインである。第 3層以下の中部層では同じ黄灰色系が認められるが、粘質細砂～粗砂の砂層で

明 らかに異なる時期差

があるものと考えられ

る。底部の最下層では、

褐灰色系で粗砂に礫を

多く含んだ層となり、3

段階の時期差が想定さ

れる。溝の肩検出部分で

も、幾度かの掘 り返しが

確認でき、時期差を裏付

けるものと考えられる。

上部における出土遺

物は無いが、中部層に須

恵器杯蓋 2,点 とかえり

を持つ不身 1点 (第 61

図)が出上し、古墳時代

後期の流れがあつたも

のと考えられる。底部で

は、礫層直上の粗砂層か

ら弥生時代後期の上器

(第 61図)が出上し、

比較的長い期間に渡つ

て継続 して機能 してい

た溝であると考えられ

る。

SK01 第41図  第5調査区 SD05断面図

調査区南側の SD05よ り東側に瓢箪型をした長さ 0.6m、 幅 0.15～ 0.3mの上坑を検出した。埋上は灰黄

色系粗砂～細砂で、弥生土器片も数点出上しているが、図化できるものは無かつた。

L
W―

25Y4/1貢灰色お質土
25Y4/2皓灰黄色お質土
25y4/2皓灰貢色お質砂混じり lFe沈 )

25Y3/2黒掲色細砂 (Fe沈 )

25Y3/2黒掲色粘質砂混じり
25Y4/2暗灰黄色粘質細砂 (Fe沈 )

iOYR4/2灰 黄褐と消質土
25Y3/2黒褐色鶏質細砂
25Y3/3贈オリーフ褐色粘質細砂

M
W――

i02W4/2暗灰黄色粘質細砂 (Fe沈 )

11 10YRV?灰 黄掲色粘質細砂
1225Y6/2灰黄色極細砂
13,OYR3/2黒 掲色粘質上
1425Y4/?暗灰黄色粘質砂混 じり

(26層ブロック状に混 じる)

'525Y3/3暗
オ リープ褐色線砂

16,OYR4/2灰 責褐色粘質砂混 じり
1725Y5/2暗 灰黄色絡質土
132W5/2暗灰責色粘質細砂

1925Y4/2暗灰黄色ンル ト質粘土
之O10YR3/2黒 掲色粗砂
21ク W3/2黒褐色組砂 (く さり礫混じる)

2226Y,2晴 灰責色粘質砂混 じり
2325Y4/2晴 灰責色粘質主

2425V4/2晴 灰黄色粘質■ (21層 フ Elッ ク状に混 じる)

2525Y3/3晴 オ リーブ色やや組砂
26必層 +27層 (く さり礫混 しる)

2725Y6/8明 黄掲色お質土

(2cm以下の小石 'Ocr大 の礫混 じる)

L′

―――― E

M′

―
 E

1525Y4/1責灰色細砂質粘土
16 10VR4/1掲 灰色ンル ト質粘上
1710W魚 4/1褐 灰色ンル ト質混り砂
1320r4/2暗灰黄色シル ト質粘土
19 iOIR4/1褐 灰色猫質シル ト
2025Y4/1貢灰色組砂 (礫混じる)

2125Y6/8明責褐色粘質土 (砂不1 礫混じる)

0          1m

(S=1/40)

?SVワ 2暗灰黄色消質細砂 lFe沈)1225Y4/2暗灰黄色砂              2225Y4/3オ リープ掲色粘質土
?5Y6/1責 灰色樫細砂       13乞 5Y4/2暗灰黄色やや粗砂           2325Y4/3オ リープ褐色粘質ンル ト
25γ4/1黄 灰色粘質■       1425Y4/2暗灰黄色粘質やや組砂         24?5y4/?暗 灰黄色格質シル ト
5Y3/2オ リープ黒色極細砂 (Fe沈)1525Y4/2暗 灰黄色砂              25 10YR4/2灰 質掲色砂
25YS/2暗灰黄色極細砂      1625y4/1黄 灰色粘質極細砂           2625Y6/1黄 灰色極細砂
?5Y6/1黄 灰色粘質細砂 ⊂e沈) ,75Y4/1灰 色璃質細砂              2725Y6/1貢 灰色極細砂
25Y4/2暗灰黄色粘質細砂 (Fe沈)1825V5/1責灰色粘質砂混じり            (10YR4/2灰 黄楊色マーフル状に混じる)

25YVl黄灰色極細砂 (Fe沈)  19乞 5Y4/2暗 灰黄色細砂             2325Y5/2暗 灰責色粘質極細砂

a評影ち悟優垂雹堪轟恙
lFe沈) 202話

諮 翻 上マーカ レ状に混じる)::を 評

'チ

雀 優置亀修岳監彊しを)・

1馬 プロツク状に混じる)

25Y4/2晴 灰黄色細砂      2125Y4/3オ リープ掲色シルト質細砂       9,Z6YS/8明黄褐色粘質■ (砂利 礫混じる)

N
E― ＷャＮ一的

1 25Y4/1貢灰色粘質±     8101R4/1褐 灰色ンル ト質細砂
2 iOYR3/1黒 褐色粘質■     9 10VR3/1黒 褐色粘質極細砂
9 101R4/1褐 灰色粘質砂混じり 10 10YR4/1傷 灰色細砂質粘主
4 10YR4/1褐 灰色粘質細砂   1125Y3/i黒 褐色粘質土
5 25Y5/1黄灰色絡質細砂   125Y5/1灰 色シル ト質粘土
6 25Y4/1黄 灰色粘質細砂    19 10YR4/1褐灰色ンル ト質細砂
7 25Y4/2暗 灰責色粘質細砂   1425Y4/2暗灰黄色やや狙砂
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第3章 遺構 (第 5節 第 5調査区・第 6節 第 6調査区)

_ E

25Y4/3オ リーフ褐色粗砂
2 Sys/3黄 褐色粘質粗砂
25Y4/2暗灰貢色細砂
25Y4/1黄 灰色粗砂
25Y6/6明 黄褐色粘質土

第42図  第5調査区 SK01平面 E断面図

0                                 10m

(S‐ 1/200)

第43図 第6調査区遺構平面図

検出面からの深さは、C― C´ ラインで 0.2m、 D一 D′ ラインで

/

第 6節 第 6調査 区

第 6調査区は、第 5調査区の西側に

隣接している。面積約 375ぽの比較的

狭い調査区である。標高は6.210mを 測

る。

調査区中央畦での断面観察では、耕

作土及び床土直下に遺構面を確認し、や

はり削平を受けているものと考えられ

る。

地山は明黄褐色～灰白色粘質上の安

定した上壌が広がつている。調査区では

溝 4条を確認 した。以下に詳細を述べる。

SD01

調査区東端から西に湾曲しながら北

に向かつて流れる溝である。長 さは約

14m、 幅 0,3～ 0.5mを測 り、検出面か

らの深さは 0.1～Or2mで ある。

断面観察より埋土は単層で、オリーブ黒

色粘質細砂を呈している。出土遺物は無

ヤ`。

SD02

第4調査区のSD19か ら続く溝である。

調査区南端中央から北西に湾曲しなが

ら流れ、整理作業上断ち割 り①までを

SD02と した。長さは約 8m、 幅 1.Om、

0.25mを 測る。
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第 3章 遺構 (第 6節 第 6調査区)

耕作■
床■
25V4/2晴 灰責色猫質上 (Nい 多く含む)

5Y3/2オ リープ黒色粘質細砂
10WR4/1褐 灰色粘質土 (�い多く合む)

6 5V4/1灰色粘質士

7 25Y4/1黄 灰色粘質細砂
8 25Y7/1灰 白色粘質土 (m多 く含む)

9 25Y6/8明 黄掲色～7/1灰 白色粘質主

(S i1/④

第44図  第6調査区中央畦断面図

A
W―

A′

―

 E

B′

Ｃ

一
ＳＤ０２

Ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

σ一的　　　　　　　　　ヴ一的

マ

5Y3/2オ リーフ黒色粘質細砂
25Y6/8明 質褐色粘質細砂 (25V6/1責灰色プロック状に混じる)

Ｄ

一
ＳＤ０２

Ｗ

8
W―

5Y3/2オ リープ黒色粘質細砂
25Y6/8明 黄掲色粘質細砂 (25Y6/1黄 灰色プロック状に混じる)

(S‐ 7201

第45図 第6調査区 SD01断面図

Ｅ

一
ＳＤ０３

Ｗ

F
W― ド

一的
1 5Y4/1灰 色粘質±     625Y3/2黒鵜色砂
2 25Y4/1黄 灰色粘質細砂  7?5Y4/2暗灰責色粘質細砂
3 25Y4/2暗灰責色組砂   8E5Y3/1黒 褐色細砂
4 5Y4/1灰色粘質■     9⊇ 5Y7/1灰 白色粘質■

“

h多 く含む)

5 25Y3/2黒 褐色やや組砂  i025Y6/8明 責褐色～7/1灰 自色粘質上

第47図 第6調査区断ち割り①断面国

(S‐ 1/40)

5V7,灰色粘質土
25Y4/1資灰色粘質細砂
25Y72暗 灰貢色組砂
25Y6海明責掲色～7/1灰 白色粘質■

SV4/1灰 色粘質土
25Y4/1黄灰色粘質細砂
2 SY4/?暗 灰黄色粗砂
25Y6/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質土

二 E

1 25Y4/2暗灰黄色粗砂
2 2 5YS/8明黄褐色～7/1灰 白色粘質主

(S‐ lμO)

第46図  第6調査区 SD02日 03断面図

E
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第 3章 遺構 (第 6節 第 6調査区)

断面観察は 2ヶ 所で行い、断面図を作成 し、第 46図に掲載 した。理土は灰色～黄灰色で上部から粘質上、

粘質細砂、粗砂と土壌堆積が確認できる。出土遺物は、外の調査区に比べて比較的多く図化できるものもあ

り (第 62図 )、 弥生時代後期のものと考えられる。

SD03

SD02南側から派生し西方向に湾曲する溝である。幅 0,7～ 1.Om、 検出面からの深さ 0,1～0.3mを測 り、

埋土は灰色～暗灰黄色砂質である。断ち割 り①より北側では、高郷や甕の底部など比較的土器様式がわかる

器種が多く出上してお り、出上状況を拡大図第 49図に掲載 した。

SD04

SD02か ら北西に向かつて延びる溝である。中央畦から北に約 6m延びたところで SD04は終了する。幅

1.5～ 2.Om、 検出面からの深 さ0.15～ 0,25mを 測る。断面観察を 2ヶ 所で行い、断面図を作成 し、第 48図

に掲載した。SD04を検出した時点では、断ち割り①のすぐ北側において標高 5。 943mと 最も深く測量でき、

土坑状に遺構面が展開し、SD03を切り込んでいるように見られた。その切り込みを確認するために、断ち

割り② o③を設定し、断面観察を行つた (第 48図 )。 しかし、断面図からは切り合い関係は確認できず、

SD02・ 03と 同様の上壌堆積を確認したことから、一連の溝であるものと捉えた。出土遺物も比較的多く、

出土状況の一部を拡大図第 49図に掲載した。土器様式から弥生時代後期に属するものと考えられる。

SW品
｀
謡雲弄万オ

魚醍 距乱
1 5Y4/1灰 色粘質■
2 25Y4/2暗灰黄色組砂
3 25Y4/1黄灰色粘質主
4 26Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質土

25Y4/2暗灰黄色粘質砂混じり
25Y4/1黄灰色粘質土
25Y4/2暗灰黄色粘質土
25Y4/2暗灰黄色糧砂
25Y5/1黄灰色粘質粗砂
25Y6/8明 黄褐色～7/1灰白色粘質土

削ｒ
一的

(S‐ 1/40J

第48図 第6調査区 SD04・断ち割り② E③断面図

SD02～ 04での深さは、最も深いところで検出面から約 0.3m、 幅も最大で約 1.5mしかなく、第 3調査

区から続く溝と考えられるが、第 6調査区全体が大きく削平されているものと考えられ、溝の企画が小さく

なり、土壊堆積も底部で確認できる砂層のみである。

溝の北端部分での底レベルは標高 6.157m、 南端部分の底レベルは標高 6.044mを 測り、北から南に向け

て地形が下がつていることがわかる。

1 5Y4/1灰色粘質土
2 25Y4/1黄 灰色粘資細砂
3 25Y4/2暗 灰貢色組砂
4 之5Y6海明責掲色～7/1灰 白色粘質土

誅
S N巻 匡

軍
雰

誌
S

1 25Y4/2暗灰黄色粘質砂混じり
2 25Y4/1黄 灰色粘質土
3 25Y4/2暗 灰黄色粘質■
4 25Y5/1黄 灰色粘質粗砂
5 25Y67/8明黄褐色～7/,灰 白色粘質主

0          1m
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第3章 遺構 (第 6節 第 6調査区・第 7節 第 7調査区)

※O数字は断ち割り番号

第49図  第6調査区SD03・ 04遺物出土状況平面国

第 7節  第 7調査 区

第 7調査区は、第 4調査区で検出した SD24が北西に延びることが明らかであつたため、方向等の概要

を探るため、第 4調査区の西側に隣接する田を新たに調査区として設定したものである。

第 7調査区での調査は、作業効率を考慮 した結果、トレンチ調査とすることとした。トレンチは計 2本を

設定した。以下、 トレンチ毎に結果を、記述する。

1ト レンチ

第 4調査区南西隅に SD24を確認 してお り、SD24が第 7調査区に延びていることは明白で、その詳細を

確認するために調査区東端に長さ約 12.5m、 幅 1,Omの トレンチを南北に設定した。

トレンチ南端から約 1.5m付近において溝を検出し、東西壁の断面観察より北西方向に延びていることが

確認できた。溝は幅約 2.5m、 検出面からの深さ0.65m、 底 レベルの標高は 5.780mを測る。出土遺物は無

ヤ`。

2ト レンチ

調査区北端に溝の流れる方向を予測し、長さ約 7.Om、 幅 1.Omの トレンチを東西に設定した。

溝は東端から約 1,Omの ところから検出でき、幅約 3.Om、 検出面からの深 さ 0,55mを測る。底レベルの

標高 5,720mを測 り、北西に向かつて地形が下がつている。溝の方向、土壌堆積もほぼ 1ト レンチと同様で

あることから、一連の溝であることが考えられる。出上遺物は無い。
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第 3章 遺構 (第 7節 第 7調査区)

2ト レンチ

(S‐ 1/200)

＼＼、＼
＼卜、

ヽ

ミ＼
ぶヽ
くさ、ヽ

ふ

第50図 第7調査区トレンチ配置図

1ト レンチ

Ｓ一的
チＮ一レ鸞

1 耕作主
2 整地上
3床上
4 撹乱
541層 +25Y5/2暗灰黄色粘質細砂
6 10YR3/2黒褐色極細砂
7 101R2/2黒褐色極細砂
8 10YR2/2黒褐色趣48砂
9 101112/2黒褐色粘質細砂
iO 10YR2/1黒 色粘質土

'1 75YR17/1黒
色粘質極細砂

12 101113/2黒鶴色粘質砂混じり
137るYR1 7/1黒 色粘質極細砂
14 ,OYR3/2黒 褐色粘質細砂
15 75YR17/1黒 色粘質極細砂
16 25Y3/3暗 オリープ褐色極細砂
17 25Y3/3贈 オリープ褐色粘質細砂
13 25Y9/3暗 オリープ褐色粘質細砂
19 10YR3/2黒 褐色細砂
20 25Y3/3暗 オリープ福色極細砂
21 25Y3/3暗 オリープ褐色やや狙砂 (炭イし物含む)

22 2る Y3/3暗オリープ褐色粗砂

23 10WR3/2黒褐色極細砂
24 1CIYR3/2黒揺色極組砂 144層マーブル状に混じる)

25 10YR4/1褐 灰色粘質砂混じり
26 iOr4/2灰 黄掲色粘質砂混じり
27 クSy4/2暗灰黄色粘質細砂 144層マープル状に混じる)

28 iOVR4/2灰黄褐色粘質極細砂
29 2SY4/2晴 灰黄色粘質細砂 (“層マープル状に混じる)

3026Y4/2暗 灰貢色粘質細砂
31 

“

層 (2おY4/2晴 灰黄色粘質細砂マープル状に混じる)

3225Y3/3暗 オリープ褐色粘質細砂
3325Y6/8明 黄褐色～7/1灰 白色粘質上

94 25Y3/2灰 白色～7/6明 黄褐包粘質砂混じり
35 10WR4/2灰黄褐色粘質砂混じり (34層フロック状に混じる)

86 iOWR4/1褐灰色粘質細砂
97 iOWR4/1褐灰色粗砂 (3crn以 下のくさり礫少二混じる)

38 25Y3/3暗 オリープ褐色粗砂 (欲和以下のくさり礫少二混じる)

39 10YR4/2灰黄褐色枯質砂混じり
4025Y4/2暗 灰黄色粘質細砂
41 25Y6/8明 黄梶色■2うYS/1責灰色粘質土
42 25Y6/8明 責褐色 (2る Y6/1黄灰色粘貨上マープル状に混じる)

4325Y6/1黄 灰色粘質土
(25Y6/8明 黄褐色細砂プロック拭に混じる・くさり礫混じる)

“

 25Y7/1灰 白色～6/8明 黄鶴色粘質土

o                       2m

第51図 第7調査区1トレンチ断面図
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第 3章 遺構 (第 7節 第 7調査区 。第 8節 第 8調査区)

E

2ト レンテ
南壁

耕作土

花向上

10 10漁 3/2黒 掲色細砂 19 10YR5/i褐 灰色粘質■
20 27層 (10YR4/?灰 責褐色粘質細砂マ‐ブル状に混じる)

,2 25Y3/2黒掲色粘貨砂混じり   21 25Y3/2黒掲色狙砂 (5cm以 下のくさり礫含む混じる)

13 10YR72灰 貢協色やや狙砂    22 夕5Y5/2暗 灰貢色粘質細砂
14 25Y3/2黒褐色やや組砂     23 26Y5/6貢 福色粘質上
15 25Y3/2黒褐色粘質組砂     24 25Y5/1貢 灰色粘質主
16 25Y3/2黒褐色Ra砂       25 25Y6/3に ぷい責色粘質上
17 25Y4/2皓灰黄色粘質砂混じり  26 25Y7/1灰 白色粘質■
18 27層 (17層 マーブル状に混じる)27 25Y6/8明責褐色～7/1灰 白e粘質上 (10cln以下のくさり礫多く混じる)

0

iOYR3/1黒 tB色粘質■
10YR2/2黒 褐色粘質■ (5層 ブロック状に混じる)

iOYR47/1褐 灰色粘質細砂
iOYR3/1黒 褐色粘質■
10YR2/2黒 褐色粘質細砂
25Y4/1責灰色粘質細砂
7 5YR3/1黒 掲色粘質組砂

第52図  第7調査区2トレンチ断面図

第 8節 第 8調査 区

第 8調査区は、第 4調査区で検出したSD24及び SD08、 第 7調査区で検出したSD01がそれぞれ北方に

延びていくことが明らかになつたため、新たに設定した調査区である。第 7調査区の北側に設定し、調査方

法は第 7調査区と同様にトレンチ調査とした。

トレンチは、計4本設定した。以下、 トレンチ毎に結果を、記述する。

1ト レンチ

調査区西端に、第 7調査区から続く溝の方向を予測し、長さ約 7.Om、 幅 1.Omの トレンチを南北に設定

した。トレンチ北端から溝が検出でき、幅約 4.5m、 検出面からの深さ0,7mを測る。底レベルは標高で 5,540

mを図り、北西方向に地形は下がつていることがわかつた。溝の方向、土壌堆積もほぼ同様なことから、第

4調査区から延びる溝は一連のものであると考えられる。

2ト レンチ

1ト レンチの北東隅に北方向に延びると思われる細い溝 (SD01)を検出し、その方向と詳細を確認する

ために長さ約 3.5m、 幅 1.Omの トレンチを1ト レンチ北側に設定した。溝の幅は 0.5m、 検出面からの深さ

0.25mで、埋上は暗灰黄色～黒褐色粘質上である。出土遺物は無い。

3ト レンチ

第 4調査区において、検出された溝 SD08が北西にある第 8調査区に向かつて延びているのは明白で、

その溝の方向と詳細を確かめるために、長さ約 7.Om、 幅 0,7～ 1.2mの トレンチを東西に設定した。東端に

おいて北西に向かつて延びる溝を検出できた。幅約 0.5mを 測り、第 4調査区で検出した SD08と 一連のも

のと考えられる。調査は、溝の上面検出のみに留めたので、深さや土壊堆積については不引である。

4ト レンチ

3ト レンチで検出した溝の方向と詳細をもつと詳しく確認するために、調査区北端に溝の続く方向を予測

し、長さ 8.5m、 幅 1.Omの トレンチを東西に設定した。溝は 2条検出でき、幅 0.3～0.4mで埋土も 3ト レ
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第 3章 遺構 (第 8節 第 8調査区)

ンチからの溝が延びているものと考えられる。しかし、上面検出しか行つておらず、2条のうちどちらが

SD08に繁がつている溝であるかは不明である。

S

1ト レンチ
西壁

1 耕作土
ρ 床土
3 iOYR3/1黒掲色格質土
4 3層 (10YR2/1黒色格質細砂フロック状に混じる)

5 10YR4/i褐灰色お質4m砂
6 25Y4/1黄 灰色粘質砂混じり
7 10YR4/1褐灰色狙砂 (霊れ以下の小石混じる)

8 ,OVR4/1褐灰色お質■
9 25Y3/2黒 楊色粘質細砂
10 25Y3/?黒 褐色祐質砂混じり

11 25Y3/2黒 褐色やや祖砂
12 ,SY3/2黒 褐色細砂
13 10YR?/3黒 掲色粘質土
14 25Y5/6貢 褐色格質■ (16層 混じる)

15 iOYRS/1褐 灰色お質土
16 25Y5/,黄 灰色粘質土
17 25Y3/2黒掲色極細砂
18 25Y6/6明 黄褐色粘質土
19 10YRS/1褐 灰色粘質極細砂
20 10YR4/1褐灰色お質極細砂

21 25Y7/2灰 黄色お質細砂キ19層

22 10WR4/1掲灰色細砂
23 1044/1褐灰色粘貿砂混じり
2425Y7/2灰 黄色お質細砂+19層
25 iCIM19/2黒 鶴色粘質土
ク6 ク5Y6/4にぶい黄色粘質土
?7 25Y7/1灰 白色お質土
?8 25Y7/2灰 黄色祐質細砂+25Y6/8明 黄褐色細砂
ク9 之SY6/8明黄褐色～7/2灰 黄色粘質細砂

Ｗ一的チＥ一レ趙
, 耕作■
2 25YV2晴灰黄色構質土
3 宏5Y2/,黒 色粘質細砂
4 25V4/1黄 灰色粘質上
5 25V6/3に ふい黄色幣質■
6 2る Y7/2灰 黄色～6/8明 黄褐色粘質土

E

4ト レンチ
南壁

E

4ト レンチ
南壁

W

す

W

1 耕作土
2 整地上
3 床土
4 25Y3/1黒 褐色粘質砂混じり
5 25Y4/1黄 灰色粘質土 $砂量含む)

6 25YS/1黄 灰色粘費土 $い多く含む)

7 2う V6/8明 責掲色～7/1灰 白色粘質土

(S i1/401

第54図 第8調査区 1日 2・ 4トレンチ断面図
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第 4章 遺物 (第 1節 第 1調査区～第 3節 第 3調査区)

第 4章 遺物

第 1節 第1調査区出土遺物

第 1調査区において、SD01か ら出上した遺物は、小型のビニール袋 10袋で、その中から図化できるもの

は 3点のみ (第 55図)であつた。

1は、甕の胴部である。内外面にハケロが見られる。2は、壺である。外反する口縁の端部には 3条凹線

文が施 されている。3は、大型の広日壺の日縁部である。 口縁端部には 2条の凹線文と内側に 2条の円形刺

突文がかすかに見られる。土器様式などからすべて弥生時代後期後半のものと考えられる。

オ
~イズ~＼

＼ゝ
2

1                           3

o                                20m

(S‐ 1/4)

第55図 第1調査区 SD01出 土遺物実測図

第 2節 第 2調査 区

第 2調査区において遺物が出上したのは SD01のみで、小型のビニール袋 8袋で、その中から図化できる

ものはなかつた。

第 3節  第 3調査 区

第 3調査区においては、土坑 20基とSD01～ 05までの溝を検出しており、大小合わせてビニール袋 29袋

を確認しているが、その中から図化できるものは SD02・ 05か ら出上したものである (第 56図 )。

4・ 5は、SD02か ら出上している。4は、甕である。外反する口縁部の中央はやや肥厚で、日縁端部に向

かって薄くなつている。摩滅が激しく調整は不明である。5は、須恵器の長頸壼の胴部である。外面には沈

線文が見られる。古墳時代後期の範疇に入ると思われる。

6～29は、SD05か ら出上した弥生土器である。6は、甕である。日縁端部を拡張している。内外面に横ナ

デが見られる。胎土中には雲母を多く含んでいる。7は、甕である。短く外反する日縁部を有する。胴部内

面にはヘラケズジ、指頭痕が顕著に見られる。8は、甕である。緩やかに外反する日縁部を有し、月同部外面

にはハケロがある。9は、甕である。「く」の字に短く外反する日縁部を有する。10は、甕である。短く外

反する口縁部を有する。■ は、小型甕である。緩やかに屈曲する日縁部を有し、胴部は球形化していくもの

と推測できる。調整は外面と口縁部内側に横ナデ、顎部内面には指頭痕が見られる。12は、甕である。短く

外反する日縁部を有する。13は、甕である。胴部から長く緩やかに外反する日縁部を有し、調整は摩滅のた

め、かすかに横ナデが確認できる。14は、広日壷である。外反する日縁の内外面には横ナデの調整がある。

15は、広口壷である。日縁端部には凹線文がかすかに見られる。16は、壺である。頸部から胴部にかけて

強く張る球形の肩に続くものと思われる。外面は摩滅が激しく、内面は顎部から横ナデ、指頭痕、ヘラケズ

リが見られる。17は、広日壺である。外反する日縁部の端部を上方に拡張し、日縁端部に 3条の凹線文が見

られる。内側には櫛描波状文も見られる。18は、高杯である。内面にはミガキが見られる。19は、壺であ

る。複合口縁部であり、内外面には横ナデが見られる。20～25は、弥生土器の底部である。22は、底径 4.0

cmの あげ底である。23は、底径 6.4 cmで、内面には指頭痕が頭著に見られる。
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第4章 遺物 (第 3節 第 3調査区)
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第56図 第3調査区 SD02・ 05出土遺物実測図

24は、体部に少し突出した平底を有する。内面には指頭痕の調整が見られる。25は、胴都との境が不明

瞭であるが、平底で、内面には指頭痕の調整が見られる。26～29は、弥生土器の底部である。27は、甕で

ある。球形化する胴部に伴い底部は丸底化する。底部直径は 3.5 clllを 測る。
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第 4章 遺物 (第 4節 第4調査区)

第 4節 第 4調査 区

第 4調査区においては、第 1遺構面 と第 2遺構面を合わせると 3基の上坑 と 25条の溝を検出した。それ

らから出上した遺物は、大型のものと小型のビニ」ル袋を合わせて 94袋確認できた。その中で図化できる

ものは、30～ 147ま での ■8点である (第 57～60図 )。

30～32は、SD08か ら出上している。30は、甕である。胴部の肩の張りが緩やかになり、卵形の胴部に

屈曲して外反する日縁部を有する。31は、広口壷である。日縁端部は上方に摘み上げて拡張しており、外面

は摩滅が激 しく凹線文を 1条 しか確認できない。32は、弥生土器の底部である。摩滅が激 しく調整などは不

明である。

38は、SD09か ら出土している。38は、須恵器の杯蓋である。枕櫨成形により丁寧な横ナデが見られる。

天丼部外面にはヘラケズジが施されてお り古墳時代後期のものと考えられる。

34～37は、SD17か ら出上したものである。34は、弥生土器の大型広口重の口縁部である。35は、弥生

土器の高杯脚部である。摩滅が激 しく調整などは不明である。36は、須恵器の杯蓋である。かえりを持たず、

口径は小さく古墳時代後期のものと考えられる。37は、須恵器の不身である。口縁部の端部立ち上がりは短

いものと推測でき、古墳時代後期のものと考えられる。

38～65は、SD18か ら出上している。38は、甕である。「く」の宇に屈曲して日縁部に至 り、端部は上下

に大きく拡張 している。摩滅が激 しく調整などは不明である。39は、甕である。胴部から緩く外反 した日縁

部を形成 している。内外面共に丁寧なハケロが見られる。40は、甕である。長胴化 している胴部から緩やか

に屈曲し、日縁部は短く外反する。日縁部外面はナデ ロ、胴部はハケロが見 られる。口縁部内面は横ナデ、

胴部上半はハケロ、下半部はナデが施 されている。41は、甕である。胴部の肩部が張るものの、日縁部は短

く外反 して終わる。内面は横方向のハケロの後、斜め方向に更にハケロが施 されている。外面は頸部に指頭

痕が見られる。42は、甕である。外反する日縁端部は、上に少 し拡張してお り、内外面に横ナデが見られる。

43は、甕である。「く」の宇に屈曲し、長く伸びながら口縁端部に至る。日縁端部は下方に少 し拡張をして

いる。外面はハケロの後ナデ消し、内面はハケロ、ヘラケズンの後ナデ調整を行つている。44は、甕である。

「く」の字に屈曲した日縁端部は下方に拡張し、やや丸身を帯びている。外面にはハケロ、内面には指頭痕

が見られる。45は、小型の甕である。屈曲して外上方に伸びる日縁部を有する。内外面にナデ ロが見られる。

46は、壺である。外反する日縁端部はやや肥厚である。47は、壷であ石。外上方に伸びる日縁端部は、上

下に拡張し、外面には 2条の凹線文が施 されている。48は、壺の口縁端部である。1条の凹線文が見られる。

49は、複合口縁壷である。顎部から伸びた口縁部は強く屈曲し、立ち上がりは短い。やや肥厚で摩滅が激 し

い。50は、小型の甕である。底部は丸底化する。外面にはハケロ、内面にはナデが見られる。51は、弥生

土器の蓋である。外面にはタタキ、指頭痕、内面には指頭痕、ナデが見られる。52は、弥生土器の底部であ

る。摩滅が激 しく調整など不明である。53は、弥生土器の底部である。外面にはタタキがかすかに見られる。

54は、壷である。直線的に伸びた頸部から屈曲して日縁部に至 り、上下に拡張 している。口縁端部は 2条の

凹線文が見られる。内外面共にナデが見 られる。55は、広口壺である。胴部から外上方に伸びる頸部から弱

い屈曲をしながら日縁に至る。頸部外面には、1条の突帯文が見られる。全体的に摩滅が激 しく調整などは

不明である。56は、広日壺である。屈曲して外上方に伸びる日縁部を有し、日縁端部は少 し摘み上げられて

いる。内外面ともにナデが施される。57は、広口壷である。日縁部は、屈曲して外上方に伸びる。58は、

広口壺である。大きく外反する日縁部を有する。外面はナデが施されてお り、内面には指頭痕が見られる。

59は、広日壼である。胴部より外上方に伸びる頸部は屈曲して口縁部に至る。日縁端部は立ち上がるように

拡張し、外面には櫛描波状文が施 されている。 日唇部では刻 日も見られる。摩滅が激 しく調整などは不明で

ある。60は、複合口縁壺である。直線的に伸びる頸部から緩やかに屈曲し、外反 しながら口縁部に至る。日

縁端部の下方は拡張し、外面には櫛描波状文が見られる。更に口唇部には刻 目を施 している。61は、広口壺

である。屈曲して外上方に伸びる日縁端部である。62は、高杯である。内外面にすデが見られる。63は、

鉢である。胴部は内湾気味に外上方に伸び、少 し頸部で引き絞めた後、短 く折 り曲げた口縁部を有する。内

面は縦方向の指ナデの後、横方向のナデが施 されている。外面は横ナデ、ハケロを施 した後、指ナデを行つ

ている。64は、鉢である。やや直線的に立ち上がる胴部に、やや頸部を引き締めた後、短く屈曲する日縁部
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第4章 遺物 (第 4節 第 4調査区)

SD08出 土 (30～ 32) SD17出 土(34～ 37)
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第4章 遺物 (第 4節 第 4調査区)
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を有する。内外面にすデが施 され、口縁部の一部を少 し外側に開き注 目を作 り出している。65は、須恵器の

壷で、頸部は直線的にやや外反 して日縁部に至る。 日縁端部は、強く摘み上げられてお りやや肥厚である。
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第4章 遺物 (第 4節 第 4調査区)

66～ 128は、SD 19か ら出上したものである。66は、SD19検出時に最上層面から出上している。′67～ 128

は、SD1 9最下層から出上した。

66は、弥生土器の底部である。胴部との境が不明瞭になり、丸底化 している。球形化 した胴部に立ち上が

るものと予測できる。外面の調整はハケロが うつす らとしか確認できないが、内面ではハケロ、指頭痕が見

られる。67は、甕である。「く」の字に屈曲した日縁部を有する。器壁はやや薄く、口縁端部も長めである。

摩滅が激 しく調整は不明である。68は、甕である。やや短 く外反する口縁部である。69は、甕である。「く」

の宇に短く屈曲する日縁部を有 し、端部は少 し下方に拡張している。内外面には横ナデが見られる。70は、

弥生上器の頸部である。日縁部に立ち上がる部分はとても肥厚である。外面にはナデが施される。71は、甕

である。「く」の字に屈曲した口縁部はかなり短く、日縁端都は上下に丸みを帯びて拡張し、内面にはハケロ、

外面にはナデが見られる。胎上中にやや多くの角閃石を含んでお りB類系甕の範疇に入るものと考えられる。

72は、甕である。「く」の宇に短く屈曲する口縁部を有する。 日縁端部は下方に拡張してお り、胴部内面に

は指頭痕、日縁部から体部にかけては横ナデが見られる。73は、甕である。「く」の字に屈曲し、やや長い

日縁部は、器壁がとても薄く、摩滅が激 しい。74は、甕である。「く」の字に屈曲した口縁端部は下方に丸

く拡張し、外面にはナデ、内面には指頭痕が見られる。75は、甕である。「く」の字に屈曲する日縁部を有

する。76は、布留系土師器甕である。日縁端部の拡張は目立たず、日縁内側には横方向のハケロが施 されて

いるが、摩滅が激 しくうつすらとしか確認できない。77は、甕である。「く」の字に屈曲する日縁部は長く、

やや外反 している。外面にはナデ、胴部内面には指頭痕が見られる。78は、甕である。「く」の宇に短く屈

曲した日縁端部である。胴部外面にはハケロの後ナデ消 し、内面には指頭痕が見られる。79は、布留系の上

師器甕である。胴部が球形化 し口縁部が緩やかに長 く伸び、日縁端部はやや厚みを帯びるが平坦化 している。

口縁端部には退化 した凹線文が施 され、外面にはハケロ調整が見られる。80は、布留系の上師器甕である。

短く外反する日縁端部には 1条の凹線文を施 し、内外面 ともに強いナデが見られる。81は、甕の胴部から頸

部にかけてである。外面にはハケロ、内面にはヘラケズジが見られる。82は、緩やかに外反する日縁部を有

する甕である。83は、甕である。「く」の字に屈曲する日縁端部は短く、上方にやや拡張する。84は、甕で

ある。短く外反する日縁端部は肥厚である。85は、甕である。「く」の字に屈曲する日縁部を有する。86は、

密である。「く」の字に短く屈曲した日縁端部である。87は、甕である。「く」の字に屈曲した口縁端部は短

く、摩滅が非常に激 しい。88は、甕の日縁端部である。かなり小片である。89は、甕である。「く」の宇に

屈曲しやや長い口縁部である。摩滅が激 しい。90は、甕である。「く」の字に短く屈曲する口縁端部である。

外面には横ナデが見られる。91は、甕である。 日縁端部の小片である。92は、甕の口縁端部である。摩滅

が激 しい。98は、甕である。緩やかに外反する日縁端部は短く、摩滅が激 しい。94は、壺である。外上方

に向かつて広がる頸部が屈曲し日縁端部に至る。口縁端部は上方に少 し拡張し、退化 した 1条の凹線文が見

られる。95は、壺である。胴部から外上方に向かつて広がる頸部を有 し、やや屈曲して日縁端部に至る。日

縁端部は上下に少 し拡張している。内面にはナデが施 される。96は、壺である。顎部が直立 し、拡張 した口

縁端部は外下方に摘み出される特徴を有する。97は、複合口縁の壷である。横ナデが内外面に見 られる。98

は、壷である。日縁部が直立した後外反 し日縁端部が上方に少 し拡張する。頸部外面にはハケロが見られる。

99は、壷である。外反する日縁端部は下方に拡張し肥厚である。100は、壺である。直立した頸部から屈曲

して外反する日縁端部は下方に拡張している。101は、壷である。直線的に伸びる頸部から外反する口縁端

部は下方に拡張している。口縁端部の内面には沈線が巡つている。内外面にはナデが施 される。 102は、壷

である。外上方に向かつて広がる頸部は、強い屈曲をして口縁部に至る。摩滅が激 しい。103は、壺の日縁

部である。直立 した頸部から短 く外反する日縁部は摩滅が激 しく調整などは不明である。104は 、壷である。

外上方に向かつて広がる顎部が短く屈曲し口縁部に至る。日縁端部は上下に少 し拡張している。摩滅が激 し

い。105は、壷の日縁部で、かなり小片である。106は、甕である。 日縁端部のみで下方に少 し拡張が見ら

れる。107は、壺の日縁部である。108は、壷である。胴部からやや外上方に開き気味に頸部が伸び、屈曲

して日縁部に至る。 日縁端部は下方に少 し拡張している。内外面ともにナデが見られる。109は 、高杯の脚

部である。摩滅が激 しく調整などは不明である。■0。 111は、高杯の脚部である。112は 、大型の鉢である。

体部から緩やかに外反 して日縁部を形成 している。内面にはミガキが見られる。113は、甕の底部である。

内面にはミガキが見られる。■4は、甕の胴部である。胴部から緩やかに屈曲し日縁部に至る。胎土はかな
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第4章 遺物 (第 4節 第 4調査区)

り粗く、石英、長石が多く含まれる特徴を有 している。■5は、弥生土器の底部である。■6は、弥生土器

の底部である。内面には指頭痕が見られる。■7は、弥生土器の底部である。外面はナデ、内面は指頭痕が

施 されている。■8は、弥生土器の底部である。外面には指頭痕が見られる。119は、弥生土器の底部であ

る。直径 5.2 clllを 測 り、外面には指頭痕 とナデが見られる。120は、弥生土器の底部である。やや丸みを持

ち、ハケロの後ナデ消されてお り胴部 との境が不明瞭になつている。胴部は球形化 していくものと予測でき

る。胴部外面はハケロ、内面は指ナデが施 されている。121～ 128は、弥生土器の底部で摩滅が激 しく調整

などは不明である。

129～ 144は、第 2遺構面で検出した SD20か ら出上したものである。129は、甕である。「く」の字に屈

曲してやや外反気味に口縁部に至る。内外面 ともに摩滅が激 しく調整は不明である。130は、甕である。胴

部からそのまま外反 して日縁部に至る。端部は下方に拡張している。外面には、ナデが見られる。131・ 132

は、甕の日縁端部の小片である。摩滅が激 しく調整は不明である。133は、甕である。「く」の字に屈曲する

日縁部を有 し、外面にはハケロ、ナデが見られる。134は、甕の胴部である。外面にはハケロが見 られる。

内面は表面剥離により調整は不明である。135は、壷である。胴部から外上方に直線的に伸びる頸部から屈

曲して日縁部に至る。日縁端部は上方に拡張し、2条の凹線文を施 している。内面には円形浮文が lヶ 所貼

り付けられている。136は、壺である。頸部は外上方に開き気味に屈曲し日縁部に至る。 日縁端部は上下に

拡張している。摩滅が激 しく調整などは不明である。137は、複合日縁の壺である。直立する頸部から強く

屈曲し、外反 しながら口縁に至る。摩滅が激 しく調整は不明である。138は、壷である。頸部から外反 して

短い口縁部を形成 している。摩滅が激 しく調整など不明である。141・ 142は、弥生土器の底部である。143

は弥生土器の底部で、胴部との境が緩やかとなり丸底化されている。内面にはヘラケズ ジが見られる。144

は、管玉である。白濁 したオリーブ色を呈した碧玉製である。両面穿孔と思われ、小 日部分は丁寧に研磨さ

れてお り、研磨痕も見られる。直径は 5.0～ 5,5 11ull、 長 さは 2411111で ある。

SX01は、第 2遺構面検出時に SD20付近で出上 したもので、不明遺構 として扱つた。145は、甕である。

胴部から屈曲して外反する日縁部である。146は、甕である。胴部から短 く屈曲した日縁部に至る。内外面

ともにナデが見られる。147は、壺である。やや外反 して伸びる頸部から短 く屈曲した口縁端部は上方に少

し拡張している。摩滅が激 しく調整などは不明である。
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第 4章 遺物 (第 5節 第 5調査区・第 6節 第 6調査区)

第 5節  第 5調査 区

第 5調査区では、溝を 5条検出したが、それ らから出上した遺物は比較的少なく、小袋のビユール袋で 28

袋しか確認できなかつた。その中から図化できるものは 15点であつた。

148～ 152は、DS05か ら出上したものである。148は、SD02か ら出上した須恵器の杯身である。かえり

を持ち、古墳時代後期のものと考えられる。149は、小型の甕である。頸部から屈曲して外反する日縁端部

は、下方に少 し拡張している。150は 、甕である。頸部から屈曲して短く外反する口縁部である。151は、

甕である。「く」の字に屈曲する日縁部である。152は、甕である。大きく外反する日縁部の器壁は薄い。外

面にはナデが見られる。

153～ 162は、SD05か ら出上したものである。153は、高不である。杯部は浅く、明瞭に外反する口縁部

を有する。内面にはミガキ、横ナデが見られる。外面は摩滅が激 しく、調整は不明である。154は、高イの

胴部である。155は、高杯の脚部である。摩滅が激 しく調整などは不明である。156は、鉢である。直立気

味に立ち上がる日縁部を有 し、日縁端部は外側に拡張する。157は、直口鉢である。 日縁部外面には、1条

の凹線文が見られる。158は 、弥生土器の底部である。平底から半球状に立ち上がっていくと思われる胴部

を有する。摩滅により調整は不明である。159は、弥生土器の底部である。胴部との境がやや明瞭で底径 も

小さい。摩滅が激 しく調整などは不明である。160は、須恵器の不蓋である。天丼部外面には回転ヘラケズ

リを施 している。古墳時代後期のものと考えられる。161は、須恵器の不蓋である。 日径は 12.4 cm、 器高

4.2 clllを測る。口縁部は垂下し、天丼部 と口縁部の境に断面は三角形の稜線を施 している。端部はわずかに

内傾する面を持ち、段を有する。古墳時代後期のものと考えられる。162は、かえりをもつ須恵器の不身で

ある。古墳時代後期のものと考えられる。
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第 6節 第 6調査区

第 6調査区では溝 4条を検出した。これらから出上した遺物は、大小のビニール袋で 56袋であつた。そ

の中から図化できたものは 42点である。

163・ 164は、SD02か ら出上したものである。

いる。 日縁部内面にはナデが見られる。164は、

に至る。摩滅が激 しく調整は不明である。

163は、甕である。外反する日縁端部は、上下に拡張して

甕である。胴部から「く」の字状に屈曲し外反して口縁部
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第 4章 遺物 (第 6節 第 6調査区)

165。 166は、SD03か ら出上したものである。165は、高杯である。脚部から外上方に直線的に伸び、届

曲して直立する日縁部に至る。摩滅が激 しく調整などは不明である。166は、鉢である。やや半球状の体部

から伸びる口縁端部は左右に拡張 している。

167～204は 、SD04か ら出上したものである。167は、胴部から屈曲して外反する口縁部である。端部は

やや肥厚で丸みを帯びている。168は、甕である。丸みを帯び月同部から屈曲して口縁部に至る。口縁端部は

剥離 しているため不明である。169は、甕である。肩の張りが緩やかになり、少 し丸みを帯びる。頸部は屈

曲し、外反する日縁部を有する。 日縁端部は、下方にやや拡張している。内面には指頭痕、外面にはナデが

見られる。170は、甕である。肩の張 りが緩やかになり、少 し丸みを帯びた胴部からやや外上方に立ち上が

る頸部を有 しながら外反する口縁部に至る。外面にはナデが見られる。171は、甕である。胴部からわずか

に直立した後、外反 して口縁部に至る。胎上中に多くの角閃石を含んでいることからB類系土器の可能性が

ある。172は、甕である。卵形の胴部から屈曲して日縁部に至る。全体的に摩滅 してお り、外面には、かす

かにハケロ後にすデを施 している。173は、甕である。直線的な胴部から「く」の宇に屈曲する口縁部に至

る。日縁端部は下方に少 し拡張 している。 174・ 175は、共に甕である。「く」の宇に屈曲する日縁部は、短

く外反 している。176は、甕である。胴部から屈曲した口縁部は短く外反 している。177は 、甕の口縁部で

ある。短く外反する。全体的に摩滅 してお り、内面の調整は不明、外面はかすかにハケロが見られる。 178

は、甕の口縁部小片である。摩滅が激 しく調整などは不明である。179は、壺である。外反する日縁部を有

する。180は、小型の甕である。胴部から屈曲して外反する口縁部は短 く、胴部内面には指頭痕が見られる。

181は、甕である。「く」の字に屈曲した頸部から口縁部を形成 している。胴部内面には指頭痕が見られる。

182は、甕の日縁部小片である。摩滅が激 しく調整などは不粥である。182は、広 口壷である。外上方に直

線的に伸びる日縁部を有する。内面は摩滅 してお り調整は不明である。外面にはハケロが見られる。184は、

複合口縁を有する壷である。内外面 ともにすデが見られる。185は 、鉢である。やや浅めの半球状の胴部を

有 している。186は、小型の鉢である。浅い胴部を有 している。187は、弥生土器の底部である。188は、

弥生土器の底部である。肥厚な平底で、内面は指頭痕が見られる。外面の調整は、摩滅により不明である。

189は、小型の甕である。胴部は細 く長胴化 し、平底の底径は小さい。底部内面には指頭痕、外面にはナデ

が見られる。190は、甕である。平底からやや砲弾状に伸びる胴部は、摩滅が激 しく調整などは不明である。

底部外面には指頭痕が見られる。191は、弥生土器の底部である。やや浅めの半球状の胴部に少 し突出した

平底を有する。内面にはヘラナデ、外面にはナデが施 されている。192は、弥生土器の底部である。平底か

ら外反する胴部外面にはやや粗いハケ ロが施されている。193は、弥生上器の底部である。少 し上げ底にさ

れている。外面は摩滅 してお り、調整は不明である。胴部内面は指ナデ、底部中央部は指頭痕が見られる。

194は 、弥生土器の底部である。平底から外上方に伸びる胴部は直線的である。器壁は薄く、内面には指頭

痕、ヘラナデが見られる。195は、大型の弥生土器の底部である。196も 弥生土器の底部で、平底ではある

が、胴部との境が緩やかとなり、丸底化が うかがえる。そこから伸びる胴部は球形化 していくものと思われ

る。内面は摩滅により不明瞭ではあるが、 うつす らとハケロが見られ、外面には横方向のミガキが施されて

いる。197～ 199は、弥生土器の底部である。摩滅により調整などは不明である。200は、弥生土器の底部で

ある。胎土中に雲母片を少量含んでいる。201～ 204は 、弥生上器の底部である。摩滅が激 しく調整などは

不明である。
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第 4章 遺物 (遺物観察表)

遺 物 観 察 表 凡 例

1.遺物観察表は、遺物種類に分類し、土器、玉類に分けて作成した。

2.番号は、本文中の遺物番号を示す。

3.土器の日径と底径については、図上復元による数値を ( )で示し、器高は残存する部分を全て数値化

して記載した。

4.土器、玉類の整形及び調整の特徴については、異なる部位に同と技法の痕跡が観察できるときには一括

して記載した。但し、並記された方向性を示す字句の配列は、技法の前後関係を表さない。

5.土器の胎上については、含有する砂の粒子の大きさと砂の量を中心に観察した。

6,上器、玉類の発色状態を表現するために、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版標準土色帖 2004年 版』を使用した。

7.土器の残存量は、図化作業時において図上復元による日縁部及び底部を8分割し、残存部分が占める割

合を表している (例 「口縁部 1/8」 )。 残存量が1/8未満の場合は、小片と記載した。

8。 遺物のうち、土器様式の分類から布留式上器や下川津 B類系土器に比定することのできる弥生土器につ

いては、備考欄に「布留」、「B類」と記載した。
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い

０
い

０
ゆ

０
い

０
ゆ

０
い

０
い

０
い

０
い

０
ゆ

０
い

０
い

一
〇

卜
い

卜
Ю

烏 Ｏ
Ｎ ミ R ０

働 S ０
０

ｔ
一

鶴
誅
暉
昨
引

稲
ｒ
韻
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第 4章 遺物 (遺物観察表)

韓
彗

脇
悟

引
持
黙

゛
§
鍛
量

∞
＼
ｒ
路
竪

ω
卜
織
Ｌ
ロ

０
ヽ

，
路
尊
巳

∞
＼

，
鍛
喜
ロ

∞
＼
０
路
竪

∞
＼
ｒ
路
隈

∞
ヽ

，
路
尊
ロ

∞
ヽ
剣
路
野
ロ

ｋ
４
路
尊
巨

ｋ
ξ
輪
嚇
Ｅ

虫
苺
踊
再
ロ

ｋ
ξ
路
車
ロ

ｋ
寺
路
専
回

∞
ヽ
一
活
Ｅ
ロ

ｇ
ｅ
鍛
堅

０
＼
０
路
撻

∞
＼
Ｎ
路
慨

∞
＼
゛
路
慢

∞
＼
吋
鍛
専
日

∞
＼
ω
酷
再
ロ

ｋ
４
路
苺
ロ

∞
ヽ
ｒ
最
尊
□

０
卜

踏
嚇
ロ

ω
卜

踏
荘
ロ

∞
＼

，
路
尊
ロ

ｇ
ミ
路
嘩
ロ

∞
ヽ
ｒ
路
Ｌ
ロ

∞
＼
ｒ
鍛
車
日

口
＼
ｒ
路
轟
ロ

ｋ
冬
路
尊
ロ

∞
＼
∞
緒
螢

∞
＼
こ
距

車

ロ

０
＼

，
路
苺
ロ

０
＼
ｒ
積
苺
Ｅ

∞
卜

路
堅

策
畳

ト
ホ
喜
回

い
｛
喜
回

標
田
黎
・ム
ふ
く

十
く
”
・
面
ふ
′

十
く
Ｔ

Ш
ふ
て

卜
郎

お
ｋ

ふ
い
く
・
Ш
ふ
ｒ

箪
田
製

卜
ふ
基

ト
ホ
蝠

卜
ふ

察
豊

卜
ふ

卜
ふ

卜
ふ

ト
ネ

霧
畳

服
畳

卜
ふ

震
碁

卜
｛
嬢

ト
ホ
塁

慎
日
報
・ト
ホ
盤

察
い

耶
ふ

ト
ホ
塞

策
Ｂ

卜
よ

卜
よ

ト
ネ
〕
画

慣
冒
翠
・
Ш
ふ
′

璃
Ｌ

笈
彗

襲
Ｂ

薦
善

服
い

ト
ホ
彗
回

卜
｛
喜
回

環
彗

娯
四
報
・
Ш
ふ
´

Ш
ふ
て
・ト
ホ
】

Ｈ
小
卜
無
・ホ
よ

卜
ふ
部
皿
ふ
′

Ш
ふ
く
・卜
よ

ト
ホ
盤

ト
ホ
蝠

卜
ふ

残
Ｉ

,ト い
ふ

卜
ふ
・墳
冒
無
・キ
ふ
エ

Ш
ふ
ｒ

震
畳

Ш
ふ
く
・活
』

ト
ペ

震
豊

ｍ
ふ
て
・ト
ホ
螺

ト
ホ
颯

卜
ふ
室

・基
挙
摂
線
握
・
Ш
重
最
雌
阿

卜
玉

ト
ホ
蠣

震
畳

ト
ホ
Ｓ
Ш
ふ
く
・卜
ふ
螺

卜
ふ

ト
ホ
彗
回

唸
目
路
慢
・
Ш
ふ
く
・無
』

策
畳

ト
ホ
部
・質
Ｌ

ホ
ふ
鐸
と
韻
・震
Ｌ

ト
ホ

翠
【
鑢
く
毘
と

区
く
夢

К
“
く
呂
Ｌ

華

謹

い

専
Ⅸ
乙
４
ｗ
一く
程
き

鐸
釈
案
ミ
置
と

一

区
ｇ
く
０
＞
■

一国
ア
一
セ質
Ｗ
一帯
づヽ
ば
＞

，
・

軍
区
く
０と
ヽ

響
枢
乙
路
ｗ
一く
Ｅ
と

章
番
く
うに
＞

，

理
０
ごヽ

ち

・

部
く
虚
お
ヽ

口
区
く
卜に
も

零
Ⅸ
と
策
ｗ
一ミ
農
き

一

騨
工
と
路
口
一く
Ｏ
Ｌ
と

一国
ア
一
盟貿
Ｗ
一，
くづ
工
＞
ゆ
＼
一

騨
０
苫
匡
＞
？

ｕ
区
一卜
に
と

，ｔ
Ｘ
軍
く
罷
と
一

騨
と
策
里
く
２
＞
Ｐ

揮
二
策
里
く
卜
に
お

一

鐸
ば
と
路
”
お
苫
ば
き

一

響
▲
策
ｗ
一く
Ｅ
お

一

郎
と
策
里
守
＼
毘
法
Ｘ
ｔ
寺
＼
色
ゝ，
ヽ

零
乙
策
里
く
Ｅ
法

く
毘
き

一
―
榔
官
と
監
―ザ
一く
Ｅ
と

一

黎
エ
ニ
峰
ｗ
一ミ
＆
と

〕

軍
工
邸
く
捏
お

ト

一里
ア
一
転４
Ｗ
一や
ヽ
め
に
＞
Ю

皿
区
≡ヽ

ｚ
ｌ
一ト
ウ

Ⅸ
区
く
卜
＞
ゆ
劇 幽

理
０
心
に
お

り
ヽ
２

＞
ｃ
ト
ー

足

と

牽

ピ
帯
苫

ば
＞
〓

工
漢
く
０
＞
吟
飩

騨
〓
察
く
霊
る

区
０
＼
夢

区
“
く
０
い
償

軍
く
置
お
一

章
エ
ニ
路
ｗ
】く
程
と

狙
区
く
∞
お

一

枢
祭
く
卜
＞
ｒ
Ｎ
！
Ⅸ
区
ヾ
卜
お

一

軍
憔
と
策
‐，
一守
ヽ
お
一

庫
区
留
苫
お

ヽ

零
工
と
路
口
一く
Ｅ
も

一

区
軍
く
望
法

軍
く
こ
お

・

騨
０
卜
に
お

・

翠
Ⅸ
と
策
ｗ
一く
Ｅ
き

郎
Ⅸ
３
監
ｗ
一ミ
Ｅ
き

一

軍
乙
策
ｗ
一ミ
盟
お

・

理
と
策
け
一く
呈
お

・

軍
憔
３
策
望
鷲
浮
甚

鐸
と
策
ｗ
一ミ
屁
と

“
ア
づ
確
質
Ｗ
一０
＼
卜
に
＞
Ю
一

爆
０
卜
に
法

Ⅸ
К
く
卜と

ヽ

理
工
鑢
く
置
き

一

弾
Ⅸ
と
策
里
ミ
＆
き

一

部
ｇ
二
紫
”
一く
Ｏ
α
Ь

一

К
軍
く
置
苔

一
を
≡む
ビ
と

一

騨
工
ζ
策
ｗ
一く
Ｅ
と

一

騨
エ
ム
策
口
一く
程
と

〕

軍
と
路
里
守
＼
２
お

組
区
〕ヽ

ｚ
ｔ
く
与

翠
ｇ
と
監
け
一く
＆
き

中！
く
虚
と

ｒ
H

理
０
さ
に
お

ト

福
沢
く
卜
お

Ｎ

釈
漢
く
０
＞
り

引
喪

＄
憚
車
・∬
憚
Ｅ
ト
Ｉ
Ｎ
ｅ

理
お
禅
ニ

Ｓ
Ж
憚
卜
本
Ｅ

一
ｓ

山

Ｓ
林
憚
卜
≦
逼

，
ｓ

¨

暉
車
・磯
Ｈ
・Ｈ
憚
・揮
命
卜
ヽ
彊
一
ｓ

匈

晴
Ｈ
・陣
車
・報
憚
・揮
０
卜
蚕
Ｅ
Ｎ
ｌ

，
ｓ

¨

臣
卓
・Ж
憚
杵
ヽ
目
Ｏ
ｓ

興
子
こ

揮
劇
藍
・陣
卓
・鍬
憚
卜
本
Ｅ

ｒ
ｅ

躍
♀
包

載
Ｈ
・猟
臣

ミ
ト
牟
揮
陣
Ｅ
０
１
一
ｓ

ね

ミ
格
牟
陣
申
・磯
Ｈ
・Ｈ
憚
・揮
ａ
卜
ぶ
Ｅ
一
３

ｈ

輪
臣
】
・報
憚
卜
ヽ
ｇ
『
ｓ

理
や
こ

Ｓ
∬
憚
卜
本
Ｅ

一
ｓ

ｈ

撚
憚
・揮
緯
卜
養
Ｅ

一
●

コ

Ж
陣
・陣
】
卜
公
Ｅ
Ｎ
Ｏ

部
♀
ｔ

甲
申
・∬
陣
杵
蚕
目
０
●

理
♀
こ

昭
Ｈ
・∬
陣
・揮
０
卜
答
〓
『
ｓ

和

鍬
臣
・ｅ
筆
卜
さ
目
ｒ
ｓ

れ

磯
韓

揮
静
卜
さ
Ｅ

Ｆ
ｓ

れ

Ж
揮
・揮
臣
・暉
申
ト
ヘ
ロ
Ｎ
ｓ

躍
早
多

哺
揮
憚
・臨
鶴
・Ж
陣
・臣
】
卜
本
Ｅ
Ｎ
ｅ

理
学
ユ

確
日
・Ж
憚
Ж
陣
・０
禅
卜
蚕
Ｅ

ｒ
ｓ

独

輪
算
揮
彊
Ｏ
ｔ
ｒ
ｓ

亜

Ｓ
磯
Ｈ
・輪
揮
陣
・揮
申
・協
憚
卜
蚕
目
い
ｓ

亜

車
Ｈ
・れ
Ж
陣
卜
本
Ｅ
Ｎ
ｓ
・憚
車
Ｅ
ゆ
ｓ

理

磯
田
・厚
区
釈
・Ｓ
Ж
憚
卜
ヽ
目
０
こ

部
子
●

晴
Ｈ
・陣
卓
・Ж
暉
・揮
障
Ｅ
Ｎ
！
ｒ
ｅ

珈

Ｓ
臣
卓
・∬
陣
目

ｒ
ｅ

ね
争
学

陣
車
・Ж
岬

也

Ж
陣
・揮
揮
Ｅ
劇
ｔ
ｒ
ｅ

強

黙
憚
・揮
ｅ
卜
さ
Ｅ

ｒ
ｅ

伯

揮
靱
醸
・思
臣

餡

Ｓ
麟
Ｈ
・輪
揮
憚
・協
憚
ト
ヘ
Ｅ
Ｎ
ｓ

伽

揮
憚
・思
憚
・陣
卓
卜
ヽ
Ｅ
劇
ｓ

翼
子
争

釈
臣
卜
本
Ｅ
ｒ
●
・ぶ
早
陣
琳
〓
Ｏ
ｅ

担
争
早

揮
Ｊ
憔
・Ж
憚
・陣
】
卜
蚕
〓
０
０

理
学
卒

０
帯
↓

I : I I I I I I 1 1

（０
０
）

（働
≡）

命

じ

台
ｅ 1 I I I I I l

Ｎ
Ｎ

I

『
∞

０
ヽ

，
留

Ｎ
ト

守
０
一

０
∞

，
０

０
い

０
０

０
ミ

０

一

吟

一
０
お

Ｎ
０

９

〇
一

Ｎ
０

卜
守

ゆ
Ｎ

Ｏ
Ｃ

峙
Ｎ

卜

一
Ｎ
Ｃ

卜
お

０
守

０

一

卜
ｅ

０
０

寸
ゆ

卜
０

Ｎ
０

Ｎ
守

一
Ｎ

I 1

６

０
↓

（０
９
一）

1 :

（Ｃ
卜
一）

０
０
し

（０
卜
一）

（倒
一
一）

I I I 1 1 I

奪

一）

６

０
し

命
じ

合
０
じ

〕
Ｏ
Ｐ
）

奮

０
し

令
０
し

I

０
こ

６
゛
彰

I

（０
０
中）

守
Ｎ
し

（０
〇
一）

こ
腱
・中
毒
要

引
韓
塵
卜
嘔

卜
一
０
ね

卜
ｒ
６
∽

■
ト

ト
Ｐ

，

（Ｈ
命
）
■
卜

Ｏ
ｒ
Ｏ
お

（璧
β
）
塵
卜

∞
ｒ
Ｏ
お

（Ｒ
ｅ
）
慨
四

ω
ｒ
Ｏ
お

（Ｈ
ａ
）
慢
嘔

∞
ｒ
Ｏ
お

（Ｈ
Ｏ
）
塵
卜

ω
ｒ
ａ
お

（Ｈ
ａ
）
塵
卜

∞
ｒ
Ｏ
お

（罠
豫
）
慢
申

∞
一
６
お

（塵
緯
）
慢
申

Ｏ
ｒ
Ｏ
お

（塵
０
）
慶
卜

∞
一
６
お

∞
≡
０
お

（慶
ｎ
）
慨
申

０
一
０
ね

照
卜

∞
ｒ
Ｏ
い

塵
卜

∞
ｒ
Ｏ
お

塵
卜

ω
ｒ
ａ
お

（塵
０
）智
疇

∞
，

０
お

（塵
離
ｅ
）
Ｌ
卜
咽

０
，

０
お

（塵
ａ
）
照
卜

∞
ｒ
ｎ
お

∞
ｒ
ａ
め

（塵
０
）
観
車

∞
ｒ
ａ
∽

〈慶
０
）
慨
申

∞
ｒ
ａ
ｍ

（罠
０
）
慢
嘔

Ｏ
ｒ
ａ
∽

（罠
ｅ
）聾
四

口
ｒＯ
お

（慶
律
）
颯
卜

∞
ｒ
Ｏ
∽

∞

一
６
∽

（Ｅ
律
）
塵
卜

∞
，

０
∽

（腱
０
）
慶
卜

∞
Ｐ
Ｏ
∽

（稟
鵞
）
塵
杵

ω
ｒ
ａ
∽

骨
コ
郎
導
増

ω
ｒ
Ｏ
∽

任
コ
部
旧
筆
錮

０
一
６
∽

Ｏ

ｒ
６

∽

０

，
０
∽

Ｏ

ｒ
Ｏ
¢

０

一
６
∽

甑
Ｈ
Ｅ

凶
゛

Ш
せ

国
せ

凶
寸

国
せ

歯
寺

Щ
寺

Ш
寸

Ｈ
帯

Ш

寸

Ш
寺

国
゛

Щ
寺

国

寸
国
寸

Ш
ぐ

Ш
寺

Щ
寸

凶
寸

国
寸

国
寸

Щ
守

凶

や
Щ
帯

凶

寸
踵
寸

Ｈ

寸
凶
寸

Ш

寸
Щ
帯

凶

寸
凶
ぐ

国
ヾ

凶

帯

Ｈ

寸
Ш
ヾ

解
申 混

傷
～

歯
く は 日 日 日 日 日 日 R 日 日 ■ 日 な 日

と
ヽ
日

■
＼
日

日 日

日
□
梃

日
巨
慢

日

日
日
恒

日 日
看
揮 日 日 ‖ 日 日 日 日 R

猥
揮

中
＝
¶
ね

欝
概
照

申
恒
尽

晦
引
期
添

臨
引
期
添

中
引
引
ね

中
引
¶
怒

中
引
¶
維

申
引
引
ね

申
引
創
怒

中
引
引
撮

申
引
¶
振

申
引
¶
怒

第
引
期
ね

欝
引
期
静

申
引
期
濫

申
引
期
振

講
引
引
瓶

陣
引
期
ね

講
引
韻
漱

中
引
胡
ね

申
引
引
想

申
引
引
線

中
引
引
漱

申
引
期
漱

陣
引
引
漱

申
引
期
濫

串
引
制
鎌

陣
引
¶
ね

中
引
¶
綜

酪
担
照

眸
引
期
ね

琳
引
研
ね

陣
引
期
ね

尊
重
引

串
引
釧
除

帯
一

帯
一

０
，

卜
ゆ

卜
い

０
ゆ 呂

０
い

０
い

０
ゆ

Ｏ
Ю

０
い

∞
吟 呂 呂 呂 呂

０
ゆ

∝
吟

０
吟

い
０ 8 ０

０ 9 響
０
寸 専 宅

０
寸 留 零

０
り

０
怜

〕
吟

吟
い

卜
い

０
０

Ｎ
Ｃ

Ｏ
Ｃ

守
Ｃ

め
Ｃ

０
一

卜
０ B ０

一
０
ト
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第 4章 遺物 (遺物観察表)

神
彗

雲

ロ

醸
停

磁
梓

雪
峰
黙

ω
＼

，
路
要
Ｈ

∞
雨

給
嘩
ロ

０
ミ
給
嘩
巨

ω
＼

，
協
車
Ｅ

土
冬
路
嘩
回

０
卜

鍛
難
巨

け
ヽ
Ｎ
建
即
Ｅ
囃

∞
＼
ｒ
緒
Ｌ
巨

ｋ
ヽ
給
嘩
巨

∞
＼
Ｎ
織
荘
巨

土
■
景
躍

ｋ
苺
路
韓
巨

ｋ
↑
踏
苺
ロ

土
や
綸
車
Ｅ

土
ξ
路
雌
Ｈ

０
卜
織
嘩
Ｅ

土
ξ
鍛
雌
巨

ｋ
そ
織
盛
Ｅ

ｋ
ξ
路
睡
Ｅ

ｋ
ξ
監
盛
巨

ω
ヽ
ｒ
路
Ｌ
ロ

ｋ
ξ
給
車
巨

ｋ
ξ
輪
囃
巨

∞
卜

織
荘
ロ

０
卜

絵
尊
巨

∞
卜

路
呼
ロ

∞
＼

，
路
尊
ｇ

０
＼
ｒ
路
躍

゛
ミ
量
嘩
ロ

ｋ
モ
路
Ｌ
ロ

け
＼

，
最
車
ロ

ｋ
ξ
段
韓
Ｅ

０
＼
ｒ
鍛
嘩
日

け
ヽ
ヤ
活
職
日

ｋ
ξ
給
嘩
巨

気
↑
監
嘩
巨

皿
ふ
く
。震
い

要
旧
雲
・卜
ふ
蟹

策

善

娯
日
処

寮
む

Ш
ふ
く
・寮
“

卜
ふ
零
・照
田
騨

標
匿
無
・ト
ホ
エ

慎
置
翠
・襲
壼

卜
ふ

と
し
ヽ
氏

震
善

卜
ヽ

震
彗

震
善

疑
善

震
性

要
置
堰
・寮
Ｌ

震

彗
撰
豊

策

畳
震
豊

策
善

一
華
目
彗
ｒ路
Ｌ
口
・葉
Ｌ

那
｛
郎

卜
ふ
峯

ト
ホ
螺

卜
ふ
塁

震
善

震
善

震
怪

終
善

卜
ふ

震
怪

震
畳

震
畳

卜
ふ
鰹

卜
ふ
峯

無
畳

華
娯
い
将

Ш
ふ
ｒ

震
と

震
善

ト
ホ
逐

卜
ふ
逐

Ш
ふ
く
・卜
ふ
螺

革
幸
目
彗
ｒＬ
Ｅ
・ト
ホ
粽

Ш
ふ
″

策
と

療
畳

簾
豊

卜
ふ
擦

震
畳

震
畳

寮
畳

震
畳

卜
ふ
纂
・票
畳

寮
長

ト
ホ
峯

療
強

震
畳

筑
畿

ト
ホ
盤

卜
ふ
盤

猛
善

ｍ
ふ
く
・ト
ホ
転

疑
彗

疑
彗

ト
ホ
磐
・震
い

卜
ふ

猪
善

寮
喜

震
彗

翠
３
策
望
甘
＼
屁
＞
リ
ト
を
帯
ド
に
＞
！

響
〓
二
策
け
一ミ

，
と

）

出
雫
０
＼
卜に
＞
吟
ト

写

づ
監

，
電
霞

お

ト

騨
く
Ｅ
法

単
工
３
紫
”
一く

，
と

一

翠
ｇ
３
策
ｗ
一く

，
き

一

想
護
く
０＞
盟

理
と
紫
旦
く
Ю
に
お

区
転
一さ
お

「

部
Ⅸ
と
紫
ｗ
一帝
苫
匡
と

≡

理
く
寵
お

ト

理
く
Ｅ
お
ド

翠
収
釈
く
０
工
と

一

監
ｗ
ヽ
卜
に
と

， ｔ
軍
Ⅸ
膠
く
密
と

一

劇
尋
０
＼
卜
に
＞
０
ト

一四
６
＼
０
ビ
＞
リ
ト

翠
収
と
強
望
く
０
ば
と

，

暉
３
策
口
一く
毘
苫

ト

黎
く
Ｅ
お

黎
Ⅸ
と
狛
ｗ
一く
Ｅ
と

，

よ
潔
く
０
＞
０
劇
！
口
区
ヾ
０
＞
電

Ⅸ
娯
く
卜苫

『

ａ
区
く
０
ビ
き

軍
邸
く
２
お

・

ｍ
響
０
＼
卜に
＞
り
・

留
娯
く
卜
＞
り
Ｎ

理
Ⅸ
娯
ミ
留
＞
建

【
娯
く
卜
＞
電

軍
と
策
里
く
Ｐ
＞
く
・

０
＼
罷
お

ト
ー
軍
と
策
里
甘
む
に
お

ヽ

部
Ⅸ
と
紫
ｗ
一く
０
匡
き

翼
“
祭
く
震
き

一

工
察
く
卜
＞
電

黎
３
監
ｌＪ
一く
罷
お

卜
！
ミ
歳
お

蝉
笙
二
策
ｗ
一ミ
ト
Ｅ
と

一

理
く

，
お

ヽ

軍
と
峰
ｗ
一ミ
ロ
お

ト

軍
区
く
毘
お

ヽ

理
０
お
匡
お
ヽ

翠
Ⅸ
乙
策
け
一く
Ｏ
Ｌ
と

一

軍
邸
く
盟
お

Ｘ
蔦
く
０
＞
豊

理
乙
策
望
く
毘
お

ト

報
く
屁
お

ト

蝉
ｇ
と
紫
ｗ
一く
屁
き
一

墾
く
Ｐ
エ

ト

工
娯
０
卜
と
ヽ

黎
留
娯
く
密
き

一

―

―

―

―

―

―

―

劉

引

３‐

路
ｗ
一く
Ｅ
占
一ｔ
暉
Ⅸ
日
く
記
き

，

出
尋
０
＼
卜に
＞
う
ド

準
Ｌ
と
策

，
一く
Ｅ
き

一

鐸
雷
と
監
ｗ
一く
密
き

一

ぼ
雲
里
下
ヽヾ

匡
＞
リ
ト

単
０苫
に
お

黎
〓
３
睡
里
く
卜に
き

，

理
Ⅸ
と
策
口
一ミ
屁
占

一

工
撲
く
卜
お
�

理
駅
鎮
ミ
置
と

，

Ⅸ
祭
０卜
祐

や

創雫
０
＼
卜
匡
＞
０
」

部
Ⅸ
と
監
ｗ
一ミ
置
き
一

理
Ⅸ
訳
く
Ｏ
α
お
ド

早
く
屁
苫
ド

Ｘ
祭
く

，
い
留

０
＼
０
匡
＞
め
卜

，
工
早
´
↓
購
、け
一守
＼
０
ば
＞

，
ヽ

軍
盛
く
０
に
お

ト

甲
名
痕
く
密
き

一

枢
無
く
卜
＞
い
ヽ

■
墓

照
・強
障
・臣
ｄ
憔
・思
陣
・臣
琳
Ｅ
ｏ
ｓ

郎
学
ユ

輪
揮
ｄ
Ｋ
・獄
陣
・憚
車
卜
斉
Ｅ
劇
ｓ

祖
早
争

Ｗ
憔
・К
暉
卜
Ａ
Ｅ
劇
ｓ
・嗽
暉
申
卜
ヽ
ｇ
Ｏ
ｓ

礎

暉
車
・職
Ｈ
・Ж
に
・Ｓ
ｅ
こ

蜘

昭
Ｈ
・∬
憚
卜
本
Ｅ

一
導

珈

揮
憚
・揮
靱
Ｋ
・転
憚
車
卜
本
Ｅ
寸
ｓ

理

揮
車
・嗽
Ж
憚
卜
≦
Ｅ
い
０

理

Ｓ
蝉
ｄ
憔
・憚
車
・転
黙
陣
卜
≦
目
Ｎ
ｅ

理
学
子

麟
Ｈ
・暉
【
・Ж
揮
・纂
揮
卜
蚕
目
ｏ
Ｓ

ね
字
ユ

纂
咽
憔
・揮
ｄ
藤
・要
に
・採
暉
卜
蚕
逼
Ｏ
ｓ

枷

揮
申
卜
蚕
層
Ｎ
ｓ
・Ж
に
層
め
ｔ
Ｏ
ｓ

極
学
ユ

Ж
檸
・揮
申
卜
答
Ｅ
∽
ｅ

菫

陣
Ｅ
Ц
・憚
】
・撚
陣
胎
蚕
Ｅ
ｒ
ｅ

機

輪
揮
暉
・協
に
・暉
車
ト
ヘ
Ｅ
Ｏ
ｓ

興
や
や

Ｓ
翼
ｄ
憔
・輪
係
に
・憚
申
卜
本
逼
ｏ
ｓ

理

Ｓ
翼
劇
憔
・磯
Ｈ
・暉
申
卜
蚕
Ｅ

ｒ
ｓ

“

輪
Ж
憚
・暉
申
卜
答
Ｅ

｝
ｓ

理

Ж
揮
・憚
申
卜
≦
目

ｒ
ｓ
・思
暉
Ｅ
寸
ｓ

要
早
早

蹴
鶴
・Ж
暉

軽

揮
臣
・林
臣
・臣
申
卜
答
Ｅ
∞
０

翼

暉
哺
卜
蚕
Ｅ
劇
ｓ

ａ
宇
♀

粽
憚
・陣
卓
Ｅ
Ｎ
ｓ

暉
♀
學

輪
牌
申
・∬
陣
Ｅ

，
０

理
牢
字

輪
掲
憚
・暉
革
・Ж
に
卜
番
目
゛
ｓ

暉
♀
争

急
翼
ｄ
Ｋ
・Ж
揮
卜
蚕
Ｅ
寸
０

租
争
争

Ｔ

駅

こ
と
ヽ
Ｅ

Ｆ
ｓ
・
厚
唱

ｒ
ヽ
Ｅ
Ｎ
ｓ

爾
子韓

ド
・臣
事
ト
ボ
Ｅ

ｒ
ｅ
・К
臣
卜
ヽ
Ｅ
Ｎ
ｓ

Ｍ
や

，

Ж
憚
卜
蚕
Ｅ
ｗ
ｓ
・陣
】
Ｆ
蚕
目
ｅ
ｓ

“

Ж
陣
卜
蚕
Ｅ

ｒ
ｅ

櫛
牟
♀

輪
部
暉
・に
申
卜
蚕
Ｅ
帯
ｓ

駆

ｈ
憚
卜
≦
Ｅ

，
ｓ
・輪
翼
憚
・臣
車
卜
さ
Ｅ
Ｏ
ｓ

祖

磯
欝
・Ｓ
ｅ
纂

ｓ

椰

凛
岬
Ｋ
・暉
】
・器
障
卜
≦
Ｅ

ｒ
ｅ

騨
早
早

暉
車
・Ｈ
暉
Ｅ
Ｏ
ｓ

“
学
学

Ｓ
駕
輝
卜
≦
Ｅ

，
ｓ

類
早
早

I I I I I I I I I I I I 1 I 〕 I : I I I I I

Ｎ
０

０
帯

０
０

ゆ
Ｎ

０
０

０
ト

わ
ミ

Ｏ
Ｓ

，

側
帯

い
こ

守
ヽ

０
一

俯
Ｎ

∝
Ｎ

卜
０

Ｎ
一

Ｏ
Ｎ

０

一
一
Ｎ

０

一
０
０

０
一

∞
剣

０
ミ

Ｏ
Ｎ

０
】

０
甘

■
０

い

一

ゆ

一

守
Ｎ

口
一

（倒
９
一）

ぐ

い
↓

６
留
じ

（∞
章
一）

ぐ

ｃ
Ｃ

ぐ
０
９

I

（０
〇
一）

含
Ｏ
Ｓ

６
寸
↓

I I I I I I I I I I

（０
守
一）

命

こ

）

食
Ｐ
）

命
ユ
）

I

命

留

）

l I I I

Ｊ
に
，単
尊
頻

塵
命
路
斗
件

ｏ
ｒ
ａ

Ｏ

ｒ
Ｏ
∽

Ｏ

ｒ
Ｏ
∽

Ｏ

ｒ
Ｏ
め

塵
０
最
十
卜

０
，

０
め

慶
０
織
斗
卜

０
，

ａ

引
禅
照
引
暇
蟹

Ｏ
ｒ
Ｏ
め

駆
旧

０
，

９

引
響
塵
↓
軍
蟹

０
，

０
∽

襄
０
構
斗
粋

０
，

η

慶
津
監
＋
卜

０
，

ａ
め

Ｏ

ｒ
Ｏ
お

Ｏ

ｒ
Ｏ
∽

Ｏ

ｒ
Ｏ
お

Ｉ
ｅ
塵
卜
軍
置

ｏ
ｒ
６
∽

Ｏ

ｒ
Ｏ
∽

０

，
０
＾

ｏ
ｒ
ａ
お

０
一
０
お

Ｏ
ｒ
Ｏ
お

腱
命
路
＋
卜

ｏ
ｒ
Ｏ
お

腱
台
最
斗
卜

ｏ
ｒａ
お

Ｏ
ｒ
Ｏ
お

Ｏ
ｒ
Ｏ
お

０
，

０
お

腱
β
瑕
＋
卜

ｏ
一
０
お

塵
ａ
最
斗
件

０
≡
０
お

塵
ａ
綸
斗
卜

０
一
０
お

慶
ａ
颯
斗
卜

の
，

０
あ

任
ｅ
腱
卜
ど
置

Ｏ
ｒ
ｎ
お

慶
ａ
織
斗
卜

Ｏ
ｒ
ｎ
赤

腱
ｅ
路
斗
卜

Ｏ
ｒ
Ｏ
ｎ

塵
０
織
斗
卜

Ｏ
ｒ
Ｏ
ｎ

Ｌ
Ｏ
路
斗
卜

ｏ
ｒ
Ｏ
∽

塵
機
織
斗
卜

Ｏ
ｒ
Ｏ
の

Ｏ

ｒ
ａ

∽

Щ
Ｈ
Ｅ

国
寺

凹
ヾ

凹

寸
斑
寸

国
寸

国
寸

国
寸

盟
寸

国
寸

国
守

国
せ

国
せ

国
寸

国
せ

国
寸

国
帯

国
ヾ

国
寸

国
寸

国
゛

国
寸

国
せ

国
甘

国

寸
国
寸

国
寸

巨
寸

凶

寸
歯
寸

国
寸

甑
せ

国

寸

凶

甘

Ｈ

〕
国
寸

凶
守

脚
由 a 日 R 日 ‖ ‖ 爾 日 日 ‖ a

日
ヽ
日

日 日 R 日 B 醸 日 暉 H H ‖ H 増 日 日 日 a 日 嘲 H 日 日 日 日

颯
諄

中
引
¶
ね

申
引
釧
ね

呻
引
韻
鍮

酪
引
¶
慧

酪
■
引
慧

齢
颯
引

眸
＝
引
ね

眸
引
引
怒

欝
颯
引

眸
量
引

臨
引
韻
漱

臨
引
創
ね

欝
引
引
ね

欝
引
期
捺

欝
引
期
怒

齢
引
期
慧

欝
引
期
派

眸
引
期
鎌

陣
引
引
ね

中
■
引
怒

申
引
引
怒

眸
引
引
議

眸
引
¶
謙

臨
引
引
怒

眸
引
＝
怒

眸
引
期
ね

眸
引
引
怒

幣
引
引
ね

眸
引
引
ね

眸
■
引
怒

欝
引
引
怒

欝
＝
引
怒

眸
引
期
ね

醇
引
引
ね

眸
引
期
慧

欝
引
引
怒

ヨ串

呂 呂 呂 8 い
い

Ｏ
Ю

０
い

０
ゆ

０
い

０
り

０
り

０
い

０
い

０
わ

０
０

０
い

０
い

０
峰

０
い

０
い

０
い B ０

ゆ
０
蛉

０
い

０
い

寺
ト

い
ト

一
ト

０
ト

い
０

０
∝

０
０

０
０

０
０

守
０

い
０

一
〇

卜
０

０
０ 8

３

”

”０
一

Ｓ

一

０
〇
一

さ

一

い
０
一

３

一
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第 4章 遺物 (遺物観察表)

“
彗

Ｈ
雑
蕉

土
ξ
路
遺

ｋ
↑
路
専
ロ

ω
＼
∞
景
慢

∞
ヽ
ｒ
路
風

”
＼

，
給
盈

∞
＼

，
議
喜
ロ

０
＼
０
酷
鼠

ｋ
↑
最
璧

０
＼
寸
路
慢

“
＼
Ｎ
路
慢

∞
＼
吋
鍛
慨

０
ヽ
翻
緒
野
ロ

０
＼
ψ
路
観

∞
＼
∞
綸
観

゛
こ
給
慢

∞
＼
Ｎ
鍛
但

ｋ
↑
路
聾

ω
＼
一
輪
慢

土
苺
路
慢

ｋ
ξ
路
慢

ｋ
ξ
輪
観

∞
＼
ｒ
路
慢

ω
＼
ｒ
路
聾
回

土
持
路
嘩
ａ

∞
卜

路
聾
Ｅ

ｋ
ξ
路
嘩
日

∞
卜

輪
車
ロ

∞
＼
一
段
堅

∞
＼
ｒ
騒
薦
日

∞
＼
ｒ
撥
盛
ロ

０
＼

，
騒
時
ロ

ｋ
モ
路
Ｌ
ロ

ｋ
ξ
路
晦
ロ

口
＼
帯
路
聾

ｋ
冬
緒
担

ｋ
奉
語
聾

卜
ふ

卜
ふ

慶
善

廣
と

慶
Ｌ

キ
く
Ｔ
卜
ふ
名

十
く
”

彗
四
無
・卜
よ

景
畳

標
霞
理

ト
ホ
鯉

慶
い

震
彗

郎

Щ
ふ
く
酷
凹

・
匝
ふ
′

卜
ふ

ト
ホ

舞
畳

璃
畳

翼
畳

凝
畳

震
曇

震
強

震
豊

寮
畳

凝
畳

策
曇

筑
堡

疑
畳

胚
ヽ
ｒ
‡
設
検
霊
・卜
玉

震
堡

ト
ホ
軽
・廣
豊

震
畳

ト
ホ
鰹

娯
霞
擢
・
血
ふ
ｒ

卜
ふ

観
四
理

ト
ホ

ト
ホ

慶
畳

葉
畳

基
毒
目
彗
▼
震
彗

ネ
ホ
鰹

躊
畳

雪
騒
製
・卜
ｋ

卜
ふ

痰
登

ト
ネ

標
田
製

娯
霞
無
・ト
ホ
螺

ト
ホ
製

卜
ふ

Ｄ
翼
ト
ホ
Ｓ
十
く
”

策
と

凝
怪

寮
曇

標
瞬
処

慶
善

震
善

慶
善

ト
ホ
鰹

服
善

凝
』

Ш
ふ
く
・ト
ホ
雲

Ш
ふ
く
・ト
ホ
転

“
諄
目
報
ぽ
ト
エ

慶
鬱

ト
ホ
零
・残
る

慶
Ｂ

ト
ホ
電

凝
い

経
番

箪
田
響

零

澄

苫

ト

騨
工
ζ
策
里
く
と
と

≡

早
く
壺
お

く
毘

と

一
―
理

Ⅸ
３
峰
ｗ
〓
苫
Ｌ
と

一

口
К
く
ｅ
Ｓ
飩

釈
黙
く
卜
＞
里

く
妥
り
Ｎ
Ｉ
黎
Ⅸ
と
監
里
ミ
程
と

一

転
漢
め
ヽ
お

劇

郷
Ⅸ
と
監
ｗ
Ｊ
δ
Ｌ
と

一

≦
Ⅸ
一さ
＞
宝

軍
二
４
ｗ
一く
毘
お

一

〓
区
Ｎ
苫
お

ヽ

軍
留
暦
●
苫
に
も

一

黎
Ⅸ
と
獲
里
ヾ
Ｅ
き

一

軍
藍
く
ヾ
エ

Ｌ
一くど

き

一

揮
氣
と
監
”
一く
ｃ
！
く
Ｅ
と

一

軍
釈
乙
路
ｗ
一く
置
き

一

К
翠
く
置
き

騨
工
と
峰
ｗ
一く
密
と

一

軍
よ
く
デ
リ
ヽ
！
区
理
一さ
に
き

区
よ
く
０
お

一

黎
く
罷
孟
き

Ⅸ
鑢
⇔
ヽ
お

側
！
区
家
一さ
＞
里

甲
く
捏
お

ヽ

軍
ば
く
望
と

一

翠
工
痕
く
置
＞
Ｐ

ｇ
震
く
争
い
雨

軍
転
３
策
ｗ
一く
望
き
一

窯
解
ぐ
げ
≡

，

郵
０
ト
ビ
＞

，

一聖
ア
一
立４
Ｗ
一帯
＼０
ば
＞
り
・

延
区
く
妥
里

躍
３
路
ｗ
一ミ
Ｐ
お

，

軍
解
く
Ｐ
と

ヽ

叡
区
く
０
お

Ｎ
！
〓
娯
く
卜
と

和

軍
く
凝
お

郎
工
と
策
望
く
ヽ
匡
き

〕

翠
く
虚
占

軍
“
暦
く
毘
と

一

Ⅸ
黙
０
ヽ
お

一

Ｘ
，
つ路
”
一ヾ

と
と

〕―
騨
く
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第 5章 まとめ

第 5章 ま とめ

以上が、大型ションピングセンター『 ゆめタウン丸亀』建設に伴 う新田橋本遺跡確認調査による遺構、遺

物の内容である。第 3章・第 4章では、調査区毎Iご報告をしたことに伴い、遺構番号については調査区毎に

設定しているので、ここで全調査区をとおして整理するのに際し、遺構番号を変換し、新規番号とした。変

更前後の遺構番号を対比できるよう、第 3表にまとめた。

調 食 匹 旧遺 構 誉 号 釉 遺 構 誉 サ 遺 物 偏  有

1区
SD01 さDU3・ lb ①

SD02 SD03
SD03 SD09

2区
SD01 SD03・ 15 0
SD02 SD14

3区

SD01 SD01
SD02 SD10・ 16 D
SD03 SD17 D
SD04 Ｓ．

一
υ・ Z∪ ○

SD05
・
SI 3・ ■b 0

4区

SD01 S 21

第1遺構面

SD07 22
SD08 19 0
SD09 17 0
SD10 1

SDll 7

SD13 L8' 0
SD14 1

SD15 SD10・ 0

第2遺構面

SD16 SD10・
SD17 SD10・
SD18 SDll・ 0
SD19 S DOZ 0
SD20 S D0
SD22 S D01
SD23 S D07
SD24 S D12
SD25 もり U3・ lb

SD26 SDll・ 15

5区

SD01 SD01
SD02 SD01・ 17
SD03 SD02
SD04 SD02
SD05 SD10・ 16 O

6区

SD01 S D18
SD02 SD04 O
SD03 SD08 ①

SD04 SD04 ①

7 至 1・ 2トレンチ SD01 S D12
B区  1トレ/3/チ SD01 SD12

2トレンチ SD01 SD13
3トレシ/Eカ SD01 SD19

4トレンチ
SD01 SD19
SD02 SD20

第3表 遺構番号変換表
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第 5章  まとめ (第 1節 時代区分)

第 1節 時代 区分

新田橋本遺跡確認調査では、全調査区を通じて大小の溝を多く検出することができた。ほとんどの遺構が

水田耕作土直下で検出できたこと、粘土採掘痕跡が見られることからも、本来の遺構面は残存していないこ

とが容易に推測できた。部分的にではあるが、試掘調査成果から遺構面が 2層 となつている区域が認められ

たことから、最低 2時期に分類できることがわかつていた。今回の調査では、遺構の切 り合い状況や断ち割

り断面観察、包含遺物の観察などから、7期に細分することができた。各時代に削平等の影響を受けている

ことから、遺構の残存率は不明な点が多いが、確認できた時代区分別に概要を記述する。

第 1段階 (弥生時代後期以前 )

新田橋本遺跡確認調査で確認された遺構で、最も古い時代に属する段階である。第 3調査区南西端から第

5調査区北東端まで、南北軸でほぼ一直線に延びる細い溝 (SD01)が確認されている。全体的に遺構深度が

浅く、希薄な状態であることは否めない。完全な状態で残されているとは考え難く、後世の削平等による影

響を受けているものと思われる。

遺物が包含されていないことから時期の特定には至らないが、他の遺構との切 り合い状況から考えると、

この次に確認される第 2段階が弥生時代後期に属することからも、それ以前ということになる。

第 2段階 (弥生時代 後期 )

第 1調査区南西端から第 5調査区北東端付近に向けて、南北軸に延びる天幅 3m超の大型の溝 SD03が設

営される。立地が西汐入川右岸に位置する微高地上であり試掘調査時にその他の区域ではこのような溝は検

出されていないことから考えると、この溝は当該微高地上における基幹となる水路であることが推察される。

東西の低地からは、この微高地上に水を引き込むことが比高の関係から不可能であることからも、かなり上

手に水源を持つことがうかがえる。

SD03に ついて、底レベルを見ると途中で高まりを持つ部分があることが確認できる。逆に言えば、深亙

溜まりになつている箇所が認められる。これについては、この段階の造作でるか次の第 3段階によるものか

の判定ができない。いずれにせよ、次の第 3段階にも共通していることであることから、第 3段階の節で記

述する。

SD03は、第 4調査区の北半部で分岐し北北西に延びる溝 (SD04)と 北に延びる溝 (SD05・ SD06)と な

る。SD05は、更に第 6調査区で SD08と 分岐するがすぐさま SD04と 合流する。SD04は、第 6調査区内

で終息する。底レベルを見ると、中央がやや窪んでおり、北方に向けて高くなつていることから、SD03に
向けて引き込むためのものである可能性が高い。埋上には弥生時代後期所産の高杯片等比較的まとまつたと

器が包含されていた。

SD05イまSD03と SD06の接続部に位置し、東端は急激に底レベルが下がる。埋土から碧玉製の管玉が出

上している。SD06は、埋土状況から複数期に属していると思われるが、下半部や肩口の溜まり部では弥生

時代後期の上器がまとまって出土する。

第 1段階に設営された SD01は、第 2段階においても継続 している。第 5調査区の北部で西方に分岐した

溝 SD02が SD06に 注ぎ込むように接続する。

第 3段階 (弥生時代後期 ～古墳 時代前期 )

第 2段階で第 6調査区からSD03に接続していた SD04は北方から埋没し、終息に近づくが、第 4調査区

内に位置する部分は、かろうじて利用されていたようである。これは、SD04の SD03に程近い付近に古墳

時代前半期に属する上師器 (布留式上器)の甕片が出上していることから考えられるものである。

恐らく、第 2段階で述べた SD03の底面の起伏についてはこの段階に施工されたものと考えられる。第 3
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段階の溝の配置プランを見ると、第 2段階と同様に第 1調査区の南端から延びてくるSD03は、第 4調査区

の中央で大きく右回りの弧を描 く溝 SD■ となり第 3調査区に向かつて折 り返 しSD10と なつている。折 り

返 した SD10は、第 3調査区の南端付近で東西両岸にヒレ状の張 り出しを備えている。そして更に南方に延

びている。また、SD10は 、第 4調査区中央の折 り返 した地点から北方にも延び、第 5調査区の SD10へ接

続 している。この段階で、第 4調査区の北部で SD10に流水を注ぎ込んでいた SD05は埋没し、機能 してい

ない。

SDllは、第 4調査区中央の SD03と SD10をつなぐ溝であるが、SD03と SD■ の合流点で北西方向の

SD12を分岐する。SD12は、第 8調査区の北西端まで延びていることが確認 されてお り、更に延びていく

ことが予想 される。

第 3段階における遺構平面プランは以上である。一見、並行 して延びる SD03と SD10が第 4調査区中央

で合流 し、SD03か ら SD12が分岐 しているだけの単純なものであるが、溝の底面の起伏状況を併せて考察

すると非常に複雑な仕組みとなつてお り、推測ではあるが次のように考えることができる。

底面の起伏部分に何があるのかを見ると、ほぼ溝の分岐点や合流点と合致 している。このことから、溝に

起伏をつけ、著 しい高低差を設けることによつて堰の役割を持たせていると考えることができる。

SD03か ら細かく見ると、第 1調査区南端底 レベルが標高 5,9mであるが北に 10m程進むと標高 6.13mの

ピークを持ち南端からは 0.2m以上上がる。このピークから北は、標高 5,9mま で下るが、第 2調査区南端で

は標高 6.3mま で上がる。このことから、南方からSD03に 流れ込む水は、標高 6.131nを越すことにより北

方に流れ込むことになるが、標高 6.3mに達するまでは第 2調査区の南端より北方に流れ込むことはない。

途中、水位が 6.2mに達 した時点で第 1調査区北端の SD09に注ぎ込みが始まり、東方への流入を行 うこと

となる。今回の調査ではないが、後に第 1調査区の東側の区域で調査を行つた結果、SD09か ら通 じると考

えられる溝が確認 され第 3調査区の SD10か ら南方に延びる溝 と接続 していることが確認されている。また、

この SD10の延長の溝は、接続地点の南側で標高 6.3mの ピーク部が確認 されたことから、水位が 6.3mに達

するまでは SD03の水は SD09を介 して第 3調査区の SD10に流れこむことになる。そして、そのまま SD10

を通 じて北方に延びる溝が基幹水路となるようである。SD03の 第 2調査区の中央部より北側には、水位が

6.3mを越すまでは南からの水は流れ込まない。

次に SD09を介 して水が流れ込んでくる SD10であるが、第 3調査区の南端部でヒレ状の張 り出しを持つ

部分で若干の溜まりを持つが、水汲み場であると考えられるものの詳細は不明である。ヒレ状の張 り出しよ

り北側は、一貫して北方に下つていることからも水は純粋に流れているものと思われる。第 4調査区に入つ

ても、SD 10は ほぼ北下 りの勾配で一貫 している。第 4調査区の南半部ではやや東に膨らみを持ちながら西

方へ弧を描く。中央部で屈折 し北方へ延び第 5調査区へと続 く。SD10は、南半部で SD■ と接続 している

が、SDllの 入口で瘤状のピークを持ち、小規模の堰機能を持たせているようである。但し、このヒレ状の

両袖には小さい側溝状の切込みがあり、ごく僅かの水は SD■ に落 とし込めるようになつている。つま り、

水量を極端に絞 り込んで SD■ への取水を行つているようになつているのである。

SD10から側溝を介 して SDllに入 り込んだ水は、SD■ 内を這つて左に回り込む。そこで SD12と の合流

点に到達するが、この合流点の南は SD05と なつてお り底面には 0.2m程度の壁が設けられていることによ

つて水位が 6.06mに達するまでは少量の水が SD12に流れ込んでいるものと考えられる。

SD12は 、第 7調査区内は勾配が緩やかであるが第 8調査区に入ると勾配がきつくなる。

これ らのことから、第 3段階における溝のプランとしては、要所に堰機能を持たせてお り、水量によつて

配水の優先順位がつけられているものと考えられる。また、水量によつては、ヒレ状の張り出し部や水量を

絞 り込んで取水することによつて利用 しやすくしていることが想定される。

遺構の検出面は、第 2段階のものからは 0.lmほ ど高くなつているが、埋土から出土する遺物は、ほぼ弥

生時代後期に属 しているが、SD04で布留式上器の上師器片が出土していることから弥生時代後期後半期か

ら古墳時代前期にかけての幅を持ち、その中で埋没 していつたものと考えられる。
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第 4段階 (古墳 時代後期 )

古墳時代中期頃の状態は、遺物の出上が無いことから不明である。調査で確認できる第 4段階としては、

第 3段階の SD03・ SD10。 SD■ とほぼ同じ位置に規模の小さい溝が設営されることとなる。第 3段階の溝

が継続していることも考えられるが、断面観察から判断すると明らかに掘 り直しが成されていることから、

水の利用に沿つた改修が行われているものと考えられる。この段階のなると、第 4調査区から第 7調査区を

通つて第 8調査区まで延びていた SD12は埋没し機能しなくなつているようである。水路規模も小さくなつ

ていることは、水利における用途に変化が見られていることを示すものと考えられる。

第 4調査区の南端からSD16が延びているが、遺構の切り合い等は確認できなかつたが、SD16の南端部

付近から派生するであろうと思われる溝 SD17が SD16の東側に並行して北方に延びている。第 5調査区内

の SD17か らは、須恵器の不身片が出上しており古墳時代後期に属するものと考えられる。これらは、合流

点が確認されていないが、埋上が同様でありSD16でも須恵器の杯身片が出上していることから、同時期に

属すると考えることが適当であると思われる。

第 5段階 (古墳 時代後期 以降 )

第 5段階になると、この地域における遺構は、極端に密度が薄くなり衰退傾向にあると思われる。区域内

で確認できたのは、溝 4条のみであり、いずれも幅 60 clll前後を測るものとなる。各溝の配置状況から考え

ると、基本的に基幹となるのは南北軸で延びるSD17であると思われる。SD17か らSD19及び SD 18が西

方に分岐していることがうかがえる。東方への分岐は、今回の調査では認められなかつた。埋土からは、弥

生土器片が出土するが、遺構の切り合い状況の観察から第 4段階の遺構よりも上になつていることから、古

墳時代後期以降の遺構であると考えられる。

第 6段階 (古墳 時代後期 以 降 )

第 6段階では、第 5段階と類似しているが、西方に延びていた SD19が無くなる。SD17は、若千である

が法線に変化が見られる。SD17の第 3調査区域部分では、南方から新たな溝 SD19及び SD20の 接続が見

られる。厳密には、検出された遺構は、途切れており継続されていなかつたが、これは遺構深度の浅い部分

が後世の削平によつて消失してしまっている結果であると考えられる。

SD17の法線の違い部分の切り合い状況から、第 5段階よりは新しくなることが明らかであるため、第 6

段階に分類した。明確な遺物の出上が見られないことから、時代の特定は困難である。

第 7段階 (古墳 時代後期 以降 )

第 7段階は、新田橋本遺跡として最終期となる段階である。この段階になると、確認できる遺構は極端に

少なくなる。まず、SD17と SD18が埋没することによつて基幹水路は無くなる。第 6段階で現れた SD19

及び SD20が埋まりきらずに残るが、機能していたとは考え難い。

第 4調査区の西面付近で新たに SD21及び SD22が設けられている。これらの溝は、法線が対応すること

から、本来は同じ溝であると思われるが、残存している部分が希薄で、遺構深度の浅い部分については、後

世の削平で消失してしまつていると考えられる。

出土遺物が認められなかつたことから時代の特定は困難である。

以上が、遺構及び遺物の確認状況から分類 した各時代の状況である。
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第 2節 遺跡 の評価

今回の調査で確認された遺構は、大小の溝を主体としたものであり、小土坑が若千認められるものの建物

遺構等は発見されなかつた。遺構の分布結果だけを見ると、集落の所在を否定することになるが、今回の調

査区域については幾度かの削平を受けていることが確認できた。それは、第 3調査区の南半分では第 1遺構

面が消失してしまっていることや第 1調査区では明確な採土痕跡を確認できたこと、第 1遺構面に属する遺

構は、深度が浅く途切れた状態で検出されることが多いことなどから推察することができる。

新田橋本遺跡では、溝が多く配置されていることからも、住居は、比較的小高い位置に区域に配置するこ

とが予想される。このことを含めて推察すると、住居部分についてはそのほとんどが消失してしまつている

ことも考えられる。溝の理土内から多くの上器片が出土することからも、遺跡種別としては集落跡として考

えることが適当であると思われる。

次に、地理的環境から考える新田橋本遺跡の位置付けである。新田橋本遺跡は、先代池の北北西に延びる

微高地上に所在する遺跡であり、その西側には西汐入川の所在する低地、東側には今津町との境界部にあた

る低地が並行 している (第 1図参照)。 新田橋本遺跡で確認された第 2段階、第 3段階の溝には、相当量の

水が流れ込んでいることが予想されるが、比高の関係から東西の低地からの引き込みは不可能である。よつ

て、少なくとも先代池付近より以南からこの低丘陵上に水を引き込むために設置されたものと考えられる。

特に第 3段階に属する溝は、新田橋本遺跡部分で堰機能を持たせることによつて計画的に配水していること

が考えられる。新田橋本遺跡より北方には、しばらく平野が広がつていることからも、この平野部へ水を配

水するための重要な地域が新田橋本遺跡となつている。この溝は、堰機能を持たせることで計画的な配水を

行つていることから、農業生産施設に関するものと考えることができるが、今回の調査では、各溝の末端状

況が確認できないことから詳細は不明である。

遺跡の密度から考えると、弥生時代後期から古墳時代後期にかけての遺構、遺物が共に顕著であることか

ら、当該期が新田橋本遺跡の年代と考える。

第 3節 ま とめ

以上、新田橋本遺跡確認調査の成果を報告した。弥生時代後期から古墳時代後期を中心とした集落跡であ

ることを確認することができた。発見された遺構としては、ほとんどが大小の溝であり住居等の建物は確認

されていない。発見された遺構からは、各時代の遺物が出上している。包含層をほとんど有しないことや溝

の掘り直しによつて再利用されていることにより、全調査を通じての遺物出土量はコンテナで 7箱だけであ

つた。

後世の改変により、旧状を留めていない部分が多く不明な点も多く残されているが、堰機能を持つ溝によ

り計画的な配水を行 うための重要な地域であることなど、今回の調査によつて貴重な資料を得ることができ

た。

しかし、溝の末端付近の状況等が今回の対象区域内の調査では確認することができなかつたため、各溝の

本来の用途については特定するに至らなかつた。

今後は、今回の調査成果を有効に活用し、周辺地域、特に北部地域で調査する際には注意深く観察し、今

回の調査で解明できなかつた部分の解明に努めたい。
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第7段階

第64図 遺構変遷図(2)
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要 約

本書は、新田町宇橋本地内で計画された大型ションピングセンター建設に伴う新田橋本遺跡の確認調査報告書である。

新田橋本遺跡は、弥生時代前期の環濠集落で著名な中の池遺跡の北側に位置する。先代池から延びる微高地上にある。

調査で確認された遺構は、大半が大小の溝跡であり、住居跡などの建物は確認されていない。発見された遺構を分析した結果、

数期に分類することができる。溝は、各時代によつて配置や規模に変化が見られ、用途に差異があると考えられる。溝の埋土に包

含される土器片などから検討した結果、新田橋本遺跡の最も充実していた時期は、弥生時代後期から古墳時代後期にかけてと考え

らオLる。

特に、弥生時代後期から古墳時代前期にかけては、大型の溝が基幹水路として配置されていたようであり、溝の底部に起伏を付

け複雑な構造にすることで堰の機能を持たせ、それにより計画的な配水を行つていたようである。

この溝は、古墳時代後期までは改修しながら利用されていた痕跡がうかがえるが、それ以降は消滅の一途を辿る。

基幹水路となる溝への取水は、南の先代池付近以南と考えられ、遺跡は更に北部一帯に広がりをみせることが強く想定される。

今回の調査区域内は、後世の改変によつて旧状を留めていない部分が多く詳細までを確認するには至らなかつたが、遺跡の所在

は無いとされてきた地域で密度の濃い遺跡を確認することができたことは貴重な成果である。
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